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平成19年度厚生労働科学研究費補助金（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究事業）

分 担 研 究 報 告 書

薬物使用に関する全国住民調査

分担研究者 和田 清 国立精神・神経センタ－精神保健研究所薬物依存研究部長

研究協力者 嶋根卓也（同研究部協力研究員）、近藤あゆみ（同研究部流動研究員）

研究要旨 わが国の飲酒・喫煙・医薬品をも含めた薬物使用・乱用・依存状況を把握するために、

層化二段無作為抽出法（調査値点数：350）により選ばれた全国の15歳以上の住民5,000人に対して、

戸別訪問留置法による自記式調査を実施した。①調査期間は2007年9月21日～10月1日である。②回

収数及び有効回答数は、2,948（59.0%）及び2,924であった。【飲酒】①飲酒生涯経験率（これま

でに1回でも飲酒したことのある者の率）は、男性で96.3%、女性で92.6%、全体で94.4%%であった。

②飲酒1年経験率（この1年間で1回でも飲酒したことのある者の率）は、男性で88.5%、女性で79.1

%、全体で83.6%であった。③その他、飲酒の機会、禁酒経験等、わが国の飲酒はライフ・サイクル

と深く結びついており、飲酒問題を論じる際には、飲んだことがあるかないかを基準にしても、さ

ほど意味がなく、機会、頻度、量等の質的要因を考慮する必要があることが示唆された。【喫煙】

①喫煙の生涯経験率は、男性で84.5%、女性で48.6%、全体で65.7%であった。②1年経験率は、男性

で44.8%、女性で17.0%、全体で30.3%であった。これらの結果は2005年調査21)の結果よりは低い値

であった。③また、禁煙を考えたことのある者の割合は、男性では年代と共に増加していたが、女

性では妊娠との関係か、30歳代に高い値を示していた。【医薬品】①家庭の常備薬としての常備頻

度は、①風邪薬、②胃腸薬、③目薬、④湿布薬、⑤鎮痛薬の順に頻度が高く、②この1年間に1回で

も使用したことのある医薬品としては、①風邪薬、②鎮痛薬、③目薬、④湿布薬、⑤胃腸薬の順で

頻度が高かった。③鎮痛薬、精神安定薬、睡眠薬をこの1年間に使用したことのある者の割合は、

鎮痛薬で55.4%、精神安定薬で8.0%、睡眠薬で7.6%であった。医薬品を常用（週3回以上）している

者の割合は、鎮痛薬で男性2.4%、女性2.7%、全体で2.5%であり、精神安定薬では男性2.3%、女性3.

2%、全体で2.8%、睡眠薬では男性2.2%、女性3.1%、全体で2.7%であった。④医薬品の使用に関して

は、明かな問題点は見あたらなかったが、睡眠薬の経験者率・常用者率の増加が著しいことから、

今後もモニタリングが必要であると考えられる。【違法薬物】①「覚せい剤」の周知度は全体で84

%と高いが、「スピード」では37.7%であり、「エス」では13.5%に低下していた。しかし、20～30歳

代では「スピード」の周知率は65～70%、「エス」では10歳代～20歳代で35～40%と高く、年代によ

り、呼称の周知度も変化することが明らかになった。薬物乱用防止教育、啓発活動等に際しては、

この点に考慮する必要がある。②違法性薬物乱用の生涯被誘惑率（これまでに1回でも誘われたこ

とのある者の率）は、有機溶剤:3.30%、大麻:2.06%、覚せい剤:1.25%、コカイン:0.36%、MDMA:0.4

4%、ヘロイン:0.22%の順に高かった。また、これら6種のうちのいずれかの薬物の使用への生涯被

誘惑率は4.94%であり、有機溶剤を除いたいずれかの生涯被誘惑率は3.06%であった。③1年被誘惑

率（この1年間で1回でも誘われたことのある者の率）は、大麻で0.20%、覚せい剤で0.18%であった

が、その他の薬物では、全て、統計誤差内であった。また、6種のうちのいずれかの薬物の使用へ

の1年被誘惑率は0.47%であり、有機溶剤を除いたいずれかの1年被誘惑率は0.40%であった。④生涯

経験率（これまでに1回でも乱用したことのある者の率）は、有機溶剤:2.26%、大麻:0.96%、覚せ

い剤:0.44%、コカイン:0.14%、ヘロイン:統計誤差内、MDMA:0.12%であった。また、これらのうち

のいずれかの薬物の生涯経験率は、2.90%で、有機溶剤を除いたいずれかの薬物の生涯経験率は1.3

4%であり、前者は1995年以降の 高であり、後者は1995年以降2005年に次ぐ2番目の高さであった。

⑤1年経験率（この1年間に1回でも乱用したことのある者の率）は、6種すべての薬物について統計

誤差内であった。また、6種のうちのいずれかの薬物の1年経験率、有機溶剤を除いたいずれかの薬

物の1年経験率も、補正値で統計誤差内であった。⑥ただし、生涯経験率を年代で見ると、6種いず



- 16 -

れかの使用経験率は20歳代では3%強、30歳代では5%強、40歳代では5%弱であり、低い低いと手放し

で言える状態ではないことに留意する必要がある。⑦違法性薬物の入手可能性については、入手可

能群の割合を年代別・経験的に見てみると、10～30歳代と40歳代以上の二極化が認められた。有機

溶剤を除く全ての薬物で10～30歳代で入手可能性が高く、2003年調査以降、おおむね横這いの傾向

が伺われた。⑧わが国の薬物乱用・依存状況が多くの国に比べて良好を保ってきた背景には、遵法

精神の高さがあると思われるが、本年度の調査でも、その傾向は保たれていた。しかし、覚せい剤

に比べて、大麻に対する認識の甘さが読み取れる結果であった。⑨違法薬物乱用防止の啓発が進み、

同時に、取締の強化が図られれば図られるほど、回答者側での心理的バイアスが高くなり、本調査

のような方法論による調査の結果は、実際の状況よりはますます低い結果を示す特質にあることも

否めない。今回の調査でも、1年経験者率が全ての薬物において統計誤差内となった背景には、こ

の心理的バイアスが強く影響している可能性は否めない。しかし、この種の調査では本研究で採用

した調査法が国際的調査法であると同時に、それ以外の調査方法が事実上ないことも現実である。

地味ながら、今後も本調査を継続してゆく必要がある。⑩結論：今回の2007年調査では、規制（違

法）薬物個々の変動の評価は難しいが、何らかの薬物と言う見方をすれば、生涯被誘惑率は2001年

調査の結果に次いで1995年以降第二位の高さであり、生涯経験率は1995年以降最も高い値であった。

すなわち、薬物乱用状況がじわじわとではあるが浸透傾向にあることは言えそうである。

当初、今回の2007年調査では、生涯経験率で大麻が有機溶剤を上回ることが予想されていたが、

結果的には有機溶剤＞大麻＞覚せい剤であり、従来通りの順番であった。しかしながら、大麻の生

涯被誘惑率、生涯経験率が過去2番目の高さであり、1年被誘惑率が過去 高であったことや、MDMA

の1年経験者認知率（この１年間で使用した者を身近で知っている者の率）が2005年調査の結果よ

りは有意に増加してきている結果は、乱用薬物から見た乱用状況が、従来の有機溶剤優位型（途上

国型ないしは我が国独自型）から欧米型（大麻優位型）に変化してきていることには変わりはなさ

そうである。。

Ａ．研究目的

薬物乱用・依存問題は各国にとって深刻な問題

となっている。戦後のわが国での歴史は、覚せい

剤、有機溶剤の乱用・依存問題との戦いであり、

特に覚せい剤の乱用が特徴的である。終戦後とい

う混乱した時代に発生した第一次覚せい剤乱用

期、オイル・ショックに象徴される経済不況によ

る第二次覚せい剤乱用期を経て、1990年頃からは、

国際化の実質化としての乱用薬物の多様化が顕著

となり、バブル経済の破綻後の1995年以降は、第

三次覚せい剤乱用期となった9)14)。

このように、薬物乱用・依存問題は時代・社会

の変化と共に刻々と変化しており、その対策もそ

の時々の実情に即したものでなければならない。

そのためには、乱用・依存の実態を経年的に把握

する多面的な疫学的調査が必須である。しかも、

それらには、医薬品が乱用されることもあること

を考えると、違法性薬物のみならず医薬品をも含

めた使用の実態把握が必要である。

本調査は、薬物使用・乱用に関して存在する幾

つかの経年的全国調査の中の一つであるが、全国

の一般住民を対象とした薬物乱用・依存の実態把

握調査としては、わが国唯一・ 大のものである。

この住民調査は、厚生労働科学研究費補助金に

より実施されてきた。1992年には千葉県・市川市

(対象：1,100人)1)で、1993年には東京圏、大阪

圏（対象：3,000人）2)、1994年には東京圏、大

阪圏、北九州圏（対象：3,300人）3)に対して実

施され、その成果のもとで、1995年には、わが国

初の「薬物使用に関する全国住民調査」（対象：5,

000人）4)となった。その後、全国規模の調査は1

997年～2005年と隔年実施され（5)、11)、15)、2

0、21)）、今回の2007年調査となった。

本調査研究の成果は、わが国における薬物乱用

・依存の予防・啓発、介入対策策定の際の基礎資

料となるものであることは言うまでもないが、常

備薬をも含めた医薬品のあり方を考える際の基礎

資料にもなり得るものである。
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表１ 地区・都市規模による調査票本数と地点数－標本数（地点数）

大都市 人口10万 人口10万 郡 部

地 区 東京23区 横浜･ 川崎･ 千葉 ･静 その他 以上の市 未満の市 （町村） 計

京都 名古屋･ 岡･神戸･ の政令市

大阪 ･北九州

北海道 75( 5) 63( 4) 42( 3) 45( 3) 225( 15)

東 北 39( 3) 148( 10) 115( 8) 78( 5) 380( 26)

関 東 336(23) 140(10) 51( 4) 35( 3) 46( 3) 685( 48) 236(16) 96( 7) 1,625(114)

北 陸 32( 2) 88( 6) 77( 5) 22( 2) 219( 15)

東 山 78( 5) 87( 6) 37( 3) 202( 14)

東 海 85( 6) 28( 2) 31( 2) 209( 15) 96( 7) 49( 3) 498( 35)

近 畿 56( 4) 100( 7) 59( 4) 32( 2) 343( 24) 169(12) 52( 4) 811( 57)

中 国 44( 3) 168( 12) 61( 4) 28( 2) 301( 21)

四 国 81( 6) 54( 4) 28( 2) 163( 12)

北九州 39( 3) 53( 4) 96( 7) 104( 7) 45( 3) 337( 24)

南九州 119( 8) 68( 5) 52( 4) 239( 17)

計 336(23) 196(14) 236(17) 161(12) 352(24) 2078(145) 1109(77) 532(38) 5,000(350)

表2 回収数（率）

調査対象数 5,000

有効回収数（率） 2,948 (59.0%)

調査不能数（率） 2,052 (41.0%)

不能内訳

転 居 232 ( 4.6%)

長期不在 102 ( 2.0%)

一時不在 411 ( 8.2%)

住居不明 58 ( 1.2%)

拒 否 1,204 (24.1%)

その他 45 ( 0.9%)

表3 調査不能ケースの性別・年代別内訳(%

男 性 女 性

1,089人 53.1% 963人 46.9%

15～19歳 3.4 2.7

20歳代 10.0 8.1

30歳代 10.7 8.3

40歳代 7.8 5.8

50歳代 9.2 8.7

60歳以上 12.1 13.4

表4 地区別標本数と回収数（率）

地 区 標本数 回収数（率）

北海道 225 129 (57.3)

東 北 380 265 (69.7)

関 東 1625 853 (52.5)

北 陸 219 155 (70.8)

東 山 202 145 (71.8)

東 海 498 317 (63.7)

近 畿 811 451 (55.6)

中 国 301 174 (57.8)

四 国 163 102 (62.6)

北九州 337 204 (60.5)

南九州 239 153 (64.0)

計 5,000 2,948 (59.0)
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Ｂ．研究方法

研究計画は下記の通りである。

・地域 全国

・対象 市区町村に住む満15歳以上の男女

標本数：5,000人

・抽出方法 層化2段無作為抽出

(調査地点数：350)

（社団法人 新情報センター に委託）

・調査方法 調査員による個別訪問留置法

（社団法人 新情報センター に委託）

・調査内容 巻末資料の通り

・調査期間 2007年9月21日～10月1日

層化2段無作為抽出について

この種の疫学的調査において も大切なこと

は、全国の地区町村に住む15歳以上の男女5,000

人を如何に適切に無作為抽出するかである。その

ための方法として、一連の本調査では層化2段無

作為抽出法を採用している。その概略は以下の通

りである。

(1)全国の地区町村を都道府県を単位として、以

下の11地区に分類した。

北海道地区＝北海道
東北 地区＝青森県、岩手県、宮城県、秋田県、

山形県、福島県
関東 地区＝茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、

千葉県、東京都、神奈川県
北陸 地区＝新潟県、富山県、石川県、福井県
東山 地区＝山梨県、長野県、岐阜県
東海 地区＝静岡県、愛知県、三重県
近畿 地区＝滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、

奈良県、和歌山県
中国 地区＝鳥取県、島根県、岡山県、広島県、

山口県
四国 地区＝徳島県、香川県、愛媛県、高知県
北九州地区＝福岡県、佐賀県、長崎県、大分県
南九州地区＝熊本県、宮崎県、鹿児島県、

沖縄県
・大都市＝東京23区、横浜市、京都市、川崎市、名

古屋市、大阪市、千葉市、静岡市、神戸市、北九州

市、その他の政令市（8層） （計18層）

・人口10万人以上の都市（計11層）
・人口10万人未満の都市（計11層）
・郡部（町村）（計11層）
（注）：ここでいう都市とは、平成19年4月1日現在

による市制施行の地域である。また、人口に
よる都市規模の分類は、平成19年3月31日現在
の住民基本台帳に基づく「住民基本台帳人口
要覧」（自治省行政局編）によった（15歳以上

の人口：109,521,944）。

(2)さらに各地区内を、都市規模によって表1のよ

うに8分類し、それぞれを第1次層として、表1の

ように計51層とした。

(3)標本数5,000人を、上記51層の各層における人

口密度に基づき、各層に比例配分し、各調査地点

の標本数が11～17になるように調査地点を決め

た。

(4)第1次抽出単位となる調査地点には、平成12年

国勢調査時に設定された調査地点を使用し、調査

地点（調査区）の抽出は、以下の手順によった。

・層内での調査地点（調査区）数が1の場合には、

乱数表により無作為に1地点を抽出した。

・調査地点（調査区）数が2以上の場合には、抽

出間隔（＝＜層における国勢調査時の15歳以上人

口の(計)＞÷＜層で算出された調査地点数＞）を

算出し、等間隔抽出法によって、調査地点（調査

区）を無作為抽出した。調査地点（調査区）を抽

出する操作を1段という。

(5)抽出に際しての各層内市区町村の配列順序は、

平成12年国勢調査時の市町村コードに従った。

(6)調査地点（調査区）における対象者の抽出は、

抽出間隔（＝＜調査区における国勢調査時の15歳

以上の人口＞÷＜各層での調査区抽出標本数＞）

を算出し、住民基本台帳または選挙人名簿より等

間隔抽出法により無作為抽出した。調査地点（調

査区）から対象者を抽出する操作を2段という。

以上の操作によって得られた層別標本数と調査

地点（調査区）数を表1に示した。

なお、本報告書では薬物使用の経験率等につい

ては、性別、年齢層について調査地区毎に実際の

人口比を元に調査結果を補正した補正値を用いて

いるところがあり、その箇所は補正値と明記した。

補正値の箇所ではその値は生データによる表での

結果とは異なっている。

Ｃ．研究結果

１．回収結果（表2～表6）

回収数（率）は2,948 (59.0%)であり、調査不

能ケースの内訳は表2、表3の通りである。地区別

標本数と回収数（率）は表4の通りである。今回
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の回収率は2005年調査21)の回収率に比べて、2.9

%の低下であった。本調査は1995年から始められ

たが、回収率は1995年の78.9%を 高に、年毎に

低下傾向を示し、2001年では71.5%と低下したも

のの、何とか70%台は維持してきた。しかし、200

5年調査21)では一気に61.9%と低下し、今回はと

うとう50%台になってしまった。

その原因として、①そもそも、個人情報の秘密

保持の意識が年々高まっており、調査そのものへ

の「拒否」率が増加する傾向にあるが、特に2005

年調査では、②「住民基本台帳ネットワークシス

テム」の導入、「住民基本台帳の閲覧制度」の見

直しが社会的関心事となり、国民の個人情報秘密

保持意識がこれまで以上に高まっていることが推

定される。

また、「住民基本台帳の閲覧制度」の見直しが

各自治体レベルで進められており、「閲覧」のた

めの申請法等がかなり複雑化したと同時に、2005

年時点では、自治体側の新制度への不慣れも重な

り、住民基本台帳の閲覧自体がスムーズに進まな

かったのも事実であるが、この点は今回は改善さ

れたようである。

なお、有効回答の基準を「80の質問中41問以上

に答えてくれたもの」とした。その結果、有効回

答数は2,924となった。本報告書ではこの2,924通

について、結果を分析した。

対象の性・年齢・学歴は表5に示した。

対象の職業・身分は表6に示した。

２．調査結果（表7～表135）

調査結果は男女別/年代別に表7～表140に示し

た。また、調査結果の中で重要と思われる項目に

ついては図1～図43、表141～147に示した。

Ｄ．考察

１．飲酒習慣について

飲酒生涯経験率（これまでに1回でも飲酒した

ことのある者の割合）は、男性で96.3%、女で92.

6%、全体で94.4%であった（表7）。

表7-2に飲酒経験率の年代別比較を示したが、1

0歳代と70歳代以上の女性を除けば、男女ともに

図1　飲酒1年経験率の年代比較（2007年）
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図２　飲酒機会の年代比較（2007年）この１年間
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図３　「ほとんど毎日飲酒している者」の率の年代比較（2007年）

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

%

男＋女 男 女

図4　禁酒を考えたことのある者（2007年）
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年代に関わらず概ね90%を越えていた。このこと

は、わが国では、ほとんどの者に飲酒の生涯経験

があり、「飲んだことがあるか、ないか」を基準

に飲酒関連問題を論じてもさほど意味がなく、機

会、頻度、量等の質的因子を絡めて論じる必要が

あることを示唆している7)10)12)。

これまでに飲酒したことのある機会（表8）で

は、男性では「友人・同僚と」（79.5%）、「冠婚葬

祭」（75.5%）、「家の食事・団らん」（73.6%）が多

く、女性では「友人・同僚と」（70.3%）、「家の食

事・団らん」（67.3%）、「冠婚葬祭」（65.3%）の順

に多かった。2005年調査では、男女ともに第一位

の機会は同じであったが、第二位、第三位が男女

ともに入れ替わった。

初飲年齢（初めて飲酒した年齢）は表9の通り

である。男性では「18～19歳」で始めた者が も

多く、女性では「20歳以降」に始めた者が も多

かったのは2005年調査と同じである。

飲酒経験者が「それなりに飲酒するようになっ

た時期」は表10の通りである。男女共に「20歳以

降」の者が も多く、次いで「18～19歳」が多か

った。「それなりに飲酒」という聞き方は、定義

が不明瞭であるため、2003年調査からは、「一回

の量にかかわらず、月に一回以上飲酒すること」

と定義付けた。同時に、2003年調査からは「それ

なりに飲酒するまでには至ったことがない」とい

う選択肢も設けている。

飲酒1年経験率（この1年間で飲酒経験のある者

の割合）は、男性で88.5%、女性で79.1%、全体で

83.6%であった（表11）。表11-2、図1に過去1年間

での飲酒経験率の年代別比較を示した。飲酒1年

経験率は、20歳代で急激に増え、その後は年代と

共に極めて緩やかに漸減し、70歳代で再び大きく

減少することがわかる。

過去1年間で飲酒した機会（表12）は、男性で

は「家の食事・団らん」（72.7%）、「友人・同僚と」

（72.0%）、「冠婚葬祭」（58.2%）が多く、女性で

は「家の食事・団らん」（67.0%）、「友人・同僚と」

（58.4%）、「冠婚葬祭」（41.1%）が多かった。200

5年調査と比べて、男性での一位、二位が入れ替

わった。図2は、過去一年間に飲酒した機会の頻

度を年代別に示しているが、「上司とのつきあい」、

「友人・同僚とのつきあい」での飲酒経験は20歳

代で も高く、「仕事・商売上の必要」は40歳代、

「冠婚葬祭」は60歳代（2005年調査では50歳代）

で も高く、ライフサイクルの影響を反映してい

ると考えられる。

過去1年間の飲酒頻度（表13）は、男性では「ほ

とんど毎日」の者が34.0%と も多く、「週3～6回」

の者も含めると、51.2%にのぼった。女性では「1

年間に数回」の者が35.8%と も多かった。

図3は、「この1年間で、ほとんど毎日飲酒して

いる者」の割合を年代比較で示している。男女共

に年代が進むにつれて増加し、男性では50～60歳

代（2005年調査では50歳代）、女性では40歳代で

ピークを迎え、その後、低下することが示されて

いる。

生涯飲酒経験者での禁酒に対する考え・実態は

表14に示した。禁酒中の者も含めて禁酒を考えた

ことのある者は、男性で39.3%、女性で19.3%、全

体で29.0%であった。

図4は禁酒を考えたことのある者の割合の年代

比較であるが、女性では年代的変動が比較的少な

いのに対して、男性では年齢と共に割合が高くな

ることがわかる。

生涯飲酒経験があり、かつ禁酒を考えたことが

ある者が、禁酒を考えた理由としては、男性では

「健康上の不調を感じたから」と「健康上の不調

は感じないが可能性が心配になったから」がほと

んど同じ割合で多かった。女性では、「健康上の

不調は感じないが可能性が心配になったから」を

選んだ者が も多かった（表15）。「健康上の不調

は感じないが可能性が心配になったから」の割合

の高さは、「健康志向」ブームを反映している可

能性がある。

図5は、生涯飲酒経験があり、かつ禁酒を考え

たことがある者での禁酒を考えた理由の年代別比

較である。年代と共に健康上の心配が現実のもの

図５　禁酒を考えた理由(2007年) 男＋女
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となっていることがわかる。

２．喫煙習慣について

これまでに1回でも喫煙したことのある者の割

合（喫煙生涯経験率）を表16に示した。男性で84.

5%、女性で48.6%、全体では65.7%であり、2005年

調査21)の結果と比べて、男性では同じであるが

女性では増加しており、全体での増加していた。

図6、表16-2は喫煙生涯経験率を年代別に示して

いる。2005年調査との比較では、男では10歳代で

増加した以外は、すべての年代で低下していたの

に対して、女では20歳～60歳代のすべてで増加し

ていた。

喫煙生涯経験者について、初めて喫煙した時の

年齢を表17に示した。これまで通り、男性では「1

8-19歳」で始めた者が も多く、女性では「20歳

以降」始めた者が も多かった。

また、喫煙生涯経験者について、「それなりに

喫煙するようになった時期」を表18に示した。こ

こでも「それなりに」という設問に関しては飲酒

の場合と同様に、2003年調査より定義を明確化し、

「それなりに喫煙する」とは一回の喫煙の量にか

かわらず、「週1回以上、喫煙すること」と定義付

けている。

喫煙1年経験率（この1年間で1回でも喫煙した

ことのある者の割合）を表19、19-2に示した。男

性で44.8%、女性で17.0%、全体で30.3%であった。

2005年調査の結果と比べると、男女ともに低下し

ていた。

図7は喫煙1年経験率を年代別に示したものであ

る。50歳代の男性と70歳代以上の女性を除けば、

すべての年代で喫煙1年経験率は低下していた。

喫煙1年経験者に関して、過去1年間の喫煙頻度

を表20に示した。「ほとんど毎日」の者が男性で

は89.9%、女性で71.6%、全体で84.6%であり、飲

酒に比べて高率であった。これは同じ依存性薬物

でも薬物による薬理作用の違いを反映していると

考えられる。

図8は「ほとんど毎日」吸う喫煙1年経験者の本

数からみた割合を示している。50歳代～60歳代に

本数のピークがある。

喫煙生涯経験者に関して、禁煙を考えたことの

有無と禁煙状況とを表21に示した。また、図9は、

喫煙生涯経験者に関して、禁煙を考えたことのあ

図６　喫煙生涯経験率の年代比較（2007年）
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図７　喫煙1年経験率の年代比較（2007年）
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図８　一日の喫煙本数の年代比較（2007年、男＋女）
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図10　禁煙考えた理由(2007年) 男＋女
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図１１　鎮痛薬をこの１年間で使用したことのある者の割
合
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図１２　鎮痛薬を週３回以上使用している者の割合（常用者率）
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図13　精神安定薬をこの１年間で使用したことのある者
の割合
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る者の割合を年代別に示したものである。男性で

は年代が上がるにつれて、割合も増加していたが、

女性では妊娠との関連か、30歳代で高い割合を示

していた。

喫煙生涯経験者で、禁煙したことがある者に関

して、その禁煙理由を表22に示した。男女ともに、

「健康上の不調を感じたことはないが、その可能

性が心配になったから」を選んだ者が も多く、

次に「健康上の不調を感じたから」ないしは「他

者への影響」を選んだ者が多かった。

図10は生涯喫煙経験があり、かつ禁煙を考えた

たことがある者での禁煙を考えた理由の年代別比

較である。年代と共に健康上の心配が現実のもの

となっていることがわかる。

３．常備薬・医薬品について

１．常備薬について

家庭の常備薬の常備状況については表23に示し

た。常備薬としては、①風邪薬(65.6%）、②胃腸

薬（58.3%）、③目薬（57.4%）、④湿布薬（53.3%）、

⑤鎮痛薬（38.0%）の順に頻度が高く、その割合、

順序は胃腸薬と目薬との順位が入れ替わった以外

は、1999年調査～2005年調査の結果と同じであっ

た。

また、過去1年間で1回でも使用したことのある

医薬品としては、①風邪薬（63.0%）、②鎮痛薬（5

5.4%）（表25）、③目薬（52.2%）、④湿布薬（43.6

%）、⑤胃腸薬（43.1%）の順で頻度が高かった（表

24）。この順番は湿布薬と胃腸薬の順番が2003年

～2005年調査の結果と変わっただけであった。

２．鎮痛薬使用について

鎮痛薬をこの1年間に1回でも使用したことのあ

る者の割合は、生データ上は、男性で46.9%、女

性で63.1%、全体で55.4%であったが（表25）、補

正値による年次推移は図11の通りである。

1年使用経験率を算出するための質問は、2003

年調査からは、鎮痛薬、精神安定薬、睡眠薬に関

しては他の医薬品とは完全に切り離して、それぞ

れ個別に問う形式に変更した。この方法が回答上、

も矛盾も少なく、結果的に も妥当な方法と考

えられることから、同じ方法を用いた今後の結果

の推移を見る必要がある。ただし、男性よりも女
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性での1年経験率が高いのは、毎回、同じである。

この性差は鎮痛薬の使用理由として、女性では「生

理痛」による使用の割合が高いことが 大の要因

であると推定できる（表27）。

鎮痛薬のこの1年間での使用頻度は表25の通り

である。使用した者の頻度は、「1年間に数回」使

用した者が男性で31.9%、女性で33.9%、全体で32.

9%と も多かった。

鎮痛薬の使用には、慢性疼痛に対する使用もあ

り、使用頻度のみから乱用・依存を判定すること

は困難であるが、表25の「週に3～6回」と「ほと

図１4　精神安定薬を週３回以上使用している者の割合（常用者率）
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図15　睡眠薬をこの１年間で使用したことのある者の割
合
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図１6　睡眠薬を週３回以上使用している者の割合（常用者率）
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んど毎日」とを常用的使用と定義した場合、男性

では2.4%、女性では2.7%、全体では2.5%であった。

図12に常用使用者の割合の推移を示したが、2005

年調査の結果よりは増加していた。

また、鎮痛薬の入手先（表26）としては、全体、

男性、女性ともに「薬局・薬店」「家族から」が

際だって多く、男性では「薬局・薬店」が、女性

では「家族から」が も多くなっていた。この結

果は2003年～2005年調査の結果と同じであった。

鎮痛薬の使用目的（表27）としては、全体では

①「頭痛」、②「歯痛」、③「生理痛」の順であっ

た。ただし、男性では①「頭痛」、②「歯痛」、③

「腰痛」の順であり、女性では①「頭痛」、②「生

理痛、③「歯痛」の順であった。「遊び・快感目

的」での使用者は男女ともに認められなかった。

鎮痛薬には概して依存惹起作用があるものが多

いが、その鎮痛薬の使用についての心情・実情を

表28に示した。男女ともに「使う必要がないので、

考えたことがない」と答えた者が多かったが、そ

れ以外では、男女ともに「必要な時には心配せず

に使っている」者が多く、次いで「心配もあるが

どちらかというと使う」者が多かった（表28）。

３．精神安定薬使用について

精神安定薬をこの1年間に1回でも使用したこと

のある者の割合は、生データ上は、男性で6.2%、

女性で9.6%、全体で8.0%であった（表29）。補正

値で見てみると図13の通りであり、調査年ごとに

増加していた。

使用頻度は、表29の通りである。

精神安定薬の使用には、高血圧及び慢性的精神

疾患に対する使用もあり、使用頻度のみから乱用

・依存を判定することは困難であるが、表29の「週

に3～6回」と「ほとんど毎日」とを常用的使用と

定義した場合、男性では2.3%、女性では3.2%、全

体では2.8%であった。この常用者率（生データ）

の推移は図14の通りであり、2005年調査の結果か

らやや低下傾向であった。

また、精神安定薬の入手先（表30）は、「薬局

・薬店」が80.7%であり、2005年調査結果同様、

圧倒的に高かった。2001年15)及び1999年調査11)

では、「医院・病院」が男女合わせた全体で、そ

れぞれ83.6%、93.8%であり、「薬局･薬店」が男女

合わせた全体で、それぞれ7.8%、6.6%であったこ

とを考えると11)、2003年～2005年調査同様、院
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外処方が普及したためと推定できる。

精神安定薬の使用目的（表31）としては、男女

共に「不眠改善」目的が も多く、次に「不安解

消」、「ストレス軽減」が続いた。「遊び・快感目

的」で使用した者は男性で1名認められた。

精神安定薬には概して依存惹起作用があるもの

が多いが、その精神安定薬の使用についての心情

・実情を表32に示した。男女ともに「使う必要が

ないので、考えたことがない」と答えた者が圧倒

的に多かったが、それ以外では、男女ともに「必

要な時には心配せずに使っている」、「心配もある

がどちらかというと使う」を選んだ者がそれに続

いていた（表32）。

４．睡眠薬使用について

睡眠薬をこの1年間に1回でも使用したことのあ

る者の割合は、生データ上は、男性で6.4%、女性

で8.8%、全体で7.6%であったが（表33）、補正値

による年次推移は図15の通りである。2005年調査

の結果はこれまでになく高い値となった。

使用頻度は表33の通りである。使用経験のある

者では、男女ともに「1年間に数回」使用した者

の割合と、「ほとんど毎日」の者の割合とが拮抗

していた。

睡眠薬の使用には、高血圧及び慢性的精神疾患

に対する使用もあり、使用頻度のみから乱用・依

存を判定することは困難であるが、表33の「週に

3～6回」と「ほとんど毎日」とを常用的使用と定

義した場合、男性では2.2%、女性では3.1%、全体

では2.7%であった。この生データの年次推移は図

16の通りであるが、2005年調査の結果はこれまで

なく高いものであった。

また、睡眠薬の入手先（表34）は、「薬局・薬

店」が圧倒的に多く、以前の結果と比較すると、

精神安定薬と同様の院外処方の普及が推定でき

た。

睡眠薬の使用目的（表35）としては、男女共に

「不眠改善」目的が も多く、「不安解消」がそ

れに続いた。

「遊び・快感目的」で使用した者は、男性で1

名認められた。

睡眠薬には多かれ少なかれ依存惹起作用がある

が、その睡眠薬の使用についての心情・実情を表

36に示した。男女ともに「使う必要がないので、

考えたことがない」と答えた者が も多かったが、

それ以外では、男性では「必要な時には心配せず

に使っている」が続いたが、女性では「必要な時

には心配せずに使っている」者と「心配もあるが

どちらかというと使う」者とが逆転していた（表

36）。

４．違法薬物について

１．違法薬物について

違法薬物の名前をどの程度聞いたことがあるか

（周知度）を、表37示した。また、その年代での

違いを図17～20に示した。

有機溶剤に関しては、「シンナー」という呼称

は60歳代以上の年代以外の全ての年代で80%以上

の者が周知しているが、「有機溶剤」というと、

年代に関係なく周知率が激減していた（図17)。

また、「トルエン」に関しては、30歳～40歳代で

は約55%前後の者が周知していたにも関わらず、

トルエンを主流とする「シンナー遊び」の 頻年

代である15～19歳では約16%の者しか周知してい

なかった。この年代でのトルエンに対する周知度

は、1999年調査11)では約17%であり、2001年調査

15)では約30%であったが、2003年調査では約20%

と減少し、今回の割合はさらに減少したことにな

る。薬物乱用防止教育のなお一層の徹底が望まれ

る結果であった。

大麻に関しては、「大麻」という用語は男女共

に85%～90%前後の者に知られているが、「マリフ

ァナ」になると男女共に70%～80%台に減少し、「ハ

シッシ」（大麻樹脂）に至っては、 も周知率の

高かった40歳代でも約25%の者しか周知していな

かった（図18）。

覚せい剤については、「覚せい剤」自体は全体

の84%の者が周知していたが、「シャブ」「ヒロポ

ン」「スピード」「エス」と順番に周知度が低下し

ていた（表37）。これを年代別に見てみると（図1

9）、「スピード」は10～30歳代で、「エス」は10～

20歳代で周知率が高く、その割合は年代の増加と

ともに減少していた。その逆が「ヒロポン」「シ

ャブ」であり、特に「ヒロポン」では年代が高い

ほど周知している傾向が伺えた（図19）。

第3次覚せい剤乱用期の特徴の一つに、「シャブ」

と言われた覚せい剤を「スピード」「エス」と称

して、若者がファッショナブル感覚で使用すると
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図17　有機溶剤の呼称の周知率
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図18　大麻の呼称の周知率

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

大麻 マリファナ ハシッシ

%

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上

図19　覚せい剤の呼称の周知率
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図20　MDMAの呼称の周知率
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いう面があるが、以上の結果は、その傾向を強く

示唆するものである。

MDMAの周知度は、有機溶剤、大麻、覚せい剤に

比べて明らかに低かった。「エクスタシー」の周

知度は20～30歳代で高く、「エックス」「MDMA」で

は若いほど周知率が高いという結果であった。こ

のMDMAは、現在、世界的に乱用が拡大しており、

わが国での押収量も飛躍的に増加している薬物で

あり、今後、大問題化する可能性を秘めた薬物で

ある。薬物乱用防止教育のなかで、このMDMAにつ

いて、その害を教えてゆく必要があろう。

以上のように、規制（違法）薬物の呼称は年代

と共に差異があることが明かである。薬物乱用防

止教育、啓発活動に際しては、この点に関しても

考慮する必要があろう。

２．違法性薬物の乱用拡大傾向について

有機溶剤、大麻、覚せい剤、ヘロイン、コカイ

ン、MDMA乱用者の増減傾向についての印象を調べ

た（表55、表71、表85、表98、表111）。いずれの

薬物においても「わからない」と答えた者が も

多いが、次に「以前より増えている」を選んだ者

が多かった。しかし、「以前より増えている」を

選んだ者の割合の年次推移（図21）を見ると、今

回の結果は、どの薬物でも減少傾向にあった。

この種の「印象」は、各種メディアによる影響

を受けやすいのは確かであり、薬物問題に対する

世間での関心が少なくなってきているためかも知

れない。

３．違法性薬物乱用者の認知率

これまでに違法性薬物を乱用したことがある人

を身近に知っているかどうかを表44、表57、表73、

図21  乱用者が増えていると思っている者の割合
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図23　生涯経験者認知率 (2007年)
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図22　身近に生涯経験者を知っている者の割合
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図24　身近に、この１年間で薬物を乱用した人を知っている者の割合
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図25　1年経験者認知率 (2007年)
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表86、表99、表112示した（生涯経験者認知率）。

その内、「知っている」と答えた者の割合の推移

を図22に示した。有機溶剤、大麻を除けば、1999

年調査11)の結果以降、ほぼ横這い状態が続いて

いることがわかる。有機溶剤乱用者の割合が も

高かったことは、後述するように、わが国の薬物

乱用状況の 大の特徴である。1999年以降、有機

溶剤生涯経験者の認知率が漸減傾向を示しきたこ

とは、今日、有機溶剤の乱用が、かつてほどには

「人気」がないことを反映していると思われるが、

今回の2007年調査では、これまでの減少傾向から

一変して、増加を示した。この有機溶剤に関する

割合の増加は今回の2007年調査ではいくつかの指

標で見られており、それがどういう事を意味して

いるのかは、後述したい。また、大麻については、

2003年以降じわじわと増加傾向を示しており、予

断の許さない状況にあることを反映していると考

えられる。

生涯経験者認知率を年代別に表44、表58、表74、

表87、表100、表113に示した。これらの結果をま

とめたものが図23である。有機溶剤の生涯経験者

認知率は30歳代>40歳代>20歳代の順に高いが、大

麻と覚せい剤では20歳代で も高く、MDMAは率と

しては低いながらも20歳代で も高く、コカイン

は30歳代で も高いことがわかる。有機溶剤はか

つてほど人気がないのは事実であろうが、どの年

代でも生涯経験者認知率は も高いことに変わり

はない。

また、生涯経験者を知っている者は何人の生涯

経験者を知っているかを尋ねた結果を表45、表60、

表75、表88、表101、表115に示した。有機溶剤で

は平均5.0人、大麻で4.3人、覚せい剤で3.2人、

ヘロインで3.5人、コカインで3.6人、MDMAで2.9

人であった。

この1年間で、身近に違法薬物を乱用したこと

がある人を知っているかどうかを表46、表61、表

76、表89、表102、表104、表115に示した（1年経

験者認知率）。その内、「知っている」と答えた者

の割合の推移を図24に示した。2005年調査21)の

結果に比べて、有機溶剤、覚せい剤では減少して

いたが、大麻、MDMAでは増加していた。

1年経験者認知率を年代別に表47、表62、表77、

表90、表103、表116に示した。これらの結果をま

とめたものが図25である。年代にかかわらず高い

のが有機溶剤であり、10歳代で も高く、20歳代
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以降年齢と共に増加していた。大麻と覚せい剤は

10歳代、20歳代で高く、その後年代と共に減少し

ていた。10歳代、20歳代での大麻1年経験者認知

率の高さは群を抜いている間がある。MDMAに関し

ては低いながらも20歳代、30歳代にピークがあっ

た。

また、１年経験者を知っている者は何人の1年

経験者を知っているかを尋ねた結果を表48、表64、

表78、表91、表104、表117に示した。有機溶剤で

は平均3.6人、大麻で3.2人、覚せい剤で3.3人、

ヘロインで1.0人、コカインで1.0人、MDMAで1.0

人であった。

４．違法性薬物乱用へ誘われた経験

これまでに違法薬物の乱用に誘われたことがあ

るかないかの結果を、表49、表65、表79、表92、

表105、表118に示した（生涯被誘惑経験率）。表1

41、表142、図26は、その年次推移を示している。

大麻を除くすべての薬物において、結果は2005

年調査21)の結果よりは増加していた。

生涯被誘惑経験率は、薬物乱用の実態を評価す

る際に、生涯乱用経験率とともに重要なデータで

ある。図26に見る生涯被誘惑経験率は、有機溶剤、

大麻、覚せい剤の順で高く、この順番は後述する

ように、生涯乱用経験率と同じである。ただし、

2005年調査の結果から推測して、今回の調査では

大麻が第一位になるのではないかと推測していた

が、層はならずに、結果は従来通りであった。こ

の件については後述したい。

年代別では、有機溶剤は35-39歳で も高かっ

たが（表50）、大麻（表67）では30-44歳、覚せい

剤（表81）では30-34歳、コカイン（表107）では

25-29歳と35-39歳、MDMA（表120）は30-34歳で

も高かった。

また1年被誘惑経験率（この1年間で乱用に誘わ

れたことのある者の率）は表143、図27に示した。

しかし、値自体が小さく、ほとんどが統計誤差

内（0.1未満）であったが、大麻の0.20%、覚せい

剤の0.18%、MDMAの0.13%は特筆に値する。大麻は

第一位であること、また、増加傾向にあることが

特徴的である。覚せい剤は激増したことが特徴で

ある。MDMAは確実に増加傾向にあることが特徴的

である。また有機溶剤は統計誤差内であることが

特徴である。

この種の違法薬物に関する調査では、知られた

くないという心理が働きがちであり、結果の信憑

性が問題になる（後述する乱用の経験では特にそ

うである）が、重要なのは同じ方法論（＝バイア

スがかかるという事実、と仮定して）による結果

の推移である。その意味では、バイアスの強弱を

考えると、乱用経験率よりは被誘惑率の方が信憑

性は高いと考えられる。また、1年間での率より

は、これまでの生涯被誘惑率の方が信憑性は高い

と推定できる。

図26　生涯被誘惑率（15歳以上）
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図27　1年被誘惑率（15歳以上）
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図28　生涯経験率（15歳以上）
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1995年 1997年 1999年 2001年 2003年 2005年 2007年

有機溶剤 2 1.72   2.87
1)2)

  3.87
1)2)

  3.03
1)2)

3.14 1)2) 3.30 1)2)

大麻 1.31 1.59 1.64    2.06 1) 1.46 2.42 2.06 1)
覚せい剤 0.66 0.41    0.95 2)    1.10 2)    0.93 2) 1.02 2) 1.25 1)2)
ヘロイン 0.16 0.2 0.2 0.24 0.18 0.18 0.22
コカイン 0.22 0.11    0.47 2) 0.33 0.29 0.33 2) 0.36

LSD     －     － 0.42 0.26 　 － － －
MDMA     －     －    －    － 0.34 0.17 0.44

上記いずれ
か

2.88 3.24    4.09
1)2)

   5.03
1)2)

 4.16
1)2)3)

4.43 1)2) 4.94 1)2)

有機溶剤を
除いたいず

1.74 2   2.30 2) 2.3   2.04 3) 2.94 1)2) 3.06
1)2)5)

表141　全国の15歳以上の住民の違法薬物生涯被誘惑率(%)（男女、年代別に地区毎に補正）

  1) 1995年に比べて有意差（p<0.05）あり　　2) 1997年に比べて有意差（p<0.05）あり

  3) 1999年に比べて有意差（p<0.05）あり    5) 2003年に比べて有意差（p<0.05）あり

1995年 1997年 1999年 2001年 2003年 2005年 2007年

有機溶剤 208万±46
万

181万±44
万

306万±57
万

416万±57
万

328万±51
万

342万±53
万

335万±52
万

大麻 136万±37
万

167万±42
万

175万±43
万

221万±42
万

158万±36
万

264万±46
万

226万±43
万

覚せい剤 69万±26万 43万±21万 101万±33
万

118万±31
万

101万±29
万

111万±30
万

137万±34
万

ヘロイン 17万±13万 21万±15万 21万±15万 26万±15万 20万±13万 20万±13万 24万±14万

コカイン 23万±15万 12万±11万 50万±23万 35万±17万 31万±16万 36万±17万 39万±18万

LSD － － 45万±22万 28万±15万 － － －

MDMA － － － － 37万±17万 19万±12万 48万±20万

上記いずれか 299万±54
万

341万±59
万

435万±67
万

541万±65
万

451万±60
万

483万±62
万

541万±66
万

有機溶剤を除い
たいずれか

181万±42
万

210万±47
万

245万±51
万

247万±45
万

221万±42
万

321万±51
万

322万±51
万

表142　生涯被誘惑経験者推計人数（人）

1995年 1997年 1999年 2001年 2003年 2005年 2007年

有機溶剤 0.16    0.09
*

   0.04
*

   0.03
*

   0.04
*

0.06 * 0.07 *

大麻 0.25 0.26 0.12 0.3 0.12 0.15 0.20

覚せい剤    0.07
*

0    0.10
*

   0.07
*

   0.07
*

0 0.18

ヘロイン 0 0.13    0.03
*

   0.03
*

0 0 0.03 *

コカイン    0.05
*

   0.03
*

   0.03
*

   0.03
*

0 0 0.07 *

LSD     －     －    0.08
*

   0.04
*

　   － － －

MDMA     －     －     －     － 0 0.06 * 0.13

上記いずれか 0.43 0.42 0.2 0.3 0.23 0.2 0.47

有機溶剤を除い
たいずれか

0.32 0.36 0.16 0.3 0.19 0.2 0.40

 *： 統計誤差以内

表143　全国の15歳以上の住民の違法薬物1年被誘惑率(%)（男女、年代別に地区毎に補正）
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1995年 1997年 1999年 2001年 2003年 2005年 2007年

有機溶剤 1.7 1.89 1.74 1.95 1.68 1.48 2.26 6)
大麻 0.54 0.61    0.98 1)  1.06 1)2)    0.54 4) 1.34 1)2)5) 0.96 1)

覚せい剤 0.29 0.3 0.43 0.32 0.4 0.31 0.44
ヘロイン    0.03 *    0.02 *    0.07 *    0.05 *    0.06 *  0.03 *   0.05 *
コカイン    0.09 *    0.06 * 0.16 0.14 0.1 　　0 * 0.14

LSD     －       － 0.18 0.11      －      －      －
MDMA     －       －      －     －    0.05 * 0.1 0.12

上記いずれ
か

2.17 2.53  2.59 1)2) 2.68    2.14 3)    2.43 3)    2.90 1)
有機溶剤を
除いたいず

0.75 0.82  1.33 1)2)  1.33 1)2)    0.83 3)  1.55 1)2)  1.34 1)2)

  5) 2003年に対して(p<0.05)有意差あり      6) 2005年に対して有意差(p<0.05)あり

表145　全国の15歳以上の住民の違法薬物生涯経験率(%)（男女、年代別に地区毎に補正）

  *： 統計誤差以内

  1) 1995年に対して有意差(p<0.05)あり　　　2) 1997年に対して有意差(p<0.05)あり

  3) 1999年に対して有意差(p<0.05)あり      4) 2001年に対して(p<0.05)有意差あり

  1995年   1997年 　  1999
年

　  2001
年

2003年 2005年 2007年

有機溶剤 177万±42万  199万±46
万

 185万±44
万

210万±49万 182万±39万 161万±36万 248万±45
万

大麻  56万±24万   64万±26
万

 104万±33
万

114万±36万 59万±22万 146万±35万 105万±30
万

覚せい剤  30万±17万   32万±18
万

  46万±22
万

 34万±20万 43万±19万 34万±17万 48万±20万

ヘロイン  統計誤差内   統計誤差
内

  統計誤差
内

 統計誤差内 統計誤差内 統計誤差内 統計誤差内

コカイン  統計誤差内   統計誤差
内

  17万±14
万

 15万±13万 11万±9万 0 15万±11万

LSD       －       －   19万±14
万

 12万±12万 － － －

MDMA       －       －       －      － 統計誤差内 11万±10万 13万±11万

上記いずれ
か

225万±42万  266万±53
万

 276万±54
万

288万±57万 232万±43万 265万±47万 318万±51
万

有機溶剤を
除いたいず
れか

 78万±25万   86万±30
万

 142万±39
万

 43万±40万 90万±27万 169万±37万 147万±35
万

表146　上記にもとずく生涯経験者推計人数（人）

1995年 1997年 1999年 2001年 2003年 2005年 2007年

有機溶剤    0.08    0.02    0.04       0    0.07 0 * 0 *
大麻    0.07    0.10    0.04 0.11       0 0.04 * 0.04 *
覚せい剤    0.06    0.06    0.07       0       0 0 * 0 *
ヘロイン 0    0.02    0.03       0       0 0 * 0 *
コカイン    0.06    0.02    0.03    0.03       0 0 * 0 *
LSD     －     －    0.04    0.01 　   － － －
MDMA     －     －    －    －       0  0 *  0 *
上記いずれか 0.16 0.14 0.13 0.16    0.07 * 0.04 * 0.04 *
有機溶剤を除

いたいずれか

鎮痛薬 34.32 35.03 43.73 48.17 55.19 55.13 55.13
精神安定薬 6.28 6.45 7.16 6.91 7.33 8.35 8.35
睡眠薬 4.76 4.88 5.73 5.72 6.41 6.43 6.43
*： 統計誤差以内　　　鎮痛薬、精神安定薬、睡眠薬は違法ではない。

       0 * 0.04 *

表147　全国の15歳以上の住民の違法薬物1年経験率(%)（男女、年代別に地区毎に補正）

0.04 *   0.09
*

0.14 0.12 0.16
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５．違法性薬物乱用経験

違法性薬物のこれまでの乱用経験についての結

果を、表52、表68、表82、表95、表108、表121に

示した（生涯経験率）。表145、表146、図28はそ

の年次推移を示している。

生涯経験率は2005年調査21)の結果に比べて、

有機溶剤では有意に増加し、大麻では減少傾向を

示していた。2005年調査の結果から、当研究者ら

は今回の2007年調査では大麻が一位になる可能性

が高いと踏んでいたが、そうはならず、生涯経験

率は、有機溶剤、大麻、覚せい剤の順で、従来通

りであった。この点については後述したい。ただ

し、この順番は前述した生涯被誘惑経験率（図26）

と同じ順番であり、わが国で乱用されている違法

薬物は、この順番に多いことは確かであろう。

年代別では、覚せい剤以外、薬物の種類にかか

わらず30歳代で生涯経験率が も高いことがわか

る（図29）。

わが国での違法性薬物の生涯経験率は図28に示

したとおりであり、国際的に見た場合、むしろ奇

跡的に低い。しかし、20歳代～40歳代に限れば、

生涯経験率はそれなりに高くなるわけであり（図

29）、楽観はできない。

また1年経験率（この1年間で乱用したことがあ

る者の率）は表147に示した。しかし、値自体が

小さく、すべて統計誤差内であった。如何にバイ

アスが強いかが推定される。

生涯経験率と1年経験率の信憑性の問題は、前

述した誘惑率と同様である。重要なのはトレンド

を見ることである。

以上により、2007年のわが国での薬物乱用者数

は、薬物の種類を問わない何らかの経験者数とい

う意味では、相変わらず経年的増加傾向の中にあ

るが、個別の薬物の増減を見ると、有機溶剤に関

する予想外の増加と大麻に関する予想外の低下が

読み取れそうである。

ただし、MDMAは確実に経年的増加傾向にあるよ

うである。

６．薬物乱用が健康に及ぼす害知識について

有機溶剤乱用が健康に及ぼす害についての知識

周知度に関する結果を表38～42に示した。これま

で述べてきたように、有機溶剤乱用は、乱用経験

者数の上ではわが国 大の問題でありながら、覚

せい剤ほどには社会的に関心を集めない感がある

図29　年代別生涯使用経験率
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図31  有機溶剤乱用による急性中毒死を周知している者
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図32  有機溶剤中毒としての精神病状態を周知している者
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図33  有機溶剤中毒としての無動機症候群を周知している者
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。しかし、第2次覚せい剤乱用期の調査によれば、

覚せい剤乱用・依存者の少なくとも1/3は、有機

溶剤乱用から覚せい剤乱用に進んでおり、有機溶

剤乱用の防止が結果的に覚せい剤乱用防止の有力

対策になると考えられる。そのため、当研究者ら

は全国の中学生における薬物乱用状況を把握する

ための調査6)8)13)16)のなかで、有機溶剤乱用に

よる健康への害を教える形での調査を継続してい

る。成人を中心とする本調査にも同様の質問を織

り込むことによって、社会での有機溶剤乱用への

注意を喚起したいと考えている。

有機溶剤の乱用は急性中毒死、精神病（状態）、

無動機症候群を招くことがあるが、その周知率の

変遷は図31～33の通りである。急性中毒死、精神

病（状態）についての周知率はおおよそ80%以上

であるが、無動機症候群に関しては依然低いと言

わざるを得ない。無動機症候群は有機溶剤による

中毒としての 重篤障害の一つに挙げても良い障

害であるが、実際にその症状を持った者を見たこ

とのない者にはイメージしにくい状態であること

が周知率の上昇を妨げていると推定される。

大麻の乱用は精神病状態・フラッシュバック現

象・無動機症候群を引き起こすことがあるが、そ

の周知率の推移は図34の通りである。その周知率

は経年的に横ばいであり、かつ、決して高いとは

言えない。この背景には「大麻はタバコよりも害

が少ない」という論調の「宣伝」が一部のマスメ

ディアにより以前からはびこっていることが挙げ

られそうである。大麻の依存性は覚せい剤や麻薬

に比べれば相対的には低いようであるが、そもそ

もが催幻覚作用を特徴とした薬物であり、それ自

体が害以外の何ものでもない。このことを周知さ

せる必要がある。

覚せい剤乱用の繰り返しは、精神病（状態）を

引き起こしやすく、フラッシュバック現象を引き

起こすことがある。特に精神病（状態）は包囲襲

来妄想を特徴としており、それに基づいて引き起

こされるのが「通り魔事件」である。経年的には

知識の周知率は微増を続けてきており（図35）、

今後も害を周知徹底させていく必要がある。

また、マジック・マッシュルームが毒キノコで

あることを知っていた者の割合は2001年調査依頼

30%を超えることはなく、一貫して20%台を超えて

はいない。この問題は、呼称の重要性を強く示唆

する問題であり、各種啓発活動及び薬物乱用防止

図34  大麻による無動機症候群･精神病状態･フラッシュバックを周
知している者
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図35  覚せい剤による精神病状態・フラッシュバックを周知している
者
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図36  有機溶剤入手可能性
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図37  大麻入手可能性
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教育で考慮していく重要問題である。

７．違法性薬物の入手可能性について

違法性薬物の入手可能性についての結果は表12

4～表129に示した。その結果のうち「簡単に手に

入る」、または「少々苦労するが何とか手に入る」

と答えた者の割合の年次推移を図36～41に示し

た。

「簡単に手に入る」＋「少々苦労するが、なん

とか手に入る」を入手可能群とし、「ほとんど不

可能」＋「絶対不可能」を入手不可能群すると、

入手可能群が入手不可能群を上回っていたのは有

機溶剤のみであったことはこれまで通りである。

この入手可能性は薬物の種類に関わらず、10～

30歳代で高いという共通項をもっていた。つまり、

この年代が薬物乱用に関心があり、薬物への接近

度が高い年代であるといえよう。

また、経年的には2003年調査以降、横ばいのよ

うである。

８．法の遵守性について

本研究者らは、わが国の薬物乱用・依存状況が

多くの先進諸国に比べて良好な背景には、国民の

遵法精神の高さがあると推定している。覚せい剤

は使用自体が法により規制されており、その使用

について如何なる意識を持っているかを調査した

（表130、表131）。80%以上の者が「法律で云々言

う以前に、そもそも、すべきではないと思う」を

選んでいる事実は上記推論を裏付けていると考え

ている。

それとは裏腹に、「法律で禁止されてはいるが、

少々ならかまわないと思う」や「法律で禁止され

てはいるが、そもそも法律で決める必要はなく、

個人の判断だと思う」を選ぶ者の割合が増えてく

ると、法規制はその意味を弱くする。図42～43は、

「法律で禁止されてはいるが、少々ならかまわな

いと思う」ないしは「法律で禁止されてはいるが、

そもそも法律で決める必要はなく、個人の判断だ

と思う」を選んだ者の割合の年次推移を示してい

る。その値は、2005年調査では変動を示したが、

今回の2007年調査では概ね2003年調査の結果と同

じであり、結果的には2003年以降横ばいと見て取

れそうである。ただし、覚せい剤に比べて、大麻

への認識は相変わらず相対的には「甘い」ようで

あり、危険性の周知強化が要求されよう。

図38  覚せい剤入手可能性

0

10

20

30

40

50

60

70

1999 2001 2003 2005 2007

％

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代

50歳代 60歳代 70歳代以上

図39  ヘロイン入手可能性
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図40  コカイン入手可能性
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図41  MDMA入手可能性
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９．規制（違法）薬物の動向

2007年度調査の規制薬物（違法）薬物の増減動

向は、生涯経験率で大麻が有機溶剤を上回るであ

ろうという当初の予測とは裏腹に、図44に見るよ

うに、2005年調査の結果に比べて増減で有意差を

もっていたものは、有機溶剤の生涯経験率の上昇

とMDAMの１年経験者認知率の上昇のみであった。

有機溶剤に関しては、生涯被誘惑率は過去2番

図44 被誘惑・経験率の変化
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率

⑦ 2005年との比較では、大麻を除くほとんどの薬物で生涯被誘惑率・経験率
は上昇していた。1年被誘惑率はほとんどの薬物で上昇しており、MDMAの1年
経験者認知率は有意に上昇していた。

＊：*:2005年調査結果の比べて有意差あり

図42  大麻使用は「個人の自由」「少々ならかまわない」と考えている者
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図43  覚せい剤使用は「個人の自由」「少々ならかまわない」と考えてい
る者
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目の高さであり、生涯経験率は過去 高の高さ、

1年被誘惑率、1年経験率は低すぎて統計誤差内、

1年経験者認知率は低下傾向と言う結果であった。

1年被誘惑率、1年経験率、1年経験者認知率が極

めて低いと言うことは、基本的には「人気がない」

と言うことであり、当研究者らの予測通りであっ

たが、生涯被誘惑率と生涯経験率の高さは意外で

もあった。その原因としては、この種の調査では、

数パーセント以下の値を見ているために、バイア

スの強さが大きく働く可能性が大きいと言うこと

であろう。ある薬物についてバイアスが強く働く

と、どういう訳かその他の薬物についてのバイア

スが低下する傾向があることはこれまでも感じて

きたことである。昨年、一昨年と大学生等による

大麻の乱用が新聞等で大々的に報じられてきてい

るが、それらが大麻に関するバイアスを高め、結

果的に有機溶剤へのバイアスが弱められた可能性

がある。また、生涯被誘惑率や生涯被誘惑率はこ

れまでの累積であるから、今日的乱用状況の反映

とはどうしても時間的ずれが生じる。その点も今

回の結果は物語っている可能性がある。

大麻に関しては、生涯被誘惑率は2005年よりは

低下したが、過去2番目の高さであり、生涯経験

率は2005年よりは低下したが、過去2番目の高さ

であり、1年被誘惑率は過去 高の高さ、1年経験

率は低すぎて統計誤差内、1年経験者認知率は過

去1～2位の高さであった。これらの結果は、大麻

の「人気」は高いものの、上述したような理由か

ら大きなバイアスがかかった結果として解釈でき

そうである。したがって、要注意状況にあると解

釈すべきであろう。

覚せい剤に関しては、生涯被誘惑率、生涯経験

率は2005年より微増で過去 高、1年被誘惑率は

過去 高の高さ、1年経験率は低すぎて統計誤差

内、1年経験者認知率は低下し、1999年以降の

低であった。そもそも、覚せい剤は もバイアス

がかかる薬物であろうともくされるが、上記の結

果は覚せい剤の相変わらずの根強い「人気」を表

しているようである。

コカインに関しては、すべての結果において値

が低すぎる。結果的に、現状ではさほどの社会問

題性はなさそうである。

MDMA に関しては、生涯被誘惑率、生涯経験

率は低いながらも過去 高であり、1年被誘惑率

は従来の統計誤差内を脱して、過去 高の高さで
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あった。1年経験率は低すぎて統計誤差内である

が、1年経験者認知率は、低いながらも有意に上

昇して過去 高であった。このことは、社会問題

としての問題性は表面化するほど大きくはなって

はいないが、「人気」が上昇中であり、今後の動

向が危惧されると解するべきであろう。

以上、今回の2007年調査では、生涯経験率で大

麻が有機溶剤を上回ることが予想されていたが、

結果的には有機溶剤＞大麻＞覚せい剤であり、従

来通りの順番であった。しかしながら、乱用薬物

から見た乱用状況が、従来の有機溶剤優位型（途

上国型ないしは我が国独自型）から欧米型（大麻

優位型）に変化してきていることには変わりはな

さそうである。

E．結論

わが国の飲酒・喫煙・医薬品をも含めた薬物使

用・乱用・依存状況を把握するために、全国の15

歳以上の住民に対して、戸別訪問留置法による「薬

物使用に関する全国住民調査」を実施した。

① 対象は、層化二段無作為抽出法（調査値点数

：350）を用い、5,000人を抽出した。調査期間は

2007年9月21日～10月1日である。

② 回収数及び有効回答数は、2,948（59.0%）及

び2,924であった。

【飲酒】

① 飲酒生涯経験率（これまでに1回でも飲酒し

たことのある者の率）は、男性で96.3%(2005年調

査では95.4%。以下同じ）、女性で92.6%(91.0%)、

全体で94.4%(93.1)%であった。

② 飲酒1年経験率（この1年間で1回でも飲酒し

たことのある者の率）は、男性で88.5%(88.9%)、

女性で79.1%(79.2%)、全体で83.6%(84.0%)であっ

た。

③ 「ほとんど毎日飲酒している」者の割合は、

男性では50歳代～60歳代（50歳代）、女性では40

歳代（40歳代）で 高となり、その後、低下して

いた。

④ その他、飲酒の機会、禁酒経験等、わが国の

飲酒はライフ・サイクルと深く結びついており、

飲酒問題を論じる際には、飲んだことがあるかな

いかを基準にしても、さほど意味がなく、機会、

頻度、量等の質的要因を考慮する必要があること

が示唆された。

【喫煙】

① 喫煙の生涯経験率は、男性で84.5%(84.7%)、

女性で48.6%(44.5%)、全体で65.7%(64.1%)であっ

た。これらの結果は2003年調査15)、2005年調査2

1)の結果よりは男性以外、高い結果であった。

② 1年経験率は、男性で44.8%(48.1%、女性で17.

0%(19.2%)、全体で30.3%(33.3%)であった。これ

らの結果は2005年調査21)の結果よりは低い値で

あった。

③ 1年経験者での1日の喫煙本数では、1日に21

本以上吸う者の割合は、50歳代～60歳代（50歳代）

でピークを迎え、その後は低下していた。

④ また、禁煙を考えたことのある者の割合は、

男性では年代と共に増加していたが、女性では妊

娠との関係か、30歳代に高い値を示していた。

【医薬品】

① 家庭の常備薬としての常備頻度は、①風邪薬、

②胃腸薬、③目薬、④湿布薬、⑤鎮痛薬の順に頻

度が高く、1999年～2005年調査の結果とでは、胃

腸薬と目薬の順位が入れ替わった。

② この1年間に1回でも使用したことのある医薬

品としては、①風邪薬、②鎮痛薬、③目薬、④湿

布薬、⑤胃腸薬の順で頻度が高かった。

③ 鎮痛薬、精神安定薬、睡眠薬をこの1年間に

使用したことのある者の割合は、鎮痛薬で55.4%(5

5.1%)（補正値）、精神安定薬で8.0%(8.3%)（補正

値）、睡眠薬で7.6%(6.4%)（補正値）であった。

医薬品を常用（週3回以上）している者の割合

は、鎮痛薬で男性2.4%(1.8%)、女性2.7%(2.7%)、

全体で2.5%(2.3%)であり、精神安定薬では男性2.

3%(2.5%)、女性3.2%(3.4%)、全体で2.8%(2.9%)、

睡眠薬では男性2.2%(1.3%)、女性3.1%(2.3%)、全

体で2.7%(1.8%)であった。

鎮痛薬の1年経験者率は横這いであったが、週3

回以上使用した者の割合は、男性で増加していた。

精神安定薬の1年経験率は女性で増加していたが、

男性では減少気味であった。週3回以上使用した

者の割合は男女ともに低下していた。睡眠薬の1

年経験率、週3回以上使用した者の割合は、男女

ともに増加していた。

④ この1年間で、「遊び・快感目的」で医薬品を

乱用した者は、鎮痛剤では認められなかったが、

精神安定薬、睡眠薬では男性で1名認められた。

⑤ 以上より、医薬品の使用に関しては、明かな

問題点は見あたらなかったが、睡眠薬の経験者率

・常用者率の増加が著しいことから、今後もモニ
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タリングが必要であると考えられる。

【違法薬物】

① 違法薬物の呼称の周知度は、同じ薬物でも呼

称により周知度が異なることが明らかになった。

「覚せい剤」の周知度は全体で84%と高いが、「ス

ピード」では37.7%であり、「エス」では13.5%に

低下していた。しかし、20～30歳代では「スピー

ド」の周知率は65～70%、「エス」では10歳代～20

歳代で35～40%と高く、年代により、呼称の周知

度も変化することが明らかになった。薬物乱用防

止教育、啓発活動等に際しては、この点に考慮す

る必要がある。

② 違法性薬物乱用の生涯被誘惑率（これまでに

1回でも誘われたことのある者の率）は、補正値

で、有機溶剤:3.30%(3.14%）、大麻:2.06%(2.42%）、

覚せい剤:1.25%(1.02%）、コカイン:0.36%(0.33%）、

MDMA:0.44%(0.22%）、ヘロイン:0.22%(0.18%）の

順に高かった。

また、これら6種のうちのいずれかの薬物の使

用への生涯被誘惑率は4.94%(4.43%）であり、有

機溶剤を除いたいずれかの生涯被誘惑率は3.06%

(2.94%）であった。

③ 1年被誘惑率（この1年間で1回でも誘われた

ことのある者の率）は、補正値で、大麻で0.20%(0.

15%）、覚せい剤で0.18%(統計誤差内）であったが、

その他の薬物では、全て、統計誤差内であった。

また、6種のうちのいずれかの薬物の使用への1

年被誘惑率は0.47%(0.20%）であり、有機溶剤を

除いたいずれかの1年被誘惑率は0.40%(0.20%）で

あった。

④ 生涯経験率（これまでに1回でも乱用したこ

とのある者の率）は、補正値で、有機溶剤:2.26%

(1.48%）、大麻:0.96%(1.34%）、覚せい剤:0.44%(0.

31%）、コカイン:0.14%(統計誤差内）、ヘロイン:

統計誤差内（統計誤差内）、MDMA:0.12%(0.10%）

であった。

また、これらのうちのいずれかの薬物の生涯経

験率は、補正値で、2.90%(2.43%)で、有機溶剤を

除いたいずれかの薬物の生涯経験率は1.34%(1.55

%)であり、前者は1995年以降の 高であり、後者

は1995年以降2005年に次ぐ2番目の高さであった。

⑤ 1年経験率（この1年間に1回でも乱用したこ

とのある者の率）は、補正値で、6種すべての薬

物について統計誤差内であった。

また、6種のうちのいずれかの薬物の1年経験率、

有機溶剤を除いたいずれかの薬物の1年経験率も、

補正値で統計誤差内であった。

⑥ ただし、生涯経験率を年代で見ると、6種い

ずれかの使用経験率は20歳代では3%強、30歳代で

は5%強、40歳代では5%弱であり（以上、生データ）、

低い低いと手放しで言える状態ではないことに留

意する必要がある。

⑦ 違法性薬物の入手可能性については、有機溶

剤のみが入手可能群（「簡単に手に入る」＋「少

々苦労するが、なんとか手に入る」）が入手不可

能群（「ほとんど不可能」＋「絶対不可能」）を上

回っていた（生データ）。この結果は従来通りで

あった。

入手可能群の割合を年代別・経験的に見てみる

と、10～30歳代と40歳代以上の二極化が認められ

た。有機溶剤を除く全ての薬物で10～30歳代で入

手可能性が高く、2003年調査以降、おおむね横這

いの傾向が伺われた。

⑧ わが国の薬物乱用・依存状況が多くの国に比

べて良好を保ってきた背景には、遵法精神の高さ

があると思われるが、本年度の調査でも、その傾

向は保たれていた。しかし、覚せい剤に比べて、

大麻に対する認識の甘さが読み取れる結果であっ

た。

⑨ 違法薬物乱用防止の啓発が進み、同時に、取

締の強化が図られれば図られるほど、回答者側で

の心理的バイアスが高くなり、本調査のような方

法論による調査の結果は、実際の状況よりはます

ます低い結果を示す特質にあることも否めない。

今回の調査でも、1年経験者率が全ての薬物にお

いて統計誤差内となった背景には、この心理的バ

イアスが強く影響している可能性は否めない。

しかし、この種の調査では本研究で採用した調

査法が国際的調査法であると同時に、それ以外の

調査方法が事実上ないことも現実である。

地味ながら、今後も本調査を継続してゆく必要

がある。

⑩ 結論：今回の2007年調査では、規制（違法）

薬物個々の変動の評価は難しいが、何らかの薬物

と言う見方をすれば、生涯被誘惑率は2001年調査

の結果に次いで1995年以降第二位の高さであり、

生涯経験率は1995年以降 も高い値であった。す

なわち、薬物乱用状況がじわじわとではあるが浸

透傾向にあることは言えそうである。

当初、今回の2007年調査では、生涯経験率で大
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麻が有機溶剤を上回ることが予想されていたが、

結果的には有機溶剤＞大麻＞覚せい剤であり、従

来通りの順番であった。しかしながら、大麻の生

涯被誘惑率、生涯経験率が過去2番目の高さであ

り、1年被誘惑率が過去 高であったことや、MDM

Aの1年経験者認知率（この１年間で使用した者を

身近で知っている者の率）が2005年調査の結果よ

りは有意に増加してきている結果は、乱用薬物か

ら見た乱用状況が、従来の有機溶剤優位型（途上

国型ないしは我が国独自型）から欧米型（大麻優

位型）に変化してきていることには変わりはなさ

そうである。
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表5 対象の性・年齢・学歴 (%)
男 女 全体

年齢 15-19歳 74 (5.3) 80 (5.2) 154 (5.3)
20-24歳 58 (4.2) 79 (5.2) 137 (4.7)
25-29歳 62 (4.4) 86 (5.6) 148 (5.1)
30-34歳 103 (7.4) 133 (8.7) 236 (8.1)
35-39歳 105 (7.5) 136 (8.9) 241 (8.2)
40-44歳 111 (8.0) 147 (9.6) 258 (8.8)
45-49歳 126 (9.0) 118 (7.7) 244 (8.3)
50-54歳 124 (8.9) 138 (9.0) 262 (9.0)
55-59歳 163 (11.7) 174 (11.4) 337 (11.5)
60-64歳 140 (10.0) 132 (8.6) 272 (9.3)
65-69歳 111 (8.0) 109 (7.1) 220 (7.5)
70歳以上 219 (15.7) 195 (12.8) 415 (14.2)

学歴 小学校 (尋常小学校も含む) 18 (1.3) 20 (1.3) 39 (1.3)
中学校 (尋常高等小学校も含む) 206 (14.8) 182 (11.9) 388 (13.3)
専門学校 (中卒後) 36 (2.6) 55 (3.6) 91 (3.1)
専門学校 (高校中退後、ないし高卒後) 92 (6.6) 183 (12.0) 275 (9.4)
高等学校 (旧制中学校・高女も含む) 607 (43.5) 688 (45.1) 129 (44.3)
短大・大学以上 (旧制高等学校も含む) 421 (30.2) 378 (24.8) 799 (27.3)
その他 4 (.3) 8 (.5) 12 (.4)
無回答 12 (.9) 13 (.9) 25 (.9)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表6 対象の職業・身分 (%)
男 女 全体

中学生 7 (.5) 9 (.6) 16 (.5)
高校生 45 (3.2) 51 (3.3) 96 (3.3)
予備校生 5 (.4) 1 (.1) 6 (.2)
専門学校、各種学校生徒 4 (.3) 10 (.7) 14 (.5)
短大生、大学生、大学院生 29 (2.1) 17 (1.1) 46 (1.6)
農林漁業自営者 64 (4.6) 28 (1.8) 92 (3.1)
商店主 48 (3.4) 34 (2.2) 82 (2.8)
工場主 23 (1.6) 6 (.4) 29 (1.0)
土木建設業種 50 (3.6) 17 (1.1) 67 (2.3)
医療関係業種 7 (.5) 6 (.4) 13 (.4)
サービス業事業主 34 (2.4) 30 (2.0) 64 (2.2)
その他の事業主 39 (2.8) 14 (.9) 53 (1.8)
販売従業者 117 (8.4) 121 (7.9) 238 (8.1)
保安従業者 41 (2.9) 4 (.3) 45 (1.5)
運輸従業者 69 (4.9) 6 (.4) 75 (2.6)
通信従事者 1 (.1) 2 (.1) 3 (.1)
サービス業従事者 20 (1.4) 85 (5.6) 105 (3.6)
技能職従事者 10 (.7) 29 (1.9) 39 (1.3)
土木建築業従事者 61 (4.4) 4 (.3) 65 (2.2)
工場労働者、工業作業者 135 (9.7) 55 (3.6) 190 (6.5)
その他の労務従事者 18 (1.3) 27 (1.8) 45 (1.5)
専務従事者 90 (6.4) 155 (10.2) 245 (8.4)
管理的職業 60 (4.3) 8 (.5) 68 (2.3)
医療職従事者 12 (.9) 67 (4.4) 79 (2.7)
その他の専門、技術職従事者 86 (6.2) 50 (3.3) 136 (4.7)
専業主婦 6 (.4) 502 (32.9) 508 (17.4)
無職 272 (19.5) 146 (9.6) 419 (14.3)
その他 28 (2.0) 32 (2.1) 60 (2.1)
無回答 15 (1.1) 11 (.7) 26 (.9)
合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)
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表7 これまでの飲酒経験の有無 (%)

男 女 全体

飲酒経験 なし 47 (3.4) 112 (7.3) 160 (5.5)

あり 1345 (96.3) 1414 (92.6) 2759 (94.4)

無回答 4 (.3) 1 (.1) 5 (.2)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

 男
度数 (%) 度数 (%) 度数 (%) 度数 (%)

 10歳代 35 (47.3) 39 (52.7) 0 (.0) 74 (100.0)
 20歳代 1 (.8) 119 (99.2) 0 (.0) 120 (100.0)
 30歳代 1 (.5) 207 (99.5) 0 (.0) 208 (100.0)
 40歳代 2 (.8) 235 (99.2) 0 (.0) 237 (100.0)
 50歳代 2 (.7) 285 (99.3) 0 (.0) 287 (100.0)
 60歳代 3 (1.2) 247 (98.4) 1 (.4) 251 (100.0)
 70歳代以上 3 (1.4) 213 (97.3) 3 (1.4) 219 (100.0)
 無回答 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)
 全体 47 (3.4) 1345 (96.3) 4 (.3) 1396 (100.0)

 女
度数 (%) 度数 (%) 度数 (%) 度数 (%)

 10歳代 21 (26.3) 59 (73.8) 0 (.0) 80 (100.0)
 20歳代 3 (1.8) 162 (98.2) 0 (.0) 165 (100.0)
 30歳代 3 (1.1) 266 (98.9) 0 (.0) 269 (100.0)
 40歳代 6 (2.3) 259 (97.7) 0 (.0) 265 (100.0)
 50歳代 9 (2.9) 302 (96.8) 1 (.3) 312 (100.0)
 60歳代 29 (12.0) 212 (88.0) 0 (.0) 241 (100.0)
 70歳代以上 41 (21.0) 154 (79.0) 0 (.0) 195 (100.0)
 無回答 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)
 全体 112 (7.3) 1414 (92.6) 1 (.1) 1527 (100.0)

 全体
度数 (%) 度数 (%) 度数 (%) 度数 (%)

 10歳代 56 (36.4) 98 (63.6) 0 (.0) 154 (100.0)
 20歳代 4 (1.4) 281 (98.6) 0 (.0) 285 (100.0)
 30歳代 4 (.8) 473 (99.2) 0 (.0) 477 (100.0)
 40歳代 8 (1.6) 494 (98.4) 0 (.0) 502 (100.0)
 50歳代 11 (1.8) 587 (98.0) 1 (.2) 599 (100.0)
 60歳代 32 (6.5) 459 (93.3) 1 (.2) 492 (100.0)
 70歳代以上 45 (10.8) 367 (88.4) 3 (.7) 415 (100.0)
 無回答 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)
 全体 160 (5.5) 2759 (94.4) 5 (.2) 2924 (100.0)

合計

 年代別

 なし  あり  無回答 合計

 年代別

 なし  あり  無回答

表７－２　生涯飲酒経験率(%)　未補正

 なし  あり  無回答 合計

 年代別
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表8 これまでに飲酒した機会 (生涯飲酒経験者のみ) (複数回答) (%)

男 女 全体

冠婚葬祭 1016 (75.5) 924 (65.3) 1940 (70.3)

仕事・商売上の必要 735 (54.6) 417 (29.5) 1152 (41.8)

上司とのつきあい 662 (49.2) 369 (26.1) 1031 (37.4)

友人・同僚と 1069 (79.5) 994 (70.3) 2063 (74.8)

その他つきあい 564 (41.9) 296 (20.9) 860 (31.2)

家の食事・団らん 990 (73.6) 951 (67.3) 1941 (70.4)

外の食事・団らん 748 (55.6) 680 (48.1) 1428 (51.8)

仕事で嫌なこと 282 (21.0) 174 (12.3) 456 (16.5)

家で面白くないこと 181 (13.5) 127 (9.0) 308 (11.2)

寝る前 393 (29.2) 317 (22.4) 710 (25.7)

その他 36 (2.7) 34 (2.4) 70 (2.5)

飲酒機会ありだが機会不明 15 (1.1) 18 (1.3) 33 (1.2)

合計 1345 (100.0) 1414 (100.0) 2759 (100.0)

表9 初めての飲酒経験年齢 (初飲年齢) (飲酒経験者のみ)、(%)、［累積%］

男 女 全体

小学校以前 56 (4.2) ［4.2］ 71 (5.0) ［5.0］ 127 (4.6) ［4.6］

小学校時代 210 (15.6) ［19.8］ 186 (13.2) ［18.2］ 396 (14.4) ［19.0］

中学校時代 211 (15.7) ［35.5］ 130 (9.2) ［27.4］ 341 (12.4) ［31.3］

中卒後～17歳 215 (16.0) ［51.4］ 145 (10.3) ［37.6］ 360 (13.0) ［44.4］

18-19歳 349 (25.9) ［77.4］ 323 (22.8) ［60.5］ 672 (24.4) ［68.7］

20歳以降 292 (21.7) ［99.1］ 539 (38.1) ［98.6］ 831 (30.1) ［98.8］

初飲酒年齢不明 5 (.4) ［99.5］ 9 (.6) ［99.2］ 14 (.5) ［99.3］

無回答 7 (.5) ［100.0］ 11 (.8)［100.0］ 18 (.7)［100.0］

合計 1345 (100.0) 1414 (100.0) 2759 (100.0)

表10 それなりに飲酒するようになった時期 (飲酒経験者のみ)、(%)、［累積%］

男 女 全体

それなりには 143 (10.6) [10.6] 307 (21.7) ［21.7］ 450 (16.3) ［16.3］

至ったことない

小学校以前 0 (.0) [10.6］ 0 (.0) ［21.7］ 0 (.0) ［16.3］

小学校時代 0 (.0) [10.6］ 0 (.0) ［21.7］ 0 (.0) ［16.3］

中学校時代 21 (1.6) ［12.2］ 14 (1.0) ［22.7］ 35 (1.3) ［17.6］

中卒後～17歳 80 (5.9) ［18.1］ 32 (2.3) ［25.0］ 112 (4.1) ［21.6］

18-19歳 412 (30.6) ［48.8］ 234 (16.5) ［41.5］ 646 (23.4) ［45.1］

20歳以降 648 (48.2) ［97.0］ 738 (52.2) ［93.7］ 1386 (50.2) ［95.3］

飲酒開始時期不明 21 (1.6) ［98.5］ 41 (2.9) ［96.6］ 62 (2.2) ［97.5］

無回答 20 (1.5)［100.0］48 (3.4) ［100.0］ 68 (2.5) ［100.0］

合計 1345 (100.0) 1414 (100.0) 2759 (100.0)
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表11 過去1年での飲酒経験 (飲酒1年経験率) (%)

男 女 全体

過去1年飲酒経験 なし 152 (10.9) 311 (20.4) 464 (15.9)

あり 1236 (88.5) 1208 (79.1) 2444 (83.6)

無回答 8 (.6) 8 (.5) 16 (.5)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表12 過去1年に飲酒した機会 (過去1年飲酒経験者のみ) (複数回答) (%)

男 女 全体

（冠婚葬祭） 719 (58.2) 497 (41.1) 1216 (49.8)

（仕事・商売上の必要） 524 (42.4) 191 (15.8) 715 (29.3)

（上司とのつきあい） 427 (34.5) 155 (12.8) 582 (23.8)

（友人・同僚と） 890 (72.0) 706 (58.4) 1596 (65.3)

（その他つきあい） 426 (34.5) 179 (14.8) 605 (24.8)

（家の食事・団らん） 898 (72.7) 809 (67.0) 1707 (69.8)

（外の食事・団らん） 637 (51.5) 514 (42.5) 1151 (47.1)

（仕事で嫌なこと） 177 (14.3) 75 (6.2) 252 (10.3)

（家で面白くないこと） 122 (9.9) 72 (6.0) 194 (7.9)

（寝る前） 331 (26.8) 248 (20.5) 579 (23.7)

（その他） 26 (2.1) 17 (1.4) 43 (1.8)

（飲酒機会ありだが機会不明） 6 (.5) 5 (.4) 11 (.5)

合計 1236 (100.0) 1208 (100.0) 2444 (100.0)

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
 男  10歳代 度数 42 56.8 32 43.2 0 0 74 100

 20歳代 度数 6 5 114 95 0 0 120 100
 30歳代 度数 11 5.3 195 93.8 2 0.9 208 100
 40歳代 度数 13 5.5 222 93.7 2 0.8 237 100
 50歳代 度数 19 6.6 267 93 1 0.4 287 100
 60歳代 度数 23 9.2 227 90.4 1 0.4 251 100
 70歳代以上度数 38 17.4 179 81.7 2 0.9 219 100
男全体 度数 152 10.9 1236 88.5 8 0.6 1396 100

 女  10歳代 度数 33 41.3 46 57.5 1 1.2 80 100
 20歳代 度数 14 8.5 151 91.5 0 0 165 100
 30歳代 度数 40 14.9 229 85.1 0 0 269 100
 40歳代 度数 37 14 227 85.7 1 0.3 265 100
 50歳代 度数 52 16.7 260 83.3 0 0 312 100
 60歳代 度数 55 22.8 182 75.5 4 1.7 241 100
 70歳代以上度数 80 41 113 58 2 1 195 100
女全体 度数 311 20.4 1208 79.1 8 0.5 1527 100

全体  10歳代 度数 75 48.7 78 50.7 1 0.6 154 100
 20歳代 度数 20 7 265 93 0 0 285 100
 30歳代 度数 51 10.7 424 88.9 2 0.4 477 100
 40歳代 度数 50 10 449 89.4 3 0.6 502 100
 50歳代 度数 71 11.9 527 88 1 0.1 599 100
 60歳代 度数 78 15.9 409 83.1 5 1 492 100
 70歳代以上度数 119 28.7 292 70.4 4 0.9 415 100
全体 度数 464 15.9 2444 83.6 16 0.5 2924 100

表11－２　 1年飲酒経験率(%)　未補正
 なし  あり  無回答 合計
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表13 過去1年での飲酒頻度 (過去1年飲酒経験者のみ) (%)

男 女 全体

1年間に数回 (年5回以内) 194 (15.7) 433 (35.8) 627 (25.7)

2ヶ月に1回 (年間約6-11回) 71 (5.7) 131 (10.8) 202 (8.3)

月に1-2回 (年間約12-24回) 92 (7.4) 139 (11.5) 231 (9.5)

月に数回 (年間約25-51回) 94 (7.6) 127 (10.5) 221 (9.0)

週に1-2回程度 144 (11.7) 148 (12.3) 292 (11.9)

週に3-6回程度 212 (17.2) 95 (7.9) 307 (12.6)

ほとんど毎日 420 (34.0) 121 (10.0) 541 (22.1)

飲んだが頻度不明 8 (.6) 12 (1.0) 20 (.8)

無回答 1 (.1) 2 (.2) 3 (.1)

合計 1236 (100.0) 1208 (100.0) 2444 (100.0)

表14 禁酒に対する考え･実態 (生涯飲酒経験者のみ) (%)

男 女 全体

禁酒は考えたことない 713 (53.0) 981 (69.4) 1694 (61.4)

禁酒を考えたことはあるが実行したこと 323 (24.0) 149 (10.5) 472 (17.1)

はない

禁酒を試みたが現在禁酒に至っていない 112 (8.3) 55 (3.9) 167 (6.1)

禁酒中 (初めての禁酒。1年未満。) 24 (1.8) 15 (1.1) 39 (1.4)

禁酒中 (再挑戦の禁酒。1年未満。) 16 (1.2) 5 (.4) 21 (.8)

禁酒中 (1年以上) 53 (3.9) 49 (3.5) 102 (3.7)

無回答 104 (7.7) 160 (11.3) 264 (9.6)

合計 1345 (100.0) 1414 (100.0) 2759 (100.0)

表15 禁酒理由 (生涯飲酒経験があり、かつ、禁酒を考えたことのある人) (複数回答) (%)

男 女 全体

健康上の不調は感じないが可能性が心 203 (38.4) 93 (34.1) 296 (37.0)

配になったから

健康上の不調を感じたから 193 (36.6) 69 (25.3) 262 (32.7)

問題は起こしていないが自分の飲酒に 23 (4.4) 11 (4.0) 34 (4.2)

その可能性を感じたから

飲酒で問題を起こしたから 13 (2.5) 5 (1.8) 18 (2.2)

その他 36 (6.8) 50 (18.3) 86 (10.7)

禁酒理由不明 80 (15.2) 55 (20.1) 135 (16.9)

無回答 14 (2.7) 6 (2.2) 20 (2.5)

合計 528 (100.0) 273 (100.0) 801 (100.0)



- 43 -

表16 これまでの喫煙経験 (生涯喫煙経験) (%)

男 女 全体

喫煙経験 なし 190 (13.6) 758 (49.6) 948 (32.4)

あり 1179 (84.5) 742 (48.6) 1922 (65.7)

無回答 27 (1.9) 27 (1.8) 54 (1.8)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表17 初めての喫煙時期 (生涯喫煙経験者のみ)、(%)、［累積%］

男 女 全体

小学校以前 10 (.8) ［.8］ 6 (.8) ［.8］ 16 (.8) ［.8］

小学校時代 96 (8.1) ［9.0］ 35 (4.7) ［5.5］ 131 (6.8) ［7.6］

中学校時代 241 (20.4) ［29.4］ 99 (13.3) ［18.9］ 340 (17.7) ［25.3］

中卒後～17歳 210 (17.8) ［47.2］ 101 (13.6) ［32.5］ 311 (16.2) ［41.5］

18-19歳 347 (29.4) ［76.7］ 193 (26.0) ［58.5］ 540 (28.1) ［69.6］

20歳以降 270 (22.9) ［99.6］ 295 (39.8) ［98.2］ 566 (29.4) ［99.1］

初喫煙年齢不明 1 (.1) ［99.7］ 7 (.9) ［99.2］ 8 (.4) ［99.5］

無回答 4 (.3)［100.0］ 6 (.8)［100.0］ 10 (.5)［100.0］

合計 1179 (100.0) 742 (100.0) 1922 (100.0)

度数  % 度数  % 度数  % 度数  %

 10歳代 60 (81.1) 14 (18.9) 0 (.0) 74 (100.0)

 20歳代 30 (25.0) 90 (75.0) 0 (.0) 120 (100.0)

 30歳代 28 (13.5) 179 (86.1) 1 (.5) 208 (100.0)

 40歳代 19 (8.0) 216 (91.1) 2 (.8) 237 (100.0)

 50歳代 18 (6.3) 264 (92.0) 5 (1.7) 287 (100.0)

 60歳代 13 (5.2) 232 (92.4) 6 (2.4) 251 (100.0)

 70歳代以上 22 (10.0) 184 (84.0) 13 (5.9) 219 (100.0)

 無回答 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)

 全体 190 (13.6) 1179 (84.5) 27 (1.9) 1396 (100.0)

 10歳代 71 (88.8) 9 (11.3) 0 (.0) 80 (100.0)

 20歳代 64 (38.8) 100 (60.6) 1 (.6) 165 (100.0)

 30歳代 96 (35.7) 170 (63.2) 3 (1.1) 269 (100.0)

 40歳代 84 (31.7) 181 (68.3) 0 (.0) 265 (100.0)

 50歳代 138 (44.2) 172 (55.1) 2 (.6) 312 (100.0)

 60歳代 158 (65.6) 79 (32.8) 4 (1.7) 241 (100.0)

 70歳代以上 147 (75.4) 31 (15.9) 17 (8.7) 195 (100.0)

 無回答 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)

 全体 758 (49.6) 742 (48.6) 27 (1.8) 1527 (100.0)

 10歳代 131 (85.1) 23 (14.9) 0 (.0) 154 (100.0)

 20歳代 94 (33.0) 190 (66.7) 1 (.4) 285 (100.0)

 30歳代 124 (26.0) 349 (73.2) 4 (.8) 477 (100.0)

 40歳代 103 (20.5) 397 (79.1) 2 (.4) 502 (100.0)

 50歳代 156 (26.0) 436 (72.8) 7 (1.2) 599 (100.0)

 60歳代 171 (34.8) 311 (63.2) 10 (2.0) 492 (100.0)

 70歳代以上 169 (40.7) 216 (52.0) 30 (7.2) 415 (100.0)

 無回答 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)

 全体 948 (32.4) 1922 (65.7) 54 (1.8) 2924 (100.0)

 全体

 女

 男

表16-2　喫煙生涯経験率 (%)　（未補正）

 なし  あり  無回答 合計
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表18 それなりに喫煙するようになった時期 (喫煙経験者のみ)、(%)、［累積%］

男 女 全体

それなりには至っ 116 (9.8) ［9.8］ 254 (34.2) ［34.2］ 370 (19.3) ［19.3］

たことない

小学校以前 0 (.0) ［0］ 0 (.0) ［0］ 0 (.0) ［0］

小学校時代 9 (.8) ［10.6］ 1 (.1) ［34.4］ 10 (.5) ［19.8］

中学校時代 75 (6.4) ［17.0］ 15 (2.0) ［36.4］ 90 (4.7) ［24.5］

中卒後～17歳 154 (13.1) ［30.0］ 46 (6.2) ［42.6］ 200 (10.4) ［34.9］

18-19歳 370 (31.4) ［61.4］ 121 (16.3) ［58.9］ 491 (25.5) ［60.4］

20歳以降 394 (33.4) ［94.8］ 224 (30.2) ［89.1］ 619 (32.2) ［92.6］

喫煙開始時期不明 47 (4.0) ［98.8］ 59 (8.0) ［97.0］ 106 (5.5) ［98.1］

無回答 14 (1.2)［100.0］ 22 (3.0)［100.0］ 36 (1.9)［100.0］

合計 1179 (100.0) 742 (100.0) 1922 (100.0)

表19 過去1年間での喫煙経験 (%)

男 女 全体

過去1年喫煙経験 なし 742 (53.2) 1205 (78.9) 1947 (66.6)

あり 625 (44.8) 260 (17.0) 886 (30.3)

無回答 29 (2.1) 62 (4.1) 91 (3.1)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表19-2　喫煙1年経験率（%）（未補正）

度数 % 度数 % 度数 % 度数 %
 10歳代 66 (89.2) 8 (10.8) 0 (.0) 74 (100.0)
 20歳代 46 (38.3) 71 (59.2) 3 (2.5) 120 (100.0)
 30歳代 94 (45.2) 111 (53.4) 3 (1.4) 208 (100.0)
 40歳代 117 (49.4) 118 (49.8) 2 (.8) 237 (100.0)
 50歳代 124 (43.2) 157 (54.7) 6 (2.1) 287 (100.0)
 60歳代 147 (58.6) 99 (39.4) 5 (2.0) 251 (100.0)
 70歳代以上 148 (67.6) 61 (27.9) 10 (4.6) 219 (100.0)
 無回答 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)
 全体 742 (53.2) 625 (44.8) 29 (2.1) 1396 (100.0)
 10歳代 75 (93.8) 5 (6.3) 0 (.0) 80 (100.0)
 20歳代 115 (69.7) 46 (27.9) 4 (2.4) 165 (100.0)
 30歳代 193 (71.7) 68 (25.3) 8 (3.0) 269 (100.0)
 40歳代 193 (72.8) 68 (25.7) 4 (1.5) 265 (100.0)
 50歳代 261 (83.7) 42 (13.5) 9 (2.9) 312 (100.0)
 60歳代 203 (84.2) 20 (8.3) 18 (7.5) 241 (100.0)
 70歳代以上 165 (84.6) 11 (5.6) 19 (9.7) 195 (100.0)
 無回答 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)
 全体 1205 (78.9) 260 (17.0) 62 (4.1) 1527 (100.0)
 10歳代 141 (91.6) 13 (8.4) 0 (.0) 154 (100.0)
 20歳代 161 (56.5) 117 (41.1) 7 (2.5) 285 (100.0)
 30歳代 287 (60.2) 179 (37.5) 11 (2.3) 477 (100.0)
 40歳代 310 (61.8) 186 (37.1) 6 (1.2) 502 (100.0)
 50歳代 385 (64.3) 199 (33.2) 15 (2.5) 599 (100.0)
 60歳代 350 (71.1) 119 (24.2) 23 (4.7) 492 (100.0)
 70歳代以上 313 (75.4) 73 (17.6) 29 (7.0) 415 (100.0)
 無回答 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)
 全体 1947 (66.6) 886 (30.3) 91 (3.1) 2924 (100.0)

 あり  無回答 合計

 全体

 女

 男

 なし
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表20 過去1年の喫煙頻度 (過去1年喫煙経験者のみ) (%)

男 女 全体

1年間に数回（年間5回以内） 26 (4.2) 44 (16.9) 70 (7.9)

2ヶ月に1回程度 (年6-11回) 8 (1.3) 5 (1.9) 13 (1.5)

月に1-2回程度 (年12-24回) 3 (.5) 4 (1.5) 7 (.8)

月に数回 (年25-51回) 5 (.8) 6 (2.3) 11 (1.2)

週に1-2回程度 7 (1.1) 2 (.8) 9 ( 1 . 0 )

週に3-6回程度 14 (2.2) 13 (5.0) 27 (3.0)

ほとんど毎日 (1日1-10本) 107 (17.1) 68 (26.2) 175 (19.8)

ほとんど毎日 (1日11-20本) 285 (45.6) 95 (36.5) 381 (43.0)

ほとんど毎日 (1日21本以上) 163 (26.1) 21 (8.1) 184 (20.8)

ほとんど毎日 (パイプたばこ) 7 (1.1) 2 (.8) 9 (1.0)

合計 625 (100.0) 260 (100.0) 886 (100.0)

表21 禁煙に対する考え方 (生涯喫煙経験者のみ) (%)

男 女 全体

禁煙を考えたことはない 267 (22.6) 330 (44.5) 598 (31.1)

禁煙を考えたことはあるが実行したことはない 209 (17.7) 78 (10.5) 287 (14.9)

禁煙を試みたが現在禁煙に至っていない 234 (19.8) 96 (12.9) 330 (17.2)

禁煙中 (初めての禁煙。1年未満。) 12 (1.0) 17 (2.3) 29 (1.5)

禁煙中 (再挑戦の禁煙。1年未満。) 14 (1.2) 12 (1.6) 26 (1.4)

禁煙中 (1年以上) 413 (35.0) 171 (23.0) 584 (30.4)

無回答 30 (2.5) 38 (5.1) 68 (3.5)

合計 1179 (100.0) 742 (100.0) 1922 (100.0)

表22 禁煙理由 (喫煙経験者で、禁煙を考えたことがある人のみ) (複数回答) (%)

男 女 全体

健康上の不調は感じないが可能性が心配になっ 314 (35.6) 151 (40.4) 465 (37.0)

た

健康上の不調 280 (31.7) 79 (21.1) 359 (28.6)

喫煙者が白い目で見られるようになった 52 (5.9) 18 (4.8) 70 (5.6)

人から勧められた 102 (11.6) 24 (6.4) 126 (10.0)

家族や他者の健康への影響を考えて 214 (24.3) 101 (27.0) 315 (25.1)

その他 91 (10.3) 68 (18.2) 159 (12.7)

禁煙理由不明 31 (3.5) 21 (5.6) 52 (4.1)

無回答 13 (1.5) 4 (1.1) 17 (1.4)

合計 882 (100.0) 374 (100.0) 1256 (100.0)
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表23 家庭の常備薬 (複数回答) (%)

男 女 全体

とくになし 160 (11.5) 130 (8.5) 290 (9.9)

風邪薬 878 (62.9) 1038 (68.0) 1917 (65.6)

胃腸薬 794 (56.9) 911 (59.7) 1705 (58.3)

ビタミン剤 361 (25.9) 450 (29.5) 811 (27.7)

高血圧薬 229 (16.4) 227 (14.9) 456 (15.6)

糖尿病薬 79 (5.7) 56 (3.7) 135 (4.6)

精神安定薬 47 (3.4) 87 (5.7) 134 (4.6)

湿布薬 646 (46.3) 913 (59.8) 1559 (53.3)

強精強肝薬 15 (1.1) 7 (.5) 22 (.8)

睡眠薬 67 (4.8) 90 (5.9) 157 (5.4)

鎮痛薬 418 (29.9) 692 (45.3) 1110 (38.0)

抗生物質 83 (5.9) 125 (8.2) 208 (7.1)

便秘薬 178 (12.8) 317 (20.8) 495 (16.9)

目薬 737 (52.8) 942 (61.7) 1679 (57.4)

鼻炎薬 238 (17.0) 378 (24.8) 616 (21.1)

セットの置き薬 369 (26.4) 381 (25.0) 750 (25.6)

その他 28 ( 2 . 0 ) 57 ( 3 . 7 ) 85 ( 2 . 9 )

無回答 21 (1.5) 13 (.9) 34 (1.2)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表24 過去1年間に一回でも使用したことのある医薬品 (複数回答) (%)

男 女 全体

とくになし 112 (8.0) 79 (5.2) 191 (6.5)

風邪薬 867 (62.1) 975 (63.9) 1842 (63.0)

胃腸薬 605 (43.3) 655 (42.9) 1261 (43.1)

ビタミン剤 319 (22.9) 439 (28.7) 758 (25.9)

高血圧薬 252 (18.1) 219 (14.3) 472 (16.1)

糖尿病薬 77 (5.5) 41 (2.7) 118 (4.0)

湿布薬 532 (38.1) 744 (48.7) 1276 (43.6)

強精強肝薬 14 (1.0) 8 (.5) 22 (.8)

抗生物質 198 (14.2) 343 (22.5) 541 (18.5)

便秘薬 93 (6.7) 246 (16.1) 339 (11.6)

目薬 686 (49.1) 839 (54.9) 1525 (52.2)

鼻炎薬 206 (14.8) 306 (20.0) 512 (17.5)

セットの置き薬 134 (9.6) 144 (9.4) 278 (9.5)

その他 64 (4.6) 136 (8.9) 200 (6.8)

無回答 19 (1.4) 10 (.7) 29 (1.0)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)
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表25 過去1年間での鎮痛薬使用頻度 (%)

男 女 全体

一度も飲んでいない 722 (51.7) 544 (35.6) 1267 (43.3)

1年間に数回 (年5回以内) 446 (31.9) 517 (33.9) 963 (32.9)

2ヶ月に1回 (年約6-11回) 60 (4.3) 111 (7.3) 171 (5.8)

月に1-2回 (年約12-24回) 45 (3.2) 151 (9.9) 196 (6.7)

月に数回 (年約25-51回) 28 (2.0) 86 (5.6) 114 (3.9)

週に1-2回程度 8 (.6) 28 (1.8) 36 (1.2)

週に3-6回程度 7 (.5) 14 (.9) 21 (.7)

ほとんど毎日 26 (1.9) 27 (1.8) 53 (1.8)

飲んだが頻度不明 35 (2.5) 29 (1.9) 64 (2.2)

無回答 19 (1.4) 20 (1.3) 39 (1.3)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表26 鎮痛薬の入手先 (鎮痛薬を過去1年間に使用した人のみ) (複数回答) (%)

男 女 全体

常備薬 122 (18.6) 191 (19.8) 313 (19.3)

医院・病院 27 (4.1) 40 (4.2) 67 (4.1)

薬局・薬店 357 (54.5) 440 (45.7) 797 (49.3)

家族 265 (40.5) 520 (54.0) 785 (48.5)

友人・知人 7 (1.1) 16 (1.7) 23 (1.4)

愛人・恋人 2 (.3) 2 (.2) 4 (.2)

その他 3 (.5) 7 (.7) 10 (.6)

飲んだが入手先不明 26 (4.0) 24 (2.5) 50 (3.1)

無回答 9 (1.4) 7 (.7) 16 (1.0)

合計 655 (100.0) 963 (100.0) 1618 (100.0)

表27 鎮痛薬の使用理由 (鎮痛薬を過去1年間使用した人のみ) (複数回答) (%)

男 女 全体

頭痛 358 (54.7) 668 (69.4) 1026 (63.4)

歯痛 193 (29.5) 150 (15.6) 343 (21.2)

腰痛 99 (15.1) 106 (11.0) 205 (12.7)

生理痛 0 (.0) 260 (27.0) 260 (16.1)

胃痛 48 (7.3) 89 (9.2) 137 (8.5)

肩こり 54 (8.2) 102 (10.6) 156 (9.6)

その他の痛み 49 (7.5) 66 (6.9) 115 (7.1)

遊び・快感目的 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)

その他 27 (4.1) 25 (2.6) 52 (3.2)

使用目的不明 36 (5.5) 35 (3.6) 71 (4.4)

合計 655 (100.0) 963 (100.0) 1618 (100.0)
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表28 鎮痛薬使用の実情･心情 (%)

男 女 全体

必要がないので考えたことがない 618 (44.3) 439 (28.7) 1058 (36.2)

必要なときは心配せずに使っている 416 (29.8) 489 (32.0) 905 (31.0)

心配もあるがどちらかといえば使う 176 (12.6) 349 (22.9) 525 (18.0)

心配だからどちらかというと使わない 41 (2.9) 90 (5.9) 131 (4.5)

心配だからとにかく使わない 5 (.4) 16 (1.0) 21 (.7)

不明 108 (7.7) 113 (7.4) 221 (7.6)

無回答 32 (2.3) 31 (2.0) 63 (2.2)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表29 この1年間での精神安定薬 (抗不安薬) の使用頻度 (%)

男 女 全体

一度も飲んでいない 1288 (92.3) 1359 (89.0) 2648 (90.6)

1年間に数回 (年5回以内) 29 (2.1) 42 (2.8) 71 (2.4)

2ヶ月に1回 (年約6-11回) 2 (.1) 8 (.5) 10 (.3)

月に1-2回 (年約12-24回) 3 (.2) 16 (1.0) 19 (.6)

月に数回 (年約25-51回) 8 (.6) 12 (.8) 20 (.7)

週に1-2回 7 (.5) 10 (.7) 17 (.6)

週に3-6回 8 (.6) 11 (.7) 19 (.6)

ほとんど毎日 24 (1.7) 38 (2.5) 62 (2.1)

飲んだが頻度不明 6 (.4) 9 (.6) 15 (.5)

無回答 21 (1.5) 22 (1.4) 43 (1.5)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表30 精神安定薬の入手先 (過去1年間に精神安定薬を使った人) (複数回答) (%)

男 女 全体

常備薬 2 (2.3) 1 (.7) 3 (1.3)

医院・病院 1 (1.1) 7 (4.8) 8 (3.4)

薬局・薬店 67 (77.0) 121 (82.9) 188 (80.7)

家族 11 (12.6) 7 (4.8) 18 (7.7)

友人・知人 1 (1.1) 3 (2.1) 4 (1.7)

愛人・恋人 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)

その他 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)

飲んだが入手先不明 10 (11.5) 12 (8.2) 22 (9.4)

無回答 2 (2.3) 2 (1.4) 4 (1.7)

合計 87 (100.0) 146 (100.0) 233 (100.0)
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表31 精神安定薬の使用理由 (過去1年間に精神安定薬を使った人) (複数回答) (%)

男 女 全体

不眠改善 42 (48.3) 83 (56.8) 125 (53.6)

不安解消 21 (24.1) 44 (30.1) 65 (27.9)

ストレス軽減 15 (17.2) 25 (17.1) 40 (17.2)

高血圧の治療 9 (10.3) 12 (8.2) 21 (9.0)

遊び・快感目的 1 (1.1) 0 (.0) 1 (.4)

その他 5 (5.7) 15 (10.3) 20 (8.6)

使用目的不明 13 (14.9) 11 (7.5) 24 (10.3)

合計 87 (100.0) 146 (100.0) 233 (100.0)

表32 精神安定薬使用の実情・心情 (%)

男 女 全体

必要がないので考えたことがない 1221 (87.5) 1242 (81.3) 2464 (84.3)

必要なときは心配せずに使っている 64 (4.6) 91 (6.0) 155 (5.3)

心配もあるがどちらかというと使う 41 (2.9) 85 (5.6) 126 (4.3)

心配だからどちらかというと使わない 19 (1.4) 34 (2.2) 53 (1.8)

心配だからとにかく使わない 13 (.9) 25 (1.6) 38 (1.3)

不明 11 (.8) 13 (.9) 24 (.8)

無回答 27 (1.9) 37 (2.4) 64 (2.2)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表33 1年間での睡眠薬の使用頻度 (%)

男 女 全体

一度も飲んでいない 1292 (92.6) 1379 (90.3) 2672 (91.4)

1年間に数回 (年5回以内) 39 (2.8) 37 (2.4) 76 (2.6)

2ヶ月に1回 (年約6-11回) 3 (.2) 9 (.6) 12 (.4)

月に1-2回 (年約12-24回) 4 (.3) 12 (.8) 16 (.5)

月に数回 (年約25-51回) 3 (.2) 15 (1.0) 18 (.6)

週に1-2回 9 (.6) 10 (.7) 19 (.6)

週に3-6回 3 (.2) 14 (.9) 17 (.6)

ほとんど毎日 28 (2.0) 33 (2.2) 61 (2.1)

飲んだが頻度不明 1 (.1) 4 (.3) 5 (.2)

無回答 14 (1.0) 14 (.9) 28 (1.0)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)
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表34 睡眠薬の入手先 (過去1年に睡眠薬を使用した人) (複数回答) (%)

男 女 全体

常備薬 1 (1.1) 2 (1.5) 3 (1.3)

医院・病院 2 (2.2) 7 (5.2) 9 (4.0)

薬局・薬店 71 (78.9) 118 (88.1) 189 (84.4)

家族 16 (17.8) 11 (8.2) 27 (12.1)

友人・知人 3 (3.3) 1 (.7) 4 (1.8)

愛人・恋人 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)

その他 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)

入手先不明 2 (2.2) 2 (1.5) 4 (1.8)

無回答 1 (1.1) 0 (.0) 1 (.4)

合計 90 (100.0) 134 (100.0) 224 (100.0)

表35 睡眠薬の使用理由 (過去1年に睡眠薬使用した人) (複数回答) (%)

男 女 全体

不眠改善 74 (82.2) 118 (88.1) 192 (85.7)

不安解消 8 (8.9) 15 (11.2) 23 (10.3)

ストレス軽減 5 (5.6) 7 (5.2) 12 (5.4)

高血圧の治療 5 (5.6) 8 (6.0) 13 (5.8)

遊び・快感目的 1 (1.1) 0 (.0) 1 (.4)

その他 5 (5.6) 3 (2.2) 8 (3.6)

使用目的不明 3 (3.3) 3 (2.2) 6 (2.7)

合計 90 (100.0) 134 (100.0) 224 (100.0)

表36 睡眠薬使用の実情・心情 (%)

男 女 全体

必要がないので考えたことがない 1217 (87.2) 1235 (80.9) 2453 (83.9)

必要なときは心配せずに使っている 69 (4.9) 85 (5.6) 154 (5.3)

心配もあるがどちらかといえば使う 45 (3.2) 97 (6.4) 142 (4.9)

心配だからどちらかというと使わない 21 (1.5) 32 (2.1) 53 (1.8)

心配だからとにかく使わない 11 (.8) 36 (2.4) 47 (1.6)

不明 3 (.2) 3 (.2) 6 (.2)

無回答 30 (2.1) 39 (2.6) 69 (2.4)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)
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表37 聞いたことのある薬物名 (複数回答) (%)

男 女 全体

有機溶剤 380 (27.2) 182 (11.9) 562 (19.2)

シンナー 1112 (79.7) 1198 (78.5) 2310 (79.0)

トルエン 686 (49.1) 478 (31.3) 1164 (39.8)

大麻 1234 (88.4) 1352 (88.5) 2586 (88.4)

マリファナ 1051 (75.3) 1129 (73.9) 2180 (74.6)

ハシッシ 314 (22.5) 161 (10.5) 475 (16.2)

覚せい剤 1174 (84.1) 1291 (84.5) 2466 (84.3)

ヒロポン 823 (59.0) 654 (42.8) 1477 (50.5)

シャブ 977 (70.0) 966 (63.3) 1943 (66.5)

スピード 577 (41.3) 524 (34.3) 1101 (37.7)

エス 194 (13.9) 202 (13.2) 396 (13.5)

麻薬 1150 (82.4) 1259 (82.4) 2410 (82.4)

モルヒネ 1101 (78.9) 1223 (80.1) 2324 (79.5)

ヘロイン 1034 (74.1) 1028 (67.3) 2062 (70.5)

コカイン 1132 (81.1) 1201 (78.7) 2333 (79.8)

クラック 314 (22.5) 154 (10.1) 468 (16.0)

LSD 729 (52.2) 496 (32.5) 1225 (41.9)

アシッド 92 (6.6) 41 (2.7) 133 (4.5)

MDMA 210 (15.0) 118 (7.7) 328 (11.2)

エックス 94 (6.7) 71 (4.6) 165 (5.6)

エクスタシー 414 (29.7) 371 (24.3) 785 (26.8)

マジック・マッシュルーム 438 (31.4) 421 (27.6) 859 (29.4)

すべて知らない 73 (5.2) 72 (4.7) 145 (5.0)

無回答 59 (4.2) 49 (3.2) 108 (3.7)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

左端のカッコは同じものであることを意味している。

表38 薬物乱用を繰り返すと依存状態になることを知っているか？ (%)

男 女 全体

知っている 1329 (95.2) 1446 (94.7) 2776 (94.9)

知らない 48 (3.4) 61 (4.0) 109 (3.7)

無回答 19 (1.4) 20 (1.3) 39 (1.3)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表39 「シンナー遊び」で死亡すること (急性中毒死) があることを知っているか？ (%)

男 女 全体

知っている 1213 (86.9) 1274 (83.4) 2487 (85.1)

知らない 166 (11.9) 234 (15.3) 401 (13.7)

無回答 17 (1.2) 19 (1.2) 36 (1.2)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)
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表40 「シンナー遊び」で幻視･幻聴･妄想などの精神病状態になることがあることを知っているか？(%)

男 女 全体

知っている 1248 ( 8 9 . 4 ) 1355 ( 8 8 . 7 ) 2604 ( 8 9 . 1 )

知らない 135 (9.7) 153 ( 1 0 . 0 ) 288 ( 9 . 8 )

無回答 13 (.9) 19 (1.2) 32 (1.1)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表41 「シンナー遊び」でフラッシュバック現象があることを知っているか？ (%)

男 女 全体

知っている 916 (65.6) 986 (64.6) 1903 (65.1)

知らない 458 (32.8) 522 (34.2) 980 (33.5)

無回答 22 (1.6) 19 (1.2) 41 (1.4)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表42 「シンナー遊び」で無動機症候群になることがあることを知っているか？ (%)

男 女 全体

知っている 918 (65.8) 1005 (65.8) 1924 (65.8)

知らない 451 (32.3) 503 (32.9) 954 (32.6)

無回答 27 (1.9) 19 (1.2) 46 (1.6)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表43 身近な人で「シンナー遊び」をこれまでに行ったことのある人を知っているか？ (%)

男 女 全体

知らない 1114 (79.8) 1256 (82.3) 2371 (81.1)

知っている 255 (18.3) 253 (16.6) 508 (17.4)

無回答 27 (1.9) 18 (1.2) 45 (1.5)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)
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表44 身近な人で「シンナー遊び」をこれまでに行ったことのある人を知っているか？

(年齢群別) (%)

「シンナー遊び」をした人 合計

知らない 知っている 無回答 度数 列 %

15-19歳 141 (5.9) 12 (2.4) 1 (2.2) 154 (5.3)

20-24歳 114 (4.8) 21 (4.1) 2 (4.4) 137 (4.7)

25-29歳 106 (4.5) 40 (7.9) 2 (4.4) 148 (5.1)

30-34歳 162 (6.8) 73 (14.4) 1 (2.2) 236 (8.1)

35-39歳 168 (7.1) 70 (13.8) 3 (6.7) 241 (8.2)

40-44歳 189 (8.0) 67 (13.2) 2 (4.4) 258 (8.8)

45-49歳 172 (7.3) 65 (12.8) 7 (15.6) 244 (8.3)

50-54歳 205 (8.6) 52 (10.2) 5 (11.1) 262 (9.0)

55-59歳 300 (12.7) 36 (7.1) 1 (2.2) 337 (11.5)

60-64歳 242 (10.2) 27 (5.3) 3 (6.7) 272 (9.3)

65-69歳 198 (8.4) 21 (4.1) 1 (2.2) 220 (7.5)

70歳以上 374 (15.8) 24 (4.7) 17 (37.8) 415 (14.2)

合計 2371 (100.0) 508 (100.0) 45 (100.0) 2924 (100.0)

表45 身近な人で、「シンナー遊び」をこれまでに行ったことのある人を何人知っているか？

(「シンナー遊び」をこれまでに行ったことのある人を知っている者のみ) (%)

男 女 全体

1人 59 (23.1) 81 (32.0) 140 (27.6)

2人 44 (17.3) 49 (19.4) 93 (18.3)

3人 33 (12.9) 36 (14.2) 69 (13.6)

4人 12 (4.7) 7 (2.8) 19 (3.7)

5人 24 (9.4) 30 (11.9) 54 (10.6)

6人 3 (1.2) 5 (2.0) 8 (1.6)

7人 1 (.4) 1 (.4) 2 (.4)

8人 1 (.4) 5 (2.0) 6 (1.2)

10人 27 (10.6) 14 (5.5) 41 (8.1)

13人 1 (.4) 0 (.0) 1 (.2)

14人 1 (.4) 0 (.0) 1 (.2)

15人 2 (.8) 1 (.4) 3 (.6)

16人 1 (.4) 0 (.0) 1 (.2)

20人 8 (3.1) 2 (.8) 10 (2.0)

25人 1 (.4) 0 (.0) 1 (.2)

28人 0 (.0) 1 (.4) 1 (.2)

30人 4 (1.6) 0 (.0) 4 (.8)

50人 4 (1.6) 0 (.0) 4 (.8)

60人 0 (.0) 1 (.4) 1 (.2)

100人 2 (.8) 0 (.0) 2 (.4)

無回答 27 (10.6) 20 (7.9) 47 (9.3)

合計 255 (100.0) 253 (100.0) 508 (100.0)

平均±SD 6.56±12.05 3.54±5.04 5.03±9.31

n=228 n=233 n=461
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表46 身近な人で、この1年間に「シンナー遊び」を行ったことのある人を知っているか？ (%)

男 女 全体

知らない 1333 (95.5) 1485 (97.2) 2819 (96.4)

知っている 36 (2.6) 26 (1.7) 62 (2.1)

無回答 27 (1.9) 16 (1.0) 43 (1.5)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表47 身近な人で、この1年間に「シンナー遊び」を行ったことのある人を知っているか？

(年齢群別) (%)

過去1年「シンナー遊び」をした人 合計

知らない 知っている 無回答 度数 列 %

15-19歳 149 (5.3) 5 (8.1) 0 (.0) 154 (5.3)

20-24歳 132 (4.7) 2 (3.2) 3 (7.0) 137 (4.7)

25-29歳 231 (8.2) 4 (6.5) 1 (2.3) 236 (8.1)

30-34歳 229 (8.1) 5 (8.1) 7 (16.3) 241 (8.2)

35-39歳 251 (8.9) 5 (8.1) 2 (4.7) 258 (8.8)

40-44歳 237 (8.4) 3 (4.8) 4 (9.3) 244 (8.3)

45-49歳 250 (8.9) 7 (11.3) 5 (11.6) 262 (9.0)

50-54歳 330 (11.7) 6 (9.7) 1 (2.3) 337 (11.5)

55-59歳 262 (9.3) 7 (11.3) 3 (7.0) 272 (9.3)

60-64歳 210 (7.4) 8 (12.9) 2 (4.7) 220 (7.5)

65-69歳 394 (14.0) 8 (12.9) 13 (30.2) 415 (14.2)

70歳以上 149 (5.3) 5 (8.1) 0 (.0) 154 (5.3)

合計 2819 (100.0) 62 (100.0) 43 (100.0) 2924 (100.0)

表48 身近な人で、この1年間に「シンナー遊び」を行ったことのある人を何人知っているか？

(過去1年使用者を知っている人のみ) (%)

男 女 全体

1人 15 (41.7) 9 (34.6) 24 (38.7)

2人 6 (16.7) 7 (26.9) 13 (21.0)

3人 7 (19.4) 2 (7.7) 9 (14.5)

4人 0 (.0) 1 (3.8) 1 (1.6)

5人 3 (8.3) 0 (.0) 3 (4.8)

6人 0 (.0) 1 (3.8) 1 (1.6)

10人 3 (8.3) 1 (3.8) 4 (6.5)

13人 0 (.0) 1 (3.8) 1 (1.6)

50人 1 (2.8) 0 (.0) 1 (1.6)

無回答 1 (2.8) 4 (15.4) 5 (8.1)

合計 36 (100.0) 26 (100.0) 62 (100.0)

平均±SD 4.09±8.34 2.82±3.10 3.60±6.83

n=35 n=22 n=57



- 55 -

表49 これまでに「シンナー遊び」に誘われたことがあるか？ (生涯被誘惑経験) (%)

男 女 全体

ない 1316 (94.3) 1482 (97.1) 2799 (95.7)

1年より前にのみあった 60 (4.3) 26 (1.7) 86 (2.9)

1年より前にも、この1年間にもあった 1 (.1) 0 (.0) 1 (.0)

この1年間にのみあった 0 (.0) 1 (.1) 1 (.0)

無回答 19 (1.4) 18 (1.2) 37 (1.3)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表50 「シンナー遊び」生涯被誘惑経験 (%)

「シンナー遊び」に誘われた経験 合計

ない 1年より前に 1 年 よ り 前 に この1年間に 無回答 度 列 %

のみあった も、この1年間 のみあった 数

にもあった

15-19歳 152 (5.4) 0 (.0) 1 (100.0) 1 (100.0) 0 (.0) 154 (5.3)

20-24歳 125 (4.5) 10 (11.6) 0 (.0) 0 (.0) 2 (5.4) 137 (4.7)

25-29歳 138 (4.9) 8 (9.3) 0 (.0) 0 (.0) 2 (5.4) 148 (5.1)

30-34歳 221 (7.9) 14 (16.3) 0 (.0) 0 (.0) 1 (2.7) 236 (8.1)

35-39歳 219 (7.8) 18 (20.9) 0 (.0) 0 (.0) 4 (10.8) 241 (8.2)

40-44歳 243 (8.7) 13 (15.1) 0 (.0) 0 (.0) 2 (5.4) 258 (8.8)

45-49歳 230 (8.2) 8 (9.3) 0 (.0) 0 (.0) 6 (16.2) 244 (8.3)

50-54歳 248 (8.9) 8 (9.3) 0 (.0) 0 (.0) 6 (16.2) 262 (9.0)

55-59歳 331 (11.8) 6 (7.0) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 337 (11.5)

60-64歳 269 (9.6) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 3 (8.1) 272 (9.3)

65-69歳 218 (7.8) 1 (1.2) 0 (.0) 0 (.0) 1 (2.7) 220 (7.5)

70歳以上 405 (14.5) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 10 (27.0) 415 (14.2)

合計 2799 (100.0) 86 (100.0) 1 (100.0) 1 (100.0) 37 (100.0) 292 (100.0)

表52 これまでに「シンナー遊び」を1回でも行ったことのある経験 (生涯経験) (%)

男 女 全体

ない 1336 (95.7) 1498 (98.1) 2835 (97.0)

1年より前にのみあった 43 (3.1) 16 (1.0) 59 (2.0)

無回答 17 (1.2) 13 (.9) 30 (1.0)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)



- 56 -

表53 これまでに「シンナー遊び」を1回でも行ったことのある経験 (年齢群別) (%)

「シンナー遊び」経験 合計

ない 1年より前に 無回答 度数 列 %

のみあった

15-19歳 153 (5.4) 1 (1.7) 0 (.0) 154 (5.3)

20-24歳 131 (4.6) 4 (6.8) 2 (6.7) 137 (4.7)

25-29歳 142 (5.0) 5 (8.5) 1 (3.3) 148 (5.1)

30-34歳 229 (8.1) 7 (11.9) 0 (.0) 236 (8.1)

35-39歳 225 (7.9) 13 (22.0) 3 (10.0) 241 (8.2)

40-44歳 246 (8.7) 10 (16.9) 2 (6.7) 258 (8.8)

45-49歳 230 (8.1) 10 (16.9) 4 (13.3) 244 (8.3)

50-54歳 253 (8.9) 4 (6.8) 5 (16.7) 262 (9.0)

55-59歳 332 (11.7) 5 (8.5) 0 (.0) 337 (11.5)

60-64歳 269 (9.5) 0 (.0) 3 (10.0) 272 (9.3)

65-69歳 219 (7.7) 0 (.0) 1 (3.3) 220 (7.5)

70歳以上 406 (14.3) 0 (.0) 9 (30.0) 415 (14.2)

合計 2835 (100.0) 59 (100.0) 30 (100.0) 2924 (100.0)

表54 これまでに「シンナー遊び」を1回でも行ったことのある経験 (年齢群別) (%)

「シンナー遊び」経験 合計

ない 1年より前に 無回答 度数 行 %

のみあった

15-19歳 153 (99.4) 1 (.6) 0 (.0) 154 (100.0)

20-24歳 131 (95.6) 4 (2.9) 2 (1.5) 137 (100.0)

25-29歳 142 (95.9) 5 (3.4) 1 (.7) 148 (100.0)

30-34歳 229 (97.0) 7 (3.0) 0 (.0) 236 (100.0)

35-39歳 225 (93.4) 13 (5.4) 3 (1.2) 241 (100.0)

40-44歳 246 (95.3) 10 (3.9) 2 (.8) 258 (100.0)

45-49歳 230 (94.3) 10 (4.1) 4 (1.6) 244 (100.0)

50-54歳 253 (96.6) 4 (1.5) 5 (1.9) 262 (100.0)

55-59歳 332 (98.5) 5 (1.5) 0 (.0) 337 (100.0)

60-64歳 269 (98.9) 0 (.0) 3 (1.1) 272 (100.0)

65-69歳 219 (99.5) 0 (.0) 1 (.5) 220 (100.0)

70歳以上 406 (97.8) 0 (.0) 9 (2.2) 415 (100.0)

合計 2835 (97.0) 59 (2.0) 30 (1.0) 2924 (100.0)

表55 大麻を吸っている人の人数の印象 (%)

男 女 全体

以前より増えている 387 (27.7) 499 (32.7) 886 (30.3)

変わらない 88 (6.3) 72 (4.7) 160 (5.5)

以前より減っている 21 (1.5) 15 (1.0) 36 (1.2)

わからない 870 (62.3) 917 (60.1) 1788 (61.1)

無回答 30 (2.1) 24 (1.6) 54 (1.8)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)
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表56 大麻の吸引により精神病状態・フラッシュバック･無動機症候群になることがあることを

知っているか？(%)

男 女 全体

知っている 939 (67.3) 1074 (70.3) 2013 (68.8)

知らない 434 (31.1) 434 (28.4) 869 (29.7)

無回答 23 (1.6) 19 (1.2) 42 (1.4)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表57 大麻をこれまでに吸ったことのある人を知っているか？ (%)

男 女 全体

知らない 1293 (92.6) 1446 (94.7) 2740 (93.7)

知っている 84 (6.0) 67 (4.4) 151 (5.2)

無回答 19 (1.4) 14 (.9) 33 (1.1)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表58 大麻をこれまでに吸ったことのある人を知っているか？ (年齢群別) (%)

大麻を吸った人 合計

知らない 知っている 無回答 度数 列 %

15-19歳 149 (5.4) 5 (3.3) 0 (.0) 154 (5.3)

20-24歳 118 (4.3) 17 (11.3) 2 (6.1) 137 (4.7)

25-29歳 131 (4.8) 16 (10.6) 1 (3.0) 148 (5.1)

30-34歳 211 (7.7) 24 (15.9) 1 (3.0) 236 (8.1)

35-39歳 216 (7.9) 23 (15.2) 2 (6.1) 241 (8.2)

40-44歳 230 (8.4) 24 (15.9) 4 (12.1) 258 (8.8)

45-49歳 227 (8.3) 13 (8.6) 4 (12.1) 244 (8.3)

50-54歳 325 (11.9) 11 (7.3) 1 (3.0) 337 (11.5)

55-59歳 266 (9.7) 4 (2.6) 2 (6.1) 272 (9.3)

60-64歳 219 (8.0) 0 (.0) 1 (3.0) 220 (7.5)

65-69歳 400 (14.6) 5 (3.3) 10 (30.3) 415 (14.2)

70歳以上 149 (5.4) 5 (3.3) 0 (.0) 154 (5.3)

合計 2740 (100.0) 151 (100.0) 33 (100.0) 2924 (100.0)
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表59 大麻をこれまでに吸ったことのある人を知っているか？ (年齢群別) (%)

大麻を吸った人 合計

知らない 知っている 無回答 度数 行 %

15-19歳 149 (96.8) 5 (3.2) 0 (.0) 154 (100.0)

20-24歳 118 (86.1) 17 (12.4) 2 (1.5) 137 (100.0)

25-29歳 131 (88.5) 16 (10.8) 1 (.7) 148 (100.0)

30-34歳 211 (89.4) 24 (10.2) 1 (.4) 236 (100.0)

35-39歳 216 (89.6) 23 (9.5) 2 (.8) 241 (100.0)

40-44歳 230 (89.1) 24 (9.3) 4 (1.6) 258 (100.0)

45-49歳 227 (93.0) 13 (5.3) 4 (1.6) 244 (100.0)

248 (94.7) 9 (3.4) 5 (1.9) 262 (100.0)

50-54歳 325 (96.4) 11 (3.3) 1 (.3) 337 (100.0)

55-59歳 266 (97.8) 4 (1.5) 2 (.7) 272 (100.0)

60-64歳 219 (99.5) 0 (.0) 1 (.5) 220 (100.0)

65-69歳 400 (96.4) 5 (1.2) 10 (2.4) 415 (100.0)

70歳以上 149 (96.8) 5 (3.2) 0 (.0) 154 (100.0)

合計 2740 (93.7) 151 (5.2) 33 (1.1) 2924 (100.0)

表60 大麻をこれまでに吸ったことのある人を何人知っているか？ (%)

男 女 全体

1人 29 (34.5) 27 (40.3) 56 (37.1)

2人 12 (14.3) 9 (13.4) 21 (13.9)

3人 7 (8.3) 8 (11.9) 15 (9.9)

4人 4 (4.8) 3 (4.5) 7 (4.6)

5人 6 (7.1) 7 (10.4) 13 (8.6)

6人 2 (2.4) 1 (1.5) 3 (2.0)

7人 1 (1.2) 0 (.0) 1 (.7)

8人 1 (1.2) 1 (1.5) 2 (1.3)

10人 8 (9.5) 5 (7.5) 13 (8.6)

15人 2 (2.4) 0 (.0) 2 (1.3)

20人 1 (1.2) 0 (.0) 1 (.7)

30人 1 (1.2) 0 (.0) 1 (.7)

50人 1 (1.2) 1 (1.5) 2 (1.3)

無回答 9 (10.7) 5 (7.5) 14 (9.3)

合計 84 (100.0) 67 (100.0) 151 (100.0)

平均±SD 4.76±7.25 3.71±6.54 4.28±6.93

n=75 n=62 n=137

表61 大麻をこの1年間に吸った人を知っているか？ (%)

男 女 全体

知らない 1363 (97.6) 1499 (98.2) 2863 (97.9)

知っている 15 (1.1) 14 (.9) 29 (1.0)

無回答 18 (1.3) 14 (.9) 32 (1.1)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)
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表62 大麻をこの1年間に吸った人を知っているか？ (年齢群別) (%)

過去1年大麻を吸った人 合計

知らない 知っている 無回答 度数 列 %

15-19歳 149 (5.2) 5 (17.2) 0 (.0) 154 (5.3)

20-24歳 130 (4.5) 5 (17.2) 2 (6.3) 137 (4.7)

25-29歳 143 (5.0) 4 (13.8) 1 (3.1) 148 (5.1)

30-34歳 233 (8.1) 3 (10.3) 0 (.0) 236 (8.1)

35-39歳 237 (8.3) 2 (6.9) 2 (6.3) 241 (8.2)

40-44歳 250 (8.7) 5 (17.2) 3 (9.4) 258 (8.8)

45-49歳 239 (8.3) 1 (3.4) 4 (12.5) 244 (8.3)

50-54歳 255 (8.9) 2 (6.9) 5 (15.6) 262 (9.0)

55-59歳 335 (11.7) 1 (3.4) 1 (3.1) 337 (11.5)

60-64歳 269 (9.4) 0 (.0) 3 (9.4) 272 (9.3)

65-69歳 219 (7.6) 0 (.0) 1 (3.1) 220 (7.5)

70歳以上 404 (14.1) 1 (3.4) 10 (31.3) 415 (14.2)

合計 2863 (100.0) 29 (100.0) 32 (100.0) 2924 (100.0)

表63 大麻をこの1年間に吸った人を知っているか？ (年齢群別) (%)

過去1年大麻を吸った人 合計

知らない 知っている 無回答 度数 行 %

15-19歳 149 (96.8) 5 (3.2) 0 (.0) 154 (100.0)

20-24歳 130 (94.9) 5 (3.6) 2 (1.5) 137 (100.0)

25-29歳 143 (96.6) 4 (2.7) 1 (.7) 148 (100.0)

30-34歳 233 (98.7) 3 (1.3) 0 (.0) 236 (100.0)

35-39歳 237 (98.3) 2 (.8) 2 (.8) 241 (100.0)

40-44歳 250 (96.9) 5 (1.9) 3 (1.2) 258 (100.0)

45-49歳 239 (98.0) 1 (.4) 4 (1.6) 244 (100.0)

50-54歳 255 (97.3) 2 (.8) 5 (1.9) 262 (100.0)

55-59歳 335 (99.4) 1 (.3) 1 (.3) 337 (100.0)

60-64歳 269 (98.9) 0 (.0) 3 (1.1) 272 (100.0)

65-69歳 219 (99.5) 0 (.0) 1 (.5) 220 (100.0)

70歳以上 404 (97.3) 1 (.2) 10 (2.4) 415 (100.0)

合計 2863 (97.9) 29 (1.0) 32 (1.1) 2924 (100.0)
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表64 大麻をこの1年間に使用した人を何人知っているか？ (%)

男 女 全体

1人 3 (20.0) 4 (28.6) 7 (24.1)

2人 1 (6.7) 2 (14.3) 3 (10.3)

3人 3 (20.0) 2 (14.3) 5 (17.2)

4人 1 (6.7) 1 (7.1) 2 (6.9)

5人 2 (13.3) 1 (7.1) 3 (10.3)

6人 2 (13.3) 0 (.0) 2 (6.9)

10人 0 (.0) 1 (7.1) 1 (3.4)

無回答 3 (20.0) 3 (21.4) 6 (20.7)

合計 15 (100.0) 14 (100.0) 29 (100.0)

平均±SD 3.33±1.86 3.00±2.68 3.17±2.25

n=12 n=11 n=23

表65 これまでに大麻使用に誘われた経験(生涯被誘惑経験) (%)

男 女 全体

ない 1343 (96.2) 1493 (97.8) 2837 (97.0)

1年より前にのみあった 30 (2.1) 19 (1.2) 49 (1.7)

1年より前にも、この1年にもあった 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)

この1年間にのみあった 5 (.4) 0 (.0) 5 (.2)

無回答 18 (1.3) 15 (1.0) 33 (1.1)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表66 大麻の生涯被誘惑経験 (年齢群別) (%)

大麻使用に誘われた経験 合計

ない 1年より前に この1年間に 無回答 度数 列 %

のみあった のみあった

15-19歳 153 (5.4) 0 (.0) 1 (20.0) 0 (.0) 154 (5.3)

20-24歳 130 (4.6) 4 (8.2) 1 (20.0) 2 (6.1) 137 (4.7)

25-29歳 141 (5.0) 6 (12.2) 0 (.0) 1 (3.0) 148 (5.1)

30-34歳 226 (8.0) 9 (18.4) 1 (20.0) 0 (.0) 236 (8.1)

35-39歳 230 (8.1) 9 (18.4) 0 (.0) 2 (6.1) 241 (8.2)

40-44歳 246 (8.7) 9 (18.4) 1 (20.0) 2 (6.1) 258 (8.8)

45-49歳 234 (8.2) 5 (10.2) 1 (20.0) 4 (12.1) 244 (8.3)

50-54歳 252 (8.9) 5 (10.2) 0 (.0) 5 (15.2) 262 (9.0)

55-59歳 334 (11.8) 2 (4.1) 0 (.0) 1 (3.0) 337 (11.5)

60-64歳 268 (9.4) 0 (.0) 0 (.0) 4 (12.1) 272 (9.3)

65-69歳 217 (7.6) 0 (.0) 0 (.0) 3 (9.1) 220 (7.5)

70歳以上 406 (14.3) 0 (.0) 0 (.0) 9 (27.3) 415 (14.2)

合計 2837 (100.0) 49 (100.0) 5 (100.0) 33 (100.0) 2924 (100.0)
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表67 大麻の生涯被誘惑経験 (年齢群別) (%)

大麻使用に誘われた経験 合計

ない 1年より前に この1年間に 無回答 度数 行 %

のみあった のみあった

15-19歳 153 (99.4) 0 (.0) 1 (.6) 0 (.0) 154 (100.0)

20-24歳 130 (94.9) 4 (2.9) 1 (.7) 2 (1.5) 137 (100.0)

25-29歳 141 (95.3) 6 (4.1) 0 (.0) 1 (.7) 148 (100.0)

30-34歳 226 (95.8) 9 (3.8) 1 (.4) 0 (.0) 236 (100.0)

35-39歳 230 (95.4) 9 (3.7) 0 (.0) 2 (.8) 241 (100.0)

40-44歳 246 (95.3) 9 (3.5) 1 (.4) 2 (.8) 258 (100.0)

45-49歳 234 (95.9) 5 (2.0) 1 (.4) 4 (1.6) 244 (100.0)

50-54歳 252 (96.2) 5 (1.9) 0 (.0) 5 (1.9) 262 (100.0)

55-59歳 334 (99.1) 2 (.6) 0 (.0) 1 (.3) 337 (100.0)

60-64歳 268 (98.5) 0 (.0) 0 (.0) 4 (1.5) 272 (100.0)

65-69歳 217 (98.6) 0 (.0) 0 (.0) 3 (1.4) 220 (100.0)

70歳以上 406 (97.8) 0 (.0) 1 (.6) 0 (.0) 154 (100.0)

合計 283 (97.0) 49 (1.7) 1 (.7) 2 (1.5) 137 (100.0)

表68 これまでに大麻を使用した経験 (大麻生涯経験率) (%)

男 女 全体

ない (97.3) 1506 (98.6) 2865 (98.0) (97.3)

1年より前にのみあった (1.3) 5 (.3) 23 (.8) (1.3)

1年より前にも、この1年にもあった (.0) 0 (.0) 0 (.0) (.0)

この1年間にのみあった (.1) 1 (.1) 2 (.1) (.1)

無回答 (1.4) 15 (1.0) 34 (1.2) (1.4)

合計 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100. (100.0)

表69 これまでの大麻の使用経験 (年齢群別) (%)

大麻使用経験 合計

ない 1年より前に この1年間に 無回答 度数 列 %

のみあった のみあった

15-19歳 152 (5.3) 1 (4.3) 1 (50.0) 0 (.0) 154 (5.3)

20-24歳 134 (4.7) 1 (4.3) 0 (.0) 2 (5.9) 137 (4.7)

25-29歳 144 (5.0) 3 (13.0) 0 (.0) 1 (2.9) 148 (5.1)

30-34歳 234 (8.2) 1 (4.3) 1 (50.0) 0 (.0) 236 (8.1)

35-39歳 234 (8.2) 5 (21.7) 0 (.0) 2 (5.9) 241 (8.2)

40-44歳 250 (8.7) 6 (26.1) 0 (.0) 2 (5.9) 258 (8.8)

45-49歳 238 (8.3) 1 (4.3) 0 (.0) 5 (14.7) 244 (8.3)

50-54歳 253 (8.8) 4 (17.4) 0 (.0) 5 (14.7) 262 (9.0)

55-59歳 335 (11.7) 1 (4.3) 0 (.0) 1 (2.9) 337 (11.5)

60-64歳 267 (9.3) 0 (.0) 0 (.0) 5 (14.7) 272 (9.3)

65-69歳 218 (7.6) 0 (.0) 0 (.0) 2 (5.9) 220 (7.5)

70歳以上 406 (14.2) 0 (.0) 0 (.0) 9 (26.5) 415 (14.2)

合計 2865 (100.0) 23 (100.0) 2 (100.0) 34 (100.0) 2924 (100.0)
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表70 これまでの大麻の使用経験 (年齢群別) (%)

大麻使用経験 合計

ない 1年より前に この1年間に 無回答 度数 行 %

のみあった のみあった

15-19歳 152 (98.7) 1 (.6) 1 (.6) 0 (.0) 154 (100.0)

20-24歳 134 (97.8) 1 (.7) 0 (.0) 2 (1.5) 137 (100.0)

25-29歳 144 (97.3) 3 (2.0) 0 (.0) 1 (.7) 148 (100.0)

30-34歳 234 (99.2) 1 (.4) 1 (.4) 0 (.0) 236 (100.0)

35-39歳 234 (97.1) 5 (2.1) 0 (.0) 2 (.8) 241 (100.0)

40-44歳 250 (96.9) 6 (2.3) 0 (.0) 2 (.8) 258 (100.0)

45-49歳 238 (97.5) 1 (.4) 0 (.0) 5 (2.0) 244 (100.0)

50-54歳 253 (96.6) 4 (1.5) 0 (.0) 5 (1.9) 262 (100.0)

55-59歳 335 (99.4) 1 (.3) 0 (.0) 1 (.3) 337 (100.0)

60-64歳 267 (98.2) 0 (.0) 0 (.0) 5 (1.8) 272 (100.0)

65-69歳 218 (99.1) 0 (.0) 0 (.0) 2 (.9) 220 (100.0)

70歳以上 406 (97.8) 0 (.0) 0 (.0) 9 (2.2) 415 (100.0)

合計 286 (98.0) 23 (.8) 2 (.1) 34 (1.2) 2924 (100.0)

表71 覚せい剤を使っている人の人数の印象 (%)

男 女 全体

以前より増えている 416 (29.8) 566 (37.1) 982 (33.6)

85 (6.1) 70 (4.6) 156 (5.3)

変わらない 85 (6.1) 70 (4.6) 156 (5.3)

以前より減っている 20 (1.4) 8 (.5) 28 (1.0)

わからない 844 (60.5) 862 (56.5) 1706 (58.3)

無回答 31 (2.2) 21 (1.4) 52 (1.8)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表72 覚せい剤使用により精神病状態になりやすく、フラッシュバック現象があることを知って

いるか？ (%)

男 女 全体

知っている 1008 (72.2) 1148 (75.2) 2157 (73.8)

知らない 358 (25.6) 353 (23.1) 711 (24.3)

無回答 30 (2.1) 26 (1.7) 56 (1.9)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)
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表73 身近な人で、覚せい剤をこれまでに使用したことのある人を知っているか？ (%)

男 女 全体

知らない 1283 (91.9) 1442 (94.4) 2726 (93.2)

知っている 88 (6.3) 67 (4.4) 155 (5.3)

無回答 25 (1.8) 18 (1.2) 43 (1.5)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表74 身近な人で、覚せい剤をこれまでに使用したことのある人を知っているか？ (年齢群別) (%)

覚せい剤を使った人 合計

知らない 知っている 無回答 度数 列 %

15-19歳 151 (5.5) 3 (1.9) 0 (.0) 154 (5.3)

20-24歳 121 (4.4) 14 (9.0) 2 (4.7) 137 (4.7)

25-29歳 134 (4.9) 12 (7.7) 2 (4.7) 148 (5.1)

30-34歳 212 (7.8) 22 (14.2) 2 (4.7) 236 (8.1)

35-39歳 222 (8.1) 17 (11.0) 2 (4.7) 241 (8.2)

40-44歳 232 (8.5) 22 (14.2) 4 (9.3) 258 (8.8)

45-49歳 227 (8.3) 13 (8.4) 4 (9.3) 244 (8.3)

50-54歳 251 (9.2) 5 (3.2) 6 (14.0) 262 (9.0)

55-59歳 316 (11.6) 19 (12.3) 2 (4.7) 337 (11.5)

60-64歳 258 (9.5) 9 (5.8) 5 (11.6) 272 (9.3)

65-69歳 212 (7.8) 6 (3.9) 2 (4.7) 220 (7.5)

70歳以上 390 (14.3) 13 (8.4) 12 (27.9) 415 (14.2)

合計 2726 (100.0) 155 (100.0) 43 (100.0) 2924 (100.0)

表75 身近な人で、覚せい剤をこれまでに使用したことがある人を何人知っているか？ (%)

男 女 全体

1人 37 (39.8) 32 (47.8) 69 (43.1)

2人 21 (22.6) 14 (20.9) 35 (21.9)

3人 11 (11.8) 2 (3.0) 13 (8.1)

4人 3 (3.2) 1 (1.5) 4 (2.5)

5人 2 (2.2) 9 (13.4) 11 (6.9)

6人 2 (2.2) 1 (1.5) 3 (1.9)

10人 0 (0) 1 (1.5) 1 (.6)

12人 0 (0) 1 (1.5) 1 (.6)

15人 7 (7.5) 2 (3.0) 9 (5.6)

20人 1 (1.1) 0 (0) 1 (.6)

35人 1 (1.1) 0 (0) 1 (.6)

50人 1 (1.1) 0 (0) 1 (.6)

無回答 5 (5.4) 2 (3.0) 7 (4.4)

合計 88 (100.0) 68 (100.0) 156 (100.0)

平均±SD 3.46±6.24 2.95±5.14 3.23±5.76
n=76 n=62 n=138
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表76 身近な人で、覚せい剤をこの1年間に使った人を知っているか？ (%)

男 女 全体

知らない 1355 (97.1) 1503 (98.4) 2859 (97.8)

知っている 16 (1.1) 10 (.7) 26 (.9)

無回答 25 (1.8) 14 (.9) 39 (1.3)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表77 身近な人で、覚せい剤をこの1年間に使った人を知っているか？ (年齢群別) (%)

過去1年覚せい剤を使った人 合計

知らない 知っている 無回答 度数 列 %

15-19歳 151 (5.3) 3 (11.5) 0 (.0) 154 (5.3)

20-24歳 132 (4.6) 3 (11.5) 2 (5.1) 137 (4.7)

25-29歳 144 (5.0) 2 (7.7) 2 (5.1) 148 (5.1)

30-34歳 233 (8.1) 3 (11.5) 0 (.0) 236 (8.1)

35-39歳 237 (8.3) 2 (7.7) 2 (5.1) 241 (8.2)

40-44歳 252 (8.8) 4 (15.4) 2 (5.1) 258 (8.8)

45-49歳 238 (8.3) 1 (3.8) 5 (12.8) 244 (8.3)

50-54歳 256 (9.0) 1 (3.8) 5 (12.8) 262 (9.0)

55-59歳 334 (11.7) 2 (7.7) 1 (2.6) 337 (11.5)

60-64歳 268 (9.4) 0 (.0) 4 (10.3) 272 (9.3)

65-69歳 218 (7.6) 0 (.0) 2 (5.1) 220 (7.5)

70歳以上 396 (13.9) 5 (19.2) 14 (35.9) 415 (14.2)

合計 2859 (100.0) 26 (100.0) 39 (100.0) 2924 (100.0)

表78 身近な人で、覚せい剤をこの1年間に使った人を何人知っているか？ (%)

男 女 全体

1人 5 (31.3) 5 (50.0) 10 (38.5)

2人 4 (25.0) 2 (20.0) 6 (23.1)

5人 0 (.0) 1 (10.0) 1 (3.8)

6人 1 (6.3) 0 (.0) 1 (3.8)

30人 1 (6.3) 0 (.0) 1 (3.8)

無回答 5 (31.3) 2 (20.0) 7 (26.9)

合計 16 (100.0) 10 (100.0) 26 (100.0)

平均±SD 4.45±8.60 1.75±1.39 3.32±6.61

n=11 n=8 n=19

表79 覚せい剤使用にこれまでに誘われた経験 (覚せい剤生涯被誘惑経験) (%)

男 女 全体

ない 1352 (96.8) 1503 (98.4) 2856 (97.7)

1年より前にのみあった 18 (1.3) 8 (.5) 26 (.9)

1年より前にも、この1年にもあった 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)

この1年間にのみあった 4 (.3) 1 (.1) 5 (.2)

無回答 22 (1.6) 15 (1.0) 37 (1.3)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)



- 65 -

表80 覚せい剤使用にこれまでに誘われた経験 (覚せい剤生涯被誘惑経験) (年齢群別) (%)

覚せい剤使用に誘われた経験 合計

ない 1年より前に この１年間に 無回答 度数 列 %

のみあった のみあった

15-19歳 153 (5.4) 0 (.0) 1 (20.0) 0 (.0) 154 (5.3)

20-24歳 130 (4.6) 4 (15.4) 1 (20.0) 2 (5.4) 137 (4.7)

25-29歳 143 (5.0) 3 (11.5) 0 (.0) 2 (5.4) 148 (5.1)

30-34歳 228 (8.0) 7 (26.9) 0 (.0) 1 (2.7) 236 (8.1)

35-39歳 234 (8.2) 3 (11.5) 1 (20.0) 3 (8.1) 241 (8.2)

40-44歳 252 (8.8) 3 (11.5) 1 (20.0) 2 (5.4) 258 (8.8)

45-49歳 238 (8.3) 2 (7.7) 0 (.0) 4 (10.8) 244 (8.3)

50-54歳 256 (9.0) 0 (.0) 0 (.0) 6 (16.2) 262 (9.0)

55-59歳 332 (11.6) 3 (11.5) 0 (.0) 2 (5.4) 337 (11.5)

60-64歳 268 (9.4) 0 (.0) 0 (.0) 4 (10.8) 272 (9.3)

65-69歳 216 (7.6) 1 (3.8) 0 (.0) 3 (8.1) 220 (7.5)

70歳以上 406 (14.2) 0 (.0) 1 (20.0) 8 (21.6) 415 (14.2)

合計 2856 (100.0) 26 (100.0) 5 (100.0) 37 (100.0) 2924 (100.0)

表81 覚せい剤使用にこれまでに誘われた経験 (覚せい剤生涯被誘惑経験) (年齢群別) (%)

覚せい剤使用に誘われた経験 合計

ない 1年より前に この１年間に 無回答 度数 行 %

のみあった のみあった

15-19歳 153 (99.4) 0 (.0) 1 (.6) 0 (.0) 154 (100.0)

20-24歳 130 (94.9) 4 (2.9) 1 (.7) 2 (1.5) 137 (100.0)

25-29歳 143 (96.6) 3 (2.0) 0 (.0) 2 (1.4) 148 (100.0)

30-34歳 228 (96.6) 7 (3.0) 0 (.0) 1 (.4) 236 (100.0)

35-39歳 234 (97.1) 3 (1.2) 1 (.4) 3 (1.2) 241 (100.0)

40-44歳 252 (97.7) 3 (1.2) 1 (.4) 2 (.8) 258 (100.0)

45-49歳 238 (97.5) 2 (.8) 0 (.0) 4 (1.6) 244 (100.0)

50-54歳 256 (97.7) 0 (.0) 0 (.0) 6 (2.3) 262 (100.0)

55-59歳 332 (98.5) 3 (.9) 0 (.0) 2 (.6) 337 (100.0)

60-64歳 268 (98.5) 0 (.0) 0 (.0) 4 (1.5) 272 (100.0)

65-69歳 216 (98.2) 1 (.5) 0 (.0) 3 (1.4) 220 (100.0)

70歳以上 406 (97.8) 0 (.0) 1 (.2) 8 (1.9) 415 (100.0)

合計 2856 (97.7) 26 (.9) 5 (.2) 37 (1.3) 2924 (100.0)

表82 覚せい剤使用のこれまでの経験 (覚せい剤生涯経験) (%)

男 女 全体

ない 1368 (98.0) 1510 (98.9) 2879 (98.5)

1年より前にのみあった 8 (.6) 3 (.2) 11 (.4)

1年より前にも、この1年にもあった 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)

この1年間にのみあった 0 (.0) 1 (.1) 1 (.0)

無回答 20 (1.4) 13 (.9) 33 (1.1)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)
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表83 覚せい剤使用のこれまでの経験 (覚せい剤生涯経験) (年齢群別) (%)

覚せい剤使用経験 合計

ない 1年より前に この１年間に 無回答 度数 列 %

のみあった のみあった

15-19歳 154 (5.3) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 154 (5.3)

20-24歳 133 (4.6) 2 (18.2) 0 (.0) 2 (6.1) 137 (4.7)

25-29歳 145 (5.0) 1 (9.1) 0 (.0) 2 (6.1) 148 (5.1)

30-34歳 234 (8.1) 2 (18.2) 0 (.0) 0 (.0) 236 (8.1)

35-39歳 238 (8.3) 1 (9.1) 0 (.0) 2 (6.1) 241 (8.2)

40-44歳 254 (8.8) 2 (18.2) 0 (.0) 2 (6.1) 258 (8.8)

45-49歳 238 (8.3) 2 (18.2) 0 (.0) 4 (12.1) 244 (8.3)

50-54歳 257 (8.9) 0 (.0) 0 (.0) 5 (15.2) 262 (9.0)

55-59歳 335 (11.6) 1 (9.1) 0 (.0) 1 (3.0) 337 (11.5)

60-64歳 267 (9.3) 0 (.0) 0 (.0) 5 (15.2) 272 (9.3)

65-69歳 217 (7.5) 0 (.0) 1 (100.0) 2 (6.1) 220 (7.5)

70歳以上 407 (14.1) 0 (.0) 0 (.0) 8 (24.2) 415 (14.2)

合計 2879 (100.0) 11 (100.0) 1 (100.0) 33 (100.0) 2924 (100.0)

表84 覚せい剤使用のこれまでの経験 (覚せい剤生涯経験) (年齢群別) (%)

覚せい剤使用経験 合計

ない 1年より前に この１年間に 無回答 度数 行 %

のみあった のみあった

15-19歳 154 (100.0) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 154 (100.0)

20-24歳 133 (97.1) 2 (1.5) 0 (.0) 2 (1.5) 137 (100.0)

25-29歳 145 (98.0) 1 (.7) 0 (.0) 2 (1.4) 148 (100.0)

30-34歳 234 (99.2) 2 (.8) 0 (.0) 0 (.0) 236 (100.0)

35-39歳 238 (98.8) 1 (.4) 0 (.0) 2 (.8) 241 (100.0)

40-44歳 254 (98.4) 2 (.8) 0 (.0) 2 (.8) 258 (100.0)

45-49歳 238 (97.5) 2 (.8) 0 (.0) 4 (1.6) 244 (100.0)

50-54歳 257 (98.1) 0 (.0) 0 (.0) 5 (1.9) 262 (100.0)

55-59歳 335 (99.4) 1 (.3) 0 (.0) 1 (.3) 337 (100.0)

60-64歳 267 (98.2) 0 (.0) 0 (.0) 5 (1.8) 272 (100.0)

65-69歳 217 (98.6) 0 (.0) 1 (.5) 2 (.9) 220 (100.0)

70歳以上 407 (98.1) 0 (.0) 0 (.0) 8 (1.9) 415 (100.0)

合計 2879 (98.5) 11 (.4) 1 (.0) 33 (1.1) 2924 (100.0)

表85 ヘロイン使用者の人数の印象 (%)

男 女 全体

以前より増えている 254 (18.2) 316 (20.7) 570 (19.5)

変わらない 97 (6.9) 94 (6.2) 191 (6.5)

以前より減っている 38 (2.7) 16 (1.0) 54 (1.8)

わからない 956 (68.5) 1053 (69.0) 2010 (68.7)

無回答 51 (3.7) 48 (3.1) 99 (3.4)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)
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表86 身近な人で、ヘロインをこれまでに使ったことのある人を知っているか？ (%)

男 女 全体

知らない 1358 (97.3) 1502 (98.4) 2861 (97.8)

知っている 12 (.9) 5 (.3) 17 (.6)

無回答 26 (1.9) 20 (1.3) 46 (1.6)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表87 身近な人で、ヘロインをこれまでに使ったことのある人を知っているか？ (年齢群別) (%)

ヘロインを使った人 合計

知らない 知っている 無回答 度数 列 %

15-19歳 154 (5.4) 0 (.0) 0 (.0) 154 (5.3)

20-24歳 135 (4.7) 0 (.0) 2 (4.3) 137 (4.7)

25-29歳 146 (5.1) 0 (.0) 2 (4.3) 148 (5.1)

30-34歳 230 (8.0) 2 (11.8) 4 (8.7) 236 (8.1)

35-39歳 235 (8.2) 3 (17.6) 3 (6.5) 241 (8.2)

40-44歳 251 (8.8) 3 (17.6) 4 (8.7) 258 (8.8)

45-49歳 237 (8.3) 3 (17.6) 4 (8.7) 244 (8.3)

50-54歳 254 (8.9) 0 (.0) 8 (17.4) 262 (9.0)

55-59歳 333 (11.6) 3 (17.6) 1 (2.2) 337 (11.5)

60-64歳 264 (9.2) 3 (17.6) 5 (10.9) 272 (9.3)

65-69歳 217 (7.6) 0 (.0) 3 (6.5) 220 (7.5)

70歳以上 405 (14.2) 0 (.0) 10 (21.7) 415 (14.2)

合計 2861 (100.0) 17 (100.0) 46 (100.0) 2924 (100.0)

表88 身近な人で、ヘロインをこれまでに使ったことのある人を何人知っているか？ (%)

男 女 全体

1人 4 (33.3) 3 (60.0) 7 (41.2)

2人 2 (16.7) 1 (20.0) 3 (17.6)

3人 1 (8.3) 0 (.0) 1 (5.9)

10人 1 (8.3) 0 (.0) 1 (5.9)

20人 1 (8.3) 0 (.0) 1 (5.9)

無回答 3 (25.0) 1 (20.0) 4 (23.5)

合計 12 (100.0) 5 (100.0) 17 (100.0)

平均±SD 4.56±6.46 1.25±0.50 3.54±5.52

n=9 n=4 n=13

表89 身近な人で、ヘロインをこの1年間に使ったことのある人を知っているか？ (%)

男 女 全体

知らない 1374 (98.4) 1513 (99.1) 2888 (98.8)

知っている 1 (.1) 1 (.1) 2 (.1)

無回答 21 (1.5) 13 (.9) 34 (1.2)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)
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表90 身近な人で、ヘロインをこの1年間に使ったことのある人を知っているか？ (年齢群別) (%)

過去1年ヘロインを使った人 合計

知らない 知っている 無回答 度数 列 %

15-19歳 154 (5.3) 0 (.0) 0 (.0) 154 (5.3)

20-24歳 135 (4.7) 0 (.0) 2 (5.9) 137 (4.7)

25-29歳 146 (5.1) 0 (.0) 2 (5.9) 148 (5.1)

30-34歳 236 (8.2) 0 (.0) 0 (.0) 236 (8.1)

35-39歳 238 (8.2) 1 (50.0) 2 (5.9) 241 (8.2)

40-44歳 255 (8.8) 1 (50.0) 2 (5.9) 258 (8.8)

45-49歳 240 (8.3) 0 (.0) 4 (11.8) 244 (8.3)

50-54歳 257 (8.9) 0 (.0) 5 (14.7) 262 (9.0)

55-59歳 336 (11.6) 0 (.0) 1 (2.9) 337 (11.5)

60-64歳 268 (9.3) 0 (.0) 4 (11.8) 272 (9.3)

65-69歳 217 (7.5) 0 (.0) 3 (8.8) 220 (7.5)

70歳以上 406 (14.1) 0 (.0) 9 (26.5) 415 (14.2)

2888 (100.0) 2 (100.0) 34 (100.0) 2924 (100.0)

合計 2888 (100.0) 2 (100.0) 34 (100.0) 2924 (100.0)

表91 身近な人で、ヘロインをこの1年間に使ったことのある人を何人知っているか？ (%)

男 女 全体

1人 0 (.0) 1 (100.0) 1 (50.0)

無回答 1 (100.0) 0 (.0) 1 (50.0)

合計 1 (100.0) 1 (100.0) 2 (100.0)

表92 ヘロイン被誘惑経験 (%)

男 女 全体

ない 1367 (97.9) 1512 (99.0) 2880 (98.5)

1年より前にのみあった 5 (.4) 1 (.1) 6 (.2)

1年より前にも、この1年間にもあった 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)

この1年間にのみあった 1 (.1) 0 (.0) 1 (.0)

無回答 23 (1.6) 14 (.9) 37 (1.3)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)
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表93 ヘロイン被誘惑経験 (年齢群別) (%)

ヘロイン使用に誘われた経験 合計

ない 1年より前に この１年間に 無回答 度数 列 %

のみあった のみあった

15-19歳 154 (5.3) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 154 (5.3)

20-24歳 134 (4.7) 0 (.0) 0 (.0) 3 (8.1) 137 (4.7)

25-29歳 147 (5.1) 0 (.0) 0 (.0) 1 (2.7) 148 (5.1)

30-34歳 235 (8.2) 1 (16.7) 0 (.0) 0 (.0) 236 (8.1)

35-39歳 240 (8.3) 1 (16.7) 0 (.0) 0 (.0) 241 (8.2)

40-44歳 256 (8.9) 0 (.0) 0 (.0) 2 (5.4) 258 (8.8)

45-49歳 241 (8.4) 2 (33.3) 0 (.0) 1 (2.7) 244 (8.3)

50-54歳 258 (9.0) 0 (.0) 0 (.0) 4 (10.8) 262 (9.0)

55-59歳 332 (11.5) 0 (.0) 0 (.0) 5 (13.5) 337 (11.5)

60-64歳 268 (9.3) 0 (.0) 0 (.0) 4 (10.8) 272 (9.3)

65-69歳 217 (7.5) 2 (33.3) 0 (.0) 1 (2.7) 220 (7.5)

70歳以上 398 (13.8) 0 (.0) 1 (100.0) 16 (43.2) 415 (14.2)

合計 2880 (100.0) 6 (100.0) 1 (100.0) 37 (100.0) 2924 (100.0)

表94 ヘロイン被誘惑経験 (年齢群別) (%)

ヘロイン使用に誘われた経験 合計

ない 1年より前に この１年間に 無回答 度数 行 %

のみあった のみあった

15-19歳 154 (100.0) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 154 (100.0)

20-24歳 134 (97.8) 0 (.0) 0 (.0) 3 (2.2) 137 (100.0)

25-29歳 147 (99.3) 0 (.0) 0 (.0) 1 (.7) 148 (100.0)

30-34歳 235 (99.6) 1 (.4) 0 (.0) 0 (.0) 236 (100.0)

35-39歳 240 (99.6) 1 (.4) 0 (.0) 0 (.0) 241 (100.0)

40-44歳 256 (99.2) 0 (.0) 0 (.0) 2 (.8) 258 (100.0)

45-49歳 241 (98.8) 2 (.8) 0 (.0) 1 (.4) 244 (100.0)

50-54歳 258 (98.5) 0 (.0) 0 (.0) 4 (1.5) 262 (100.0)

55-59歳 332 (98.5) 0 (.0) 0 (.0) 5 (1.5) 337 (100.0)

60-64歳 268 (98.5) 0 (.0) 0 (.0) 4 (1.5) 272 (100.0)

65-69歳 217 (98.6) 2 (.9) 0 (.0) 1 (.5) 220 (100.0)

70歳以上 398 (95.9) 0 (.0) 1 (.2) 16 (3.9) 415 (100.0)

合計 2880 (98.5) 6 (.2) 1 (.0) 37 (1.3) 2924 (100.0)

表95 ヘロイン使用経験 (ヘロイン生涯経験) (%)

男 女 全体

ない 1371 (98.2) 1513 (99.1) 2885 (98.7)

1年より前にのみあった 2 (.1) 0 (.0) 2 (.1)

1年より前にも、この1年にもあった 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)

この1年間にのみあった 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)

無回答 23 (1.6) 14 (.9) 37 (1.3)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)
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表96 ヘロイン使用経験 (ヘロイン生涯経験) (年齢群別) (%)

ヘロイン使用経験 合計

ない 1年より前に 無回答 度数 列 %

のみあった

15-19歳 154 (5.3) 0 (.0) 0 (.0) 154 (5.3)

20-24歳 134 (4.6) 0 (.0) 3 (8.1) 137 (4.7)

25-29歳 147 (5.1) 0 (.0) 1 (2.7) 148 (5.1)

30-34歳 235 (8.1) 0 (.0) 1 (2.7) 236 (8.1)

35-39歳 241 (8.4) 0 (.0) 0 (.0) 241 (8.2)

40-44歳 257 (8.9) 0 (.0) 1 (2.7) 258 (8.8)

45-49歳 241 (8.4) 2 (100.0) 1 (2.7) 244 (8.3)

50-54歳 258 (8.9) 0 (.0) 4 (10.8) 262 (9.0)

55-59歳 332 (11.5) 0 (.0) 5 (13.5) 337 (11.5)

60-64歳 269 (9.3) 0 (.0) 3 (8.1) 272 (9.3)

65-69歳 219 (7.6) 0 (.0) 1 (2.7) 220 (7.5)

70歳以上 398 (13.8) 0 (.0) 17 (45.9) 415 (14.2)

合計 2885 (100.0) 2 (100.0) 37 (100.0) 2924 (100.0)

表97 ヘロイン使用経験 (ヘロイン生涯経験) (年齢群別) (%)

ヘロイン使用経験 合計

ない 1年より前に 無回答 度数 行 %

のみあった

15-19歳 154 (100.0) 0 (.0) 0 (.0) 154 (100.0)

20-24歳 134 (97.8) 0 (.0) 3 (2.2) 137 (100.0)

25-29歳 147 (99.3) 0 (.0) 1 (.7) 148 (100.0)

30-34歳 235 (99.6) 0 (.0) 1 (.4) 236 (100.0)

35-39歳 241 (100.0) 0 (.0) 0 (.0) 241 (100.0)

40-44歳 257 (99.6) 0 (.0) 1 (.4) 258 (100.0)

45-49歳 241 (98.8) 2 (.8) 1 (.4) 244 (100.0)

50-54歳 258 (98.5) 0 (.0) 4 (1.5) 262 (100.0)

55-59歳 332 (98.5) 0 (.0) 5 (1.5) 337 (100.0)

60-64歳 269 (98.9) 0 (.0) 3 (1.1) 272 (100.0)

65-69歳 219 (99.5) 0 (.0) 1 (.5) 220 (100.0)

70歳以上 398 (95.9) 0 (.0) 17 (4.1) 415 (100.0)

合計 2885 (98.7) 2 (.1) 37 (1.3) 2924 (100.0)
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表98 コカイン使用人数の印象 (%)

男 女 全体

以前より増えている 273 (19.6) 327 (21.4) 600 (20.5)

変わらない 104 (7.4) 89 (5.8) 193 (6.6)

以前より減っている 26 (1.9) 9 (.6) 35 (1.2)

わからない 958 (68.6) 1072 (70.2) 2031 (69.5)

無回答 35 (2.5) 30 (2.0) 65 (2.2)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表99 身近な人で、コカインをこれまでに使ったことのある人を知っているか？ (%)

男 女 全体

知らない 1354 (97.0) 1506 (98.6) 2861 (97.8)

知っている 17 (1.2) 1 (.1) 18 (.6)

無回答 25 (1.8) 20 (1.3) 45 (1.5)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表100 身近な人で、コカインをこれまでに使ったことのある人を知っているか？ (年齢群別) (%)

コカインを使った人 合計

知らない 知っている 無回答 度数 列 %

15-19歳 154 (5.4) 0 (.0) 0 (.0) 154 (5.3)

20-24歳 134 (4.7) 0 (.0) 3 (6.7) 137 (4.7)

25-29歳 144 (5.0) 3 (16.7) 1 (2.2) 148 (5.1)

30-34歳 234 (8.2) 1 (5.6) 1 (2.2) 236 (8.1)

35-39歳 234 (8.2) 7 (38.9) 0 (.0) 241 (8.2)

40-44歳 255 (8.9) 0 (.0) 3 (6.7) 258 (8.8)

45-49歳 240 (8.4) 1 (5.6) 3 (6.7) 244 (8.3)

50-54歳 257 (9.0) 1 (5.6) 4 (8.9) 262 (9.0)

55-59歳 330 (11.5) 2 (11.1) 5 (11.1) 337 (11.5)

60-64歳 268 (9.4) 1 (5.6) 3 (6.7) 272 (9.3)

65-69歳 218 (7.6) 0 (.0) 2 (4.4) 220 (7.5)

70歳以上 393 (13.7) 2 (11.1) 20 (44.4) 415 (14.2)

合計 2861 (100.0) 18 (100.0) 45 (100.0) 2924 (100.0)

表101 身近な人で、コカインをこれまでに使用した人を何人知っているか？ (%)

男 女 全体

1人 4 (23.5) 0 (.0) 4 (22.2)

2人 3 (17.6) 0 (.0) 3 (16.7)

3人 3 (17.6) 0 (.0) 3 (16.7)

4人 1 (5.9) 0 (.0) 1 (5.6)

20人 1 (5.9) 0 (.0) 1 (5.6)

無回答 5 (29.4) 1 (100.0) 6 (33.3)

合計 17 (100.0) 1 (100.0) 18 (100.0)

平均±SD 3.58±5.27 ---±--- 3.58±5.27

n=12 n=0 n=12
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表102 身近な人で、コカインをこの1年間に使った人を知っているか (%)

男 女 全体

知らない 1370 (98.1) 1509 (98.8) 2880 (98.5)

知っている 3 (.2) 0 (.0) 3 (.1)

無回答 23 (1.6) 18 (1.2) 41 (1.4)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表103 身近な人で、コカインをこの1年間に使った人を知っているか？ (年齢群別) (%)

過去1年コカインを使った人 合計

知らない 知っている 無回答 度数 列 %

15-19歳 154 (5.3) 0 (.0) 0 (.0) 154 (5.3)

20-24歳 134 (4.7) 0 (.0) 3 (7.3) 137 (4.7)

25-29歳 146 (5.1) 1 (33.3) 1 (2.4) 148 (5.1)

30-34歳 235 (8.2) 0 (.0) 1 (2.4) 236 (8.1)

35-39歳 239 (8.3) 2 (66.7) 0 (.0) 241 (8.2)

40-44歳 257 (8.9) 0 (.0) 1 (2.4) 258 (8.8)

45-49歳 240 (8.3) 0 (.0) 4 (9.8) 244 (8.3)

50-54歳 257 (8.9) 0 (.0) 5 (12.2) 262 (9.0)

55-59歳 332 (11.5) 0 (.0) 5 (12.2) 337 (11.5)

60-64歳 268 (9.3) 0 (.0) 4 (9.8) 272 (9.3)

65-69歳 218 (7.6) 0 (.0) 2 (4.9) 220 (7.5)

70歳以上 400 (13.9) 0 (.0) 15 (36.6) 415 (14.2)

合計 2880 (100.0) 3 (100.0) 41 (100.0) 2924 (100.0)

表104 身近な人で、コカインをこの1年間に使った人を何人知っているか？ (%)

男 女 全体

1人 2 (66.7) 0 (.0) 2 (66.7)

無回答 1 (33.3) 0 (.0) 1 (33.3)

合計 3 (100.0) 0 (.0) 3 (100.0)

表105 これまでにコカインに使用に誘われたことはあるか？ (コカイン生涯被誘惑経験) (%)

男 女 全体

ない 1366 (97.9) 1503 (98.4) 2870 (98.2)

1年より前にのみあった 5 (.4) 2 (.1) 7 (.2)

1年より前にも、この1年間にもあった 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)

この1年間にのみあった 1 (.1) 1 (.1) 2 (.1)

無回答 24 (1.7) 21 (1.4) 45 (1.5)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)
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表106 これまでにコカイン使用に誘われたことはあるか？ (コカイン生涯被誘惑経験) (年齢群別)

(%)

コカイン使用に誘われた経験 合計

ない 1年より前に この１年間に 無回答 度数 列 %

のみあった のみあった

15-19歳 154 (5.4) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 154 (5.3)

20-24歳 133 (4.6) 1 (14.3) 0 (.0) 3 (6.7) 137 (4.7)

25-29歳 144 (5.0) 2 (28.6) 0 (.0) 2 (4.4) 148 (5.1)

30-34歳 235 (8.2) 0 (.0) 1 (50.0) 0 (.0) 236 (8.1)

35-39歳 239 (8.3) 2 (28.6) 0 (.0) 0 (.0) 241 (8.2)

40-44歳 257 (9.0) 0 (.0) 0 (.0) 1 (2.2) 258 (8.8)

45-49歳 241 (8.4) 0 (.0) 0 (.0) 3 (6.7) 244 (8.3)

50-54歳 256 (8.9) 1 (14.3) 0 (.0) 5 (11.1) 262 (9.0)

55-59歳 331 (11.5) 0 (.0) 0 (.0) 6 (13.3) 337 (11.5)

60-64歳 268 (9.3) 0 (.0) 0 (.0) 4 (8.9) 272 (9.3)

65-69歳 217 (7.6) 0 (.0) 0 (.0) 3 (6.7) 220 (7.5)

70歳以上 395 (13.8) 1 (14.3) 1 (50.0) 18 (40.0) 415 (14.2)

合計 2870 (100.0) 7 (100.0) 2 (100.0) 45 (100.0) 2924 (100.0)

表107 これまでにコカイン使用に誘われたことはあるか？ (コカイン生涯被誘惑経験) (年齢群別)

(%)

コカイン使用に誘われた経験 合計

ない 1年より前に この１年間に 無回答 度数 行 %

のみあった のみあった

15-19歳 154 (100.0) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 154 (100.0)

20-24歳 133 (97.1) 1 (.7) 0 (.0) 3 (2.2) 137 (100.0)

25-29歳 144 (97.3) 2 (1.4) 0 (.0) 2 (1.4) 148 (100.0)

30-34歳 235 (99.6) 0 (.0) 1 (.4) 0 (.0) 236 (100.0)

35-39歳 239 (99.2) 2 (.8) 0 (.0) 0 (.0) 241 (100.0)

40-44歳 257 (99.6) 0 (.0) 0 (.0) 1 (.4) 258 (100.0)

45-49歳 241 (98.8) 0 (.0) 0 (.0) 3 (1.2) 244 (100.0)

50-54歳 256 (97.7) 1 (.4) 0 (.0) 5 (1.9) 262 (100.0)

55-59歳 331 (98.2) 0 (.0) 0 (.0) 6 (1.8) 337 (100.0)

60-64歳 268 (98.5) 0 (.0) 0 (.0) 4 (1.5) 272 (100.0)

65-69歳 217 (98.6) 0 (.0) 0 (.0) 3 (1.4) 220 (100.0)

70歳以上 395 (95.2) 1 (.2) 1 (.2) 18 (4.3) 415 (100.0)

合計 2870 (98.2) 7 (.2) 2 (.1) 45 (1.5) 2924 (100.0)



- 74 -

表108 コカイン使用経験 (%)

男 女 全体

ない 1371 (98.2) 1509 (98.8) 2881 (98.5)

1年より前にのみあった 3 (.2) 0 (.0) 3 (.1)

1年より前にも、この1年間にもあった 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)

この1年間にのみあった 0 (.0) 1 (.1) 1 (.0)

無回答 22 (1.6) 17 (1.1) 39 (1.3)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表109 コカイン使用経験 (年齢群別) (%)

コカイン使用経験 合計

ない 1年より前に この１年間に 無回答 度数 列 %

のみあった のみあった

15-19歳 154 (5.3) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 154 (5.3)

20-24歳 134 (4.7) 0 (.0) 0 (.0) 3 (7.7) 137 (4.7)

25-29歳 146 (5.1) 1 (33.3) 0 (.0) 1 (2.6) 148 (5.1)

30-34歳 235 (8.2) 0 (.0) 1 (100.0) 0 (.0) 236 (8.1)

35-39歳 241 (8.4) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 241 (8.2)

40-44歳 257 (8.9) 0 (.0) 0 (.0) 1 (2.6) 258 (8.8)

45-49歳 240 (8.3) 1 (33.3) 0 (.0) 3 (7.7) 244 (8.3)

50-54歳 258 (9.0) 0 (.0) 0 (.0) 4 (10.3) 262 (9.0)

55-59歳 332 (11.5) 0 (.0) 0 (.0) 5 (12.8) 337 (11.5)

60-64歳 269 (9.3) 0 (.0) 0 (.0) 3 (7.7) 272 (9.3)

65-69歳 218 (7.6) 0 (.0) 0 (.0) 2 (5.1) 220 (7.5)

70歳以上 397 (13.8) 1 (33.3) 0 (.0) 17 (43.6) 415 (14.2)

合計 2881 (100.0) 3 (100.0) 1 (100.0) 39 (100.0) 2924 (100.0)

表110 コカイン使用経験 (年齢群別) (%)

コカイン使用経験 合計

ない 1年より前に この１年間に 無回答 度数 行 (%)

のみあった のみあった

15-19歳 154 (100.0) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 154 (100.0)

20-24歳 134 (97.8) 0 (.0) 0 (.0) 3 (2.2) 137 (100.0)

25-29歳 146 (98.6) 1 (.7) 0 (.0) 1 (.7) 148 (100.0)

30-34歳 235 (99.6) 0 (.0) 1 (.4) 0 (.0) 236 (100.0)

35-39歳 241 (100.0) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 241 (100.0)

40-44歳 257 (99.6) 0 (.0) 0 (.0) 1 (.4) 258 (100.0)

45-49歳 240 (98.4) 1 (.4) 0 (.0) 3 (1.2) 244 (100.0)

50-54歳 258 (98.5) 0 (.0) 0 (.0) 4 (1.5) 262 (100.0)

55-59歳 332 (98.5) 0 (.0) 0 (.0) 5 (1.5) 337 (100.0)

60-64歳 269 (98.9) 0 (.0) 0 (.0) 3 (1.1) 272 (100.0)

65-69歳 218 (99.1) 0 (.0) 0 (.0) 2 (.9) 220 (100.0)

70歳以上 397 (95.7) 1 (.2) 0 (.0) 17 (4.1) 415 (100.0)

合計 2881 (98.5) 3 (.1) 1 (.0) 39 (1.3) 2924 (100.0)
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表111 MDMA使用人数の印象 (%)

男 女 全体

以前より増えている 223 (16.0) 267 (17.5) 490 (16.8)

変わらない 68 (4.9) 58 (3.8) 126 (4.3)

以前より減っている 7 (.5) 4 (.3) 11 (.4)

わからない 1068 (76.5) 1178 (77.1) 2247 (76.8)

無回答 30 (2.1) 20 (1.3) 50 (1.7)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表112 身近な人で、MDMAをこれまでに使ったことのある人を知っているか？ (%)

男 女 全体

知らない 1353 (96.9) 1494 (97.8) 2848 (97.4)

知っている 13 (.9) 8 (.5) 21 (.7)

無回答 30 (2.1) 25 (1.6) 55 (1.9)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表113 身近な人で、MDMAをこれまでに使ったことのある人を知っているか？ (年齢群別) (%)

MDMAを使った人 合計

知らない 知っている 無回答 度数 列 %

15-19歳 153 (5.4) 0 (.0) 1 (1.8) 154 (5.3)

20-24歳 130 (4.6) 4 (19.0) 3 (5.5) 137 (4.7)

25-29歳 144 (5.1) 3 (14.3) 1 (1.8) 148 (5.1)

30-34歳 230 (8.1) 3 (14.3) 3 (5.5) 236 (8.1)

35-39歳 238 (8.4) 3 (14.3) 0 (.0) 241 (8.2)

40-44歳 254 (8.9) 2 (9.5) 2 (3.6) 258 (8.8)

45-49歳 241 (8.5) 1 (4.8) 2 (3.6) 244 (8.3)

50-54歳 256 (9.0) 1 (4.8) 5 (9.1) 262 (9.0)

55-59歳 328 (11.5) 2 (9.5) 7 (12.7) 337 (11.5)

60-64歳 269 (9.4) 0 (.0) 3 (5.5) 272 (9.3)

65-69歳 213 (7.5) 1 (4.8) 6 (10.9) 220 (7.5)

70歳以上 392 (13.8) 1 (4.8) 22 (40.0) 415 (14.2)

合計 2848 (100.0) 21 (100.0) 55 (100.0) 2924 (100.0)

表114 身近な人で、MDMAをこれまでに使用した人を何人知っているか？ (%)

男 女 全体

1人 4 (30.8) 5 (62.5) 9 (42.9)

2人 2 (15.4) 1 (12.5) 3 (14.3)

3人 0 (.0) 1 (12.5) 1 (4.8)

5人 1 (7.7) 0 (.0) 1 (4.8)

20人 1 (7.7) 0 (.0) 1 (4.8)

無回答 5 (38.5) 1 (12.5) 6 (28.6)

合計 13 (100.0) 8 (100.0) 21 (100.0)

平均±SD 4.13±6.56 1.43±0.79 2.87±4.87
n=8 n=7 n=15
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表115 身近な人で、MDMAをこの1年間に使ったことのある人を知っているか？ (%)

男 女 全体

知らない 1365 (97.8) 1506 (98.6) 2872 (98.2)

知っている 4 (.3) 1 (.1) 5 (.2)

無回答 27 (1.9) 20 (1.3) 47 (1.6)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表116 身近な人で、MDMAをこの1年間に使ったことのある人を知っているか？ (年代別) (%)

過去1年MDMAを使った人 合計

知らない 知っている 無回答 度数 列 %

15-19歳 153 (5.3) 0 (.0) 1 (2.1) 154 (5.3)

20-24歳 133 (4.6) 1 (20.0) 3 (6.4) 137 (4.7)

25-29歳 147 (5.1) 0 (.0) 1 (2.1) 148 (5.1)

30-34歳 235 (8.2) 0 (.0) 1 (2.1) 236 (8.1)

35-39歳 239 (8.3) 2 (40.0) 0 (.0) 241 (8.2)

40-44歳 255 (8.9) 1 (20.0) 2 (4.3) 258 (8.8)

45-49歳 242 (8.4) 0 (.0) 2 (4.3) 244 (8.3)

50-54歳 258 (9.0) 0 (.0) 4 (8.5) 262 (9.0)

55-59歳 329 (11.5) 1 (20.0) 7 (14.9) 337 (11.5)

60-64歳 269 (9.4) 0 (.0) 3 (6.4) 272 (9.3)

65-69歳 213 (7.4) 0 (.0) 7 (14.9) 220 (7.5)

70歳以上 399 (13.9) 0 (.0) 16 (34.0) 415 (14.2)

合計 2872 (100.0) 5 (100.0) 47 (100.0) 2924 (100.0)

表117 MDMAをこの1年間に使用した人を何人知っているか？ (%)

男 女 全体

1人 1 (25.0) 1 (100.0) 2 (40.0)

無回答 3 (75.0) 0 (.0) 3 (60.0)

合計 4 (100.0) 1 (100.0) 5 (100.0)

表118 MDMA使用に誘われた経験 (MDMA被誘惑経験) (%)

男 女 全体

ない 1361 (97.5) 1502 (98.4) 2864 (97.9)

1年より前にのみあった 6 (.4) 3 (.2) 9 (.3)

1年より前にも、この1年間にもあった 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)

この1年間にのみあった 2 (.1) 1 (.1) 3 (.1)

無回答 27 (1.9) 21 (1.4) 48 (1.6)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)
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表119 MDMA使用に誘われた経験 (MDMA被誘惑経験) (年齢群別) (%)

MDMA使用に誘われた経験 合計

ない 1年より前に この1年間に 無回答 度数 列 %

のみあった のみあった

15-19歳 154 (100.0) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 154 (5.3)

20-24歳 133 (97.1) 0 (.0) 1 (33.3) 3 (6.3) 137 (4.7)

25-29歳 145 (98.0) 1 (.7) 1 (33.3) 1 (2.1) 148 (5.1)

30-34歳 233 (98.7) 2 (.8) 0 (.0) 1 (2.1) 236 (8.1)

35-39歳 240 (99.6) 1 (.4) 0 (.0) 0 (.0) 241 (8.2)

40-44歳 256 (99.2) 1 (.4) 0 (.0) 1 (2.1) 258 (8.8)

45-49歳 240 (98.4) 1 (.4) 1 (33.3) 2 (4.2) 244 (8.3)

50-54歳 257 (98.1) 1 (.4) 0 (.0) 4 (8.3) 262 (9.0)

55-59歳 331 (98.2) 0 (.0) 0 (.0) 6 (12.5) 337 (11.5)

60-64歳 269 (98.9) 0 (.0) 0 (.0) 3 (6.3) 272 (9.3)

65-69歳 211 (95.9) 1 (.5) 0 (.0) 8 (16.7) 220 (7.5)

70歳以上 395 (95.2) 1 (.2) 0 (.0) 19 (39.6) 415 (14.2)

合計 2864 (97.9) 9 (.3) 3 (100.0) 48 (100.0) 2924 (100.0)

表120 MDMA使用に誘われた経験 (MDMA被誘惑経験) (年齢群別) (%)

MDMA使用に誘われた経験 合計

ない 1年より前に この1年間に 無回答 度数 行 %

のみあった のみあった

15-19歳 154 (100.0) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 154 (100.0)

20-24歳 133 (97.1) 0 (.0) 1 (.7) 3 (2.2) 137 (100.0)

25-29歳 145 (98.0) 1 (.7) 1 (.7) 1 (.7) 148 (100.0)

30-34歳 233 (98.7) 2 (.8) 0 (.0) 1 (.4) 236 (100.0)

35-39歳 240 (99.6) 1 (.4) 0 (.0) 0 (.0) 241 (100.0)

40-44歳 256 (99.2) 1 (.4) 0 (.0) 1 (.4) 258 (100.0)

45-49歳 240 (98.4) 1 (.4) 1 (.4) 2 (.8) 244 (100.0)

50-54歳 257 (98.1) 1 (.4) 0 (.0) 4 (1.5) 262 (100.0)

55-59歳 331 (98.2) 0 (.0) 0 (.0) 6 (1.8) 337 (100.0)

60-64歳 269 (98.9) 0 (.0) 0 (.0) 3 (1.1) 272 (100.0)

65-69歳 211 (95.9) 1 (.5) 0 (.0) 8 (3.6) 220 (100.0)

70歳以上 395 (95.2) 1 (.2) 0 (.0) 19 (4.6) 415 (100.0)

合計 2864 (97.9) 9 (.3) 3 (.1) 48 (1.6) 2924 (100.0)

表121 MDMA使用経験 (%)

男 女 全体

ない 1365 (97.8) 1504 (98.5) 2870 (98.2)

1年より前にのみあった 3 (.2) 1 (.1) 4 (.1)

1年より前にも、この1年間にもあった 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)

この1年間にのみあった 1 (.1) 0 (.0) 1 (.0)

無回答 27 (1.9) 22 (1.4) 49 (1.7)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)
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表122 MDMA使用経験 (年齢群別) (%)

MDMA使用経験 合計

ない 1年より前に この1年間に 無回答 度数 列 %

のみあった のみあった

15-19歳 154 (5.4) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 154 (5.3)

20-24歳 133 (4.6) 0 (.0) 0 (.0) 4 (8.2) 137 (4.7)

25-29歳 147 (5.1) 0 (.0) 0 (.0) 1 (2.0) 148 (5.1)

30-34歳 234 (8.2) 0 (.0) 0 (.0) 2 (4.1) 236 (8.1)

35-39歳 240 (8.4) 1 (25.0) 0 (.0) 0 (.0) 241 (8.2)

40-44歳 257 (9.0) 0 (.0) 0 (.0) 1 (2.0) 258 (8.8)

45-49歳 240 (8.4) 1 (25.0) 1 (100.0) 2 (4.1) 244 (8.3)

50-54歳 257 (9.0) 1 (25.0) 0 (.0) 4 (8.2) 262 (9.0)

55-59歳 330 (11.5) 0 (.0) 0 (.0) 7 (14.3) 337 (11.5)

60-64歳 269 (9.4) 0 (.0) 0 (.0) 3 (6.1) 272 (9.3)

65-69歳 211 (7.4) 1 (25.0) 0 (.0) 8 (16.3) 220 (7.5)

70歳以上 398 (13.9) 0 (.0) 0 (.0) 17 (34.7) 415 (14.2)

合計 2870 (100.0) 4 (100.0) 1 (100.0) 49 (100.0) 2924 (100.0)

表123 MDMA使用経験 (年齢群別) (%)

MDMA使用経験 合計

ない 1年より前に この1年間に 無回答 度数 行 %

のみあった のみあった

15-19歳 154 (100.0) 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0) 154 (100.0)

20-24歳 133 (97.1) 0 (.0) 0 (.0) 4 (2.9) 137 (100.0)

25-29歳 147 (99.3) 0 (.0) 0 (.0) 1 (.7) 148 (100.0)

30-34歳 234 (99.2) 0 (.0) 0 (.0) 2 (.8) 236 (100.0)

35-39歳 240 (99.6) 1 (.4) 0 (.0) 0 (.0) 241 (100.0)

40-44歳 257 (99.6) 0 (.0) 0 (.0) 1 (.4) 258 (100.0)

45-49歳 240 (98.4) 1 (.4) 1 (.4) 2 (.8) 244 (100.0)

50-54歳 257 (98.1) 1 (.4) 0 (.0) 4 (1.5) 262 (100.0)

55-59歳 330 (97.9) 0 (.0) 0 (.0) 7 (2.1) 337 (100.0)

60-64歳 269 (98.9) 0 (.0) 0 (.0) 3 (1.1) 272 (100.0)

65-69歳 211 (95.9) 1 (.5) 0 (.0) 8 (3.6) 220 (100.0)

70歳以上 398 (95.9) 0 (.0) 0 (.0) 17 (4.1) 415 (100.0)

合計 2870 (98.2) 4 (.1) 1 (.0) 49 (1.7) 2924 (100.0)

表124 有機溶剤の入手 (%)

男 女 全体

絶対不可能 282 (20.2) 638 (41.8) 920 (31.5)

ほとんど不可能 198 (14.2) 221 (14.5) 419 (14.3)

少々苦労するがなんとか手に入る 265 (19.0) 243 (15.9) 509 (17.4)

簡単に手に入る 563 (40.3) 338 (22.1) 901 (30.8)

無回答 88 (6.3) 87 (5.7) 175 (6.0)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)
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表125 大麻の入手 (%)

男 女 全体

絶対不可能 715 (51.2) 1070 (70.1) 1785 (61.0)

ほとんど不可能 397 (28.4) 240 (15.7) 638 (21.8)

少々苦労するがなんとか手に入る 156 (11.2) 120 (7.9) 276 (9.4)

簡単に手に入る 45 (3.2) 29 (1.9) 74 (2.5)

無回答 83 (5.9) 68 (4.5) 151 (5.2)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表126 覚せい剤の入手 (%)

男 女 全体

絶対不可能 737 (52.8) 1098 (71.9) 1835 (62.8)

ほとんど不可能 396 (28.4) 212 (13.9) 609 (20.8)

少々苦労するがなんとか手に入る 144 (10.3) 118 (7.7) 262 (9.0)

簡単に手に入る 40 (2.9) 29 (1.9) 69 (2.4)

無回答 79 (5.7) 70 (4.6) 149 (5.1)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表127 ヘロインの入手 (%)

男 女 全体

絶対不可能 767 (54.9) 1111 (72.8) 1878 (64.2)

ほとんど不可能 394 (28.2) 215 (14.1) 610 (20.9)

少々苦労するがなんとか手に入る 131 (9.4) 108 (7.1) 239 (8.2)

簡単に手に入る 26 (1.9) 22 (1.4) 48 (1.6)

無回答 78 (5.6) 71 (4.6) 149 (5.1)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表128 コカインの入手 (%)

男 女 全体

絶対不可能 764 (54.7) 1114 (73.0) 1878 (64.2)

ほとんど不可能 392 (28.1) 212 (13.9) 605 (20.7)

少々苦労するがなんとか手に入る 132 (9.5) 110 (7.2) 242 (8.3)

簡単に手に入る 28 (2.0) 19 (1.2) 47 (1.6)

無回答 80 (5.7) 72 (4.7) 152 (5.2)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表129 MDMAの入手 (%)

男 女 全体

絶対不可能 764 (54.7) 1116 (73.1) 1880 (64.3)

ほとんど不可能 387 (27.7) 211 (13.8) 599 (20.5)

少々苦労するがなんとか手に入る 133 (9.5) 104 (6.8) 237 (8.1)

簡単に手に入る 29 (2.1) 25 (1.6) 54 (1.8)

無回答 83 (5.9) 71 (4.6) 154 (5.3)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)
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表130 大麻を吸うことについてどう思うか？ (%)

男 女 全体

法律以前にすべきではない 1121 (80.3) 1355 (88.7) 2477 (84.7)

法律で禁止されているからすべきではない 151 (10.8) 70 (4.6) 221 (7.6)

法律で禁止されているがかまわない 3 (.2) 2 (.1) 5 (.2)

法律で決める必要はなく個人の自由 33 (2.4) 21 (1.4) 54 (1.8)

大麻の害を知らないから判断できない 51 (3.7) 40 (2.6) 91 (3.1)

無回答 37 (2.7) 39 (2.6) 76 (2.6)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表131 覚せい剤を使用することについてどう思うか？ (%)

男 女 全体

法律以前にすべきではない 1183 (84.7) 1392 (91.2) 2576 (88.1)

法律で禁止されているからすべきではない 116 (8.3) 52 (3.4) 168 (5.7)

法律で禁止されているがかまわない 1 (.1) 0 (.0) 1 (.0)

法律で決める必要はなく個人の自由 21 (1.5) 16 (1.0) 37 (1.3)

覚せい剤の害を知らないから判断できない 37 (2.7) 30 (2.0) 67 (2.3)

無回答 38 (2.7) 37 (2.4) 75 (2.6)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表132 マジック・マッシュルームが毒キノコだということを知っているか？ (%)

男 女 全体

知らなかった 979 (70.1) 1151 (75.4) 2131 (72.9)

知っていた 392 (28.1) 344 (22.5) 736 (25.2)

無回答 25 (1.8) 32 (2.1) 57 (1.9)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)

表133 この1年間に受診した科 (複数回答) (%)

男 女 全体

どこにも受診していない 199 (14.3) 148 (9.7) 347 (11.9)

1年間に受診（内科） 774 (55.4) 911 (59.7) 1686 (57.7)

1年間に受診（神経科・精神科） 23 (1.6) 23 (1.5) 46 (1.6)

1年間に受診（神経内科） 20 (1.4) 25 (1.6) 45 (1.5)

1年間に受診（外科） 151 (10.8) 133 (8.7) 284 (9.7)

1年間に受診（整形外科） 252 (18.1) 304 (19.9) 557 (19.0)

1年間に受診（皮膚科） 178 (12.8) 248 (16.2) 426 (14.6)

1年間に受診（脳神経外科） 49 (3.5) 55 (3.6) 104 (3.6)

1年間に受診（泌尿器科） 86 (6.2) 41 (2.7) 127 (4.3)

1年間に受診（産婦人科） 2 (.1) 244 (16.0) 246 (8.4)

1年間に受診（眼科） 273 (19.6) 413 (27.0) 686 (23.5)

1年間に受診（歯科） 512 (36.7) 594 (38.9) 1106 (37.8)

1年間に受診（耳鼻咽頭科） 166 (11.9) 260 (17.0) 426 (14.6)

1年間に受診（心療内科） 10 (.7) 16 (1.0) 26 (.9)

1年間に受診（その他） 20 (1.4) 20 (1.3) 40 (1.4)

1年間に受診（無回答） 22 (1.6) 24 (1.6) 46 (1.6)

合計 1396 (100.0) 1527 (100.0) 2924 (100.0)
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表134 薬物使用 (医薬品も含めて) が原因で、これまでに受診したことのある科 (複数回答) (%)

男 女 全体

どこにも受診していない 1240 (88.8) 1319 (86.4) 2560 (87.6)

薬物で受診（内科） 61 (4.4) 103 (6.7) 164 (5.6)

薬物で受診（神経科・精神科） 2 (.1) 2 (.1) 4 (.1)

薬物で受診（神経内科） 3 (.2) 3 (.2) 6 (.2)

薬物で受診（外科） 16 (1.1) 10 (.7) 26 (.9)

薬物で受診（整形外科） 18 (1.3) 20 (1.3) 38 (1.3)

薬物で受診（皮膚科） 24 (1.7) 37 (2.4) 61 (2.1)

薬物で受診（脳神経外科） 2 (.1) 4 (.3) 6 (.2)

薬物で受診（泌尿器科） 1 (.1) 1 (.1) 2 (.1)

薬物で受診（産婦人科） 0 (.0) 11 (.7) 11 (.4)

薬物で受診（眼科） 9 (.6) 25 (1.6) 34 (1.2)

薬物で受診（歯科） 27 (1.9) 22 (1.4) 49 (1.7)

薬物で受診（耳鼻咽頭科） 8 (.6) 12 (.8) 20 (.7)

薬物で受診（心療内科） 2 (.1) 3 (.2) 5 (.2)

薬物で受診（その他） 3 (.2) 1 (.1) 4 (.1)

薬物で受診（無回答） 51 (3.7) 58 (3.8) 109 (3.7)

合計 1396 (100.0) 1526 (100.0) 2923 (100.0)
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表135 聞いたことのある違法ドラッグ名 (複数回答) (%)

男 女 全体

違法ドラッグ（ケタミン） 87 (36.4) 73 (34.8) 160 (35.6)

違法ドラッグ（メチロン） 18 (7.5) 17 (8.1) 35 (7.8)

違法ドラッグ（ラッシュ） 115 (48.1) 91 (43.3) 206 (45.9)

違法ドラッグ（AMT） 10 (4.2) 1 (.5) 11 (2.4)

違法ドラッグ（BDB） 4 (1.7) 2 (1.0) 6 (1.3)

違法ドラッグ（DIPT） 5 (2.1) 2 (1.0) 7 (1.6)

違法ドラッグ（DPT） 7 (2.9) 7 (3.3) 14 (3.1)

違法ドラッグ（HMDMA） 13 (5.4) 4 (1.9) 17 (3.8)

違法ドラッグ（MBDB） 6 (2.5) 1 (.5) 7 (1.6)

違法ドラッグ（MBZP） 5 (2.1) 2 (1.0) 7 (1.6)

違法ドラッグ（MIPT） 5 (2.1) 0 (.0) 5 (1.1)

違法ドラッグ（MMDA―2） 8 (3.3) 1 (.5) 9 (2.0)

違法ドラッグ（PMMA） 3 (1.3) 2 (1.0) 5 (1.1)

違法ドラッグ（TMA―2） 1 (.4) 1 (.5) 2 (.4)

違法ドラッグ（TMA―6） 2 (.8) 1 (.5) 3 (.7)

違法ドラッグ（2C―C） 1 (.4) 0 (.0) 1 (.2)

違法ドラッグ（2C―E） 2 (.8) 0 (.0) 2 (.4)

違法ドラッグ（2C―I） 2 (.8) 0 (.0) 2 (.4)

違法ドラッグ（2C―T―2） 2 (.8) 0 (.0) 2 (.4)

違法ドラッグ（2C―T―4） 1 (.4) 0 (.0) 1 (.2)

違法ドラッグ（2C―T―7） 1 (.4) 0 (.0) 1 (.2)

違法ドラッグ（3CPP） 2 (.8) 2 (1.0) 4 (.9)

違法ドラッグ（4―AcO―DIPT） 2 (.8) 0 (.0) 2 (.4)

違法ドラッグ（4FMP） 1 (.4) 1 (.5) 2 (.4)

違法ドラッグ（4MPP） 2 (.8) 0 (.0) 2 (.4)

違法ドラッグ（4―OH―DIPT） 1 (.4) 0 (.0) 1 (.2)

違法ドラッグ（5―MeO―AMT） 2 (.8) 0 (.0) 2 (.4)

違法ドラッグ（5―MeO―DALT） 2 (.8) 0 (.0) 2 (.4)

違法ドラッグ（5―MeO―DET） 2 (.8) 0 (.0) 2 (.4)

違法ドラッグ（5―MeO―DIPT） 2 (.8) 0 (.0) 2 (.4)

違法ドラッグ（5―MeO―DMT） 2 (.8) 1 (.5) 3 (.7)

違法ドラッグ（5―MeO―DPT） 1 (.4) 1 (.5) 2 (.4)

違法ドラッグ（5―MeO―MIPT） 1 (.4) 0 (.0) 1 (.2)

違法ドラッグ（すべて知らない） 0 (.0) 0 (.0) 0 (.0)

違法ドラッグ（無回答） 68 (28.5) 63 (30.0) 131 (29.2)

合計 239 (100.0) 210 (100.0) 449 (100.0)



飲酒・喫煙・くすりの使用についてのアンケート調査

ご協力へのお願い

国立精神･神経センター 精神保健研究所 薬物依存研究部は、薬物の使用（飲酒・喫煙・くすりの

使用）状況、乱用実態などを調査し、薬物使用および乱用に対する対策のための基礎資料作りを行っ

ている厚生労働省の研究機関です。

このたび、全国にお住まいの15歳以上の方、5,000人に、薬物の使用実態をおたずねすることにな

りました。この調査は、平成7年より行っており今回で7回目となります。お忙しいところ、突然で恐

縮ですが、ご協力いただきますようお願い申しあげます。

調査のために、あなた様をお訪ね致しました調査員は、当研究所より委託しました、世論調査・統

計調査の専門機関である社団法人 新情報センターの調査員です。

以下の方法により、あなた様の個人情報が漏れることはありません。

○ あなた様をお訪ねしたのは、お住まいの区役所・市役所等へ住民基本台帳の閲覧を申請し、そこ

から無作為(くじ引きと同じ)に調査対象者として選ばせて頂いた結果で、あなた様を特定したもの

ではありません。

○ お訪ねした調査員は、あなた様の住所・氏名を存じあげた上でお訪ねしましたが、後日、回収に

お伺いし調査用紙を受け取る際には、回収用封筒に入れられた調査用紙を受け取るだけですので、

あなた様の回答内容を知ることはできません。

○ 調査終了後、住民基本台帳から知り得た、あなた様の住所・氏名等の個人情報は速やかに裁断処

理いたします。

○ 調査結果の分析は、当研究部にて行いますが、当研究部ではどの調査用紙がどの方のものか特定

することはできません。したがいまして、あなた様の個人情報が漏れることはありません。

○ 本調査用紙は無記名であり、また個人を特定するような項目はありません。

調査の趣旨をご理解いただきまして、ご協力頂けますようお願い申し上げます。

なお、本調査につきまして、ご意見、ご質問等がございましたら、下記の(社)新情報センターまで

お問合わせ下さいますようお願い致します。

(些少ですが調査員に粗品を持参させました。ご笑納下さい。)

ご記入に際してのお願い

1)ご記入は、エンピツ、または黒・青のボールペンでお願いします。

2)回答は、あなたの気持ち・考え・実情に最も近いものの番号を○印で囲んで下さい。

必要に応じて、（ ）内にご記入下さい。

3)その他、ご記入上おわかりにならない点などがありましたら、調査員におたずねになるか、下

記の（社）新情報センターまでお問い合わせ下さい。

回収日時

月 日 時頃に、回収にお伺いします。それまでにご記入の上、回収用封筒に入れて、

調査員にお渡し下さいますようお願い申しあげます。

平成19年9月 ＜調査企画＞ ＜調査実施機関＞

国立精神・神経センター 社団法人 新情報センター

精神保健研究所 東京都渋谷区恵比寿1-13-6

薬物依存研究部 TEL: (0120)78-5231(平日9:00～17:00)

担当: 小川、横田 http://www.sjc.or.jp
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【あなたご自身について、おたずねします。】

問１ 性別を教えて下さい。（○は１つ）

1．男性 2．女性

問２ 年齢は何歳（満）ですか？（ ）内にご記入ください。 （ ）歳

問３ （中退も含めて）最後に出られた学校は、次のどれにあたりますか？
（○は１つ）（在学中の方は、現在の学校を選んで下さい）

1．小学校（尋常小学校も含む） 5．高等学校（旧制中学校･高女も含む）

2．中学校（尋常高等小学校も含む） 6．短大･大学以上（旧制高等学校も含む）

3．専門学校（中卒後） 7．その他

4．専門学校（高校中退後、ないしは高卒後）

問４ あなたは、現在、学生･専業主婦･パートタイム･アルバイトなどを含めて、以下のどれに該当

しますか？（○は１つ）（学生で、働いている方は、学生の中から自分に該当するものを選んで下さい。）

学生

1．中学生 2．高校生 3．予備校生 4．専門学校･各種学校生徒 5．短大生･大学生･大学院生
(含：自宅浪人生）

自営業種、家族従業員

10．農林漁業の自営者

11．商店主（小売業･卸売店の店主など）

12．工場主（製造工場･自動車整備工場･印刷工場主など）

13．土木建設業種（工務店主など）

14．医療関係業種（病院経営、薬局･薬店主など）

15．サービス業事業主（旅館主、喫茶店主、理･美容店主、クリーニング店主、運送店主など）

16．その他の事業主（弁護士･会計士事務所経営、宗教家、プロスポーツ選手など）

勤め人

17．販売従業者（販売店員、外交員、行商人、セールスマンなど）

18．保安従業者（警察官、消防士･自衛官、守衛･管理人･ガードマンなど）

19．運輸従業者（運転手、機関士･車掌など）

20．通信従事者（電話交換手、通信士など）

21．サービス業従事者（ウエイター、ホステス、家政婦、ガイドなど）

22．技能職従事者（理容師、美容師、調理師など）

23．土木建築業従事者（大工、とび職、土工、左官、配管工、その他建設作業者など）

24．工場労働者、工業作業者（洋服仕立て工、印刷工、板金工、自動車修理工、旋盤工､メッキ工など）

25．その他の労務従事者（採鉱員、荷役作業員、清掃員など）

26．専務従事者（事務系会社員、事務系公務員、タイピスト、記者など）

27．管理的職業（課長以上の公務員、民間会社の部長以上など）

28．医療職従事者（医師、看護師、薬剤師など）

29．その他の専門･技術職従事者（技術者、弁護士、教師、研究者など）

30．専業主婦・専業主夫

31．無 職

32．その他（具体的に： ）
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【あなたの飲酒習慣について、おたずねします。】

問５ これまでに、一回でも飲酒したことがありますか？

(ない方は「1．」を、ある方は、飲酒したことのある機会すべてに○をして下さい。)

※この調査で言う飲酒には、梅酒など、アルコールが入ったものすべてを含みます。
また、「飲む」とは、「なめる」「口をつける」も含めます。

1．一度も飲酒したことがない 7．家での食事や団らんで

2．冠婚葬祭時（正月や各種儀式も含める） 8．外での家族との食事や団らんで

3．仕事や商売上の必要で 10．仕事や職場でいやなことがあったとき

4．上司とのつきあいで 11．家の中でおもしろくないことがあったとき

5．友人･同僚とのつきあいで 12．寝る前に

6．その他のつきあいで 13．その他(具体的に: )

問６ あなたが、｢いたずら｣を含めて、初めてアルコールを口にしたのはいつ頃ですか？（○は１つ）

1．これまでに一度も飲酒したことがない 4．中学校時代 7．20歳以降

2. 小学校以前 5．中卒後～17歳

3．小学校時代 6．18歳～19歳

問７ あなたが、それなりに飲酒をするようになったのはいつ頃からですか？（○は１つ）

※「それなりに飲酒をする」とは、一回の飲酒の量にかかわらず、「月に1回以上、飲酒すること」を指し
ます。

1．これまでに一度も飲酒したことがない 4．小学校時代 7．18歳～19歳

2. それなりに飲酒するまでには至ったことがない 5．中学校時代 8．20歳以降

3．小学校以前 6．中卒後～17歳

問８ この一年間に、一回でも飲酒したことがありますか？

(ない方は「1．」を、ある方は、飲酒したことのある機会すべてに○をして下さい。)

1．一度も飲酒したことがない 7．家での食事や団らんで

2．冠婚葬祭時 8．外での家族との食事や団らんで

3．仕事や商売上の必要で 10．仕事や職場でいやなことがあったとき

4．上司とのつきあいで 11．家の中でおもしろくないことがあったとき

5．友人･同僚とのつきあいで 12．寝る前に

6．その他のつきあいで 13．その他(具体的に: )

問９ この一年間の飲酒頻度は、以下のどれに該当しますか？（○は１つ）

1．この1年間で、一度も飲んでいない

2．この1年間で、数回飲んだ（年間5回以内）

3．2ヶ月に1回程度、飲んだ（年間約6～11回）

4．月に1～2回程度、飲んだ（年間約12～24回）

5．月に数回程度、飲んだ（年間約25～51回）

6．週に1～2回程度、飲んでいる

7．週に3～6回程度、飲んでいる

8．ほとんど毎日、飲んでいる
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問10 現在のあなたは、禁酒に関してどれに該当しますか？（○は１つ）

1．そもそも、これまでに一度も飲酒したことがない または 禁酒を考えたことがない

2. 禁酒を考えたことはあるが、実行したことがない

3. 禁酒を試みたが、現在、禁酒に至っていない

4. 禁酒し、今も禁酒しているが、未だ1年は経っていない（初めての禁酒挑戦）

5．禁酒し、今も禁酒しているが、未だ1年は経っていない（禁酒への再挑戦中）

6．禁酒し、既に1年以上禁酒を続けている

問11 禁酒しようかと考えた大きな理由は何ですか？（○はいくつでもけっこうです）
（禁酒を考えたことがない方や、飲酒経験のない方は1.に○をしてください。）

1. 禁酒を考えたことがない または、飲酒経験がない

2．健康上の不調を感じたことはないが、その可能性が心配になったから

3．健康上の不調を感じたから

4．問題(対人関係、社会生活上)を起こしたことはないが、自分の飲酒にその可能性を感じ

たから

5．飲酒で問題(対人関係、社会生活上)を起こしたから

6．その他(具体的に: )

【あなたの喫煙習慣について、おたずねします。】

問12 これまでに、一回でも（いたずらを含めて）、喫煙したことがありますか？（○は１つ）

1．ない 2．ある

問13 あなたが、「いたずら」を含めて、初めてたばこを吸ったのはいつ頃ですか？（○は１つ）

1．これまでに一度も喫煙したことがない 4．中学校時代 7．20歳以降

2. 小学校以前 5．中卒後～17歳

3．小学校時代 6．18歳～19歳

問14 あなたが、それなりに喫煙するようになったのはいつ頃からですか？（○は１つ）

※「それなりに喫煙をする」とは、1回の喫煙の量にかかわらず、「週1回以上、喫煙すること」を指しま
す。

1．これまでに一度も喫煙したことがない 4．小学校時代 7．18歳～19歳

2. それなりに喫煙するまでには至ったことがない 5．中学校時代 8．20歳以降

3．小学校以前 6．中卒後～17歳

問15 この一年間の喫煙頻度は、以下のどれに該当しますか？（○は１つ）

1．この1年間で、一回も喫煙していない

2．この1年間で、数回喫煙した（年間5回以内）

3．2ヶ月に1回程度、喫煙した（年間約6～11回）

4．月に1～2回程度、喫煙した（年間約12～24回）

5．月に数回程度、喫煙した（年間約25～51回）

6．週に1～2回程度、喫煙している

7．週に3～6回程度、喫煙している

8．ほとんど毎日、喫煙している（1日に1～10本）

10．ほとんど毎日、喫煙している（1日に11～20本）

11．ほとんど毎日、喫煙している（1日に21本以上）

12．ほとんど毎日、喫煙している (パイプたばこ)
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問16 現在のあなたは、禁煙に関してどれに該当しますか？（○は１つ）

1．そもそも、これまでに一度も喫煙したことがない または 禁煙を考えたことがない

2. 禁煙を考えたことはあるが、実行したことがない

3. 禁煙を試みたが、現在、禁煙に至っていない

4. 禁煙し、今も禁煙しているが、未だ1年は経っていない（初めての禁煙挑戦）

5．禁煙し、今も禁煙しているが、未だ1年は経っていない（禁煙への再挑戦中）

6．禁煙し、既に1年以上禁煙を続けている

問17 禁煙しようかと考えた大きな理由は何ですか？（○はいくつでもけっこうです）

（禁煙を考えたことがない方や、喫煙経験のない方は1.に○をしてください。）

1. 禁煙を考えたことがない または、喫煙経験がない

2．健康上の不調を感じたことはないが、その可能性が心配になったから

3．健康上の不調を感じたから

4．人から禁煙を勧められたわけではないが、喫煙者は｢白い目｣で見られるようになって
きたから

5．人から禁煙を勧められたから

6. 家族や他者の健康への影響を考えて

7．その他(具体的に: )

【鎮痛薬、精神安定薬（抗不安薬）、睡眠薬についておたずねします。】

問18 あなたの家庭に常備している薬に○をつけて下さい。（○はいくつでもけっこうです）

1．特にない 6．糖尿病薬 12．鎮痛薬 17．セットの置き薬

2．風邪薬 7．精神安定薬 13．抗生物質 18．その他(具体的に: )

3．胃腸薬 8．湿布薬 14．便秘薬

4．ビタミン剤 10．強精強肝薬 15．目薬

5．高血圧薬 11．睡眠薬 16．鼻炎薬

問19 次の薬のうち、この一年間に一回でも使ったことのある薬があったら、○をつけて下さい。

（○はいくつでもけっこうです）(この調査での「薬」には、医療機関からの薬も市販薬も含みます）

1．特にない 5．高血圧薬 10．抗生物質 13．鼻炎薬

2．風邪薬 6．糖尿病薬 11．便秘薬 14．セットの置き薬

3．胃腸薬 7．湿布薬 12．目薬 15．その他 (具体的に: )

4．ビタミン剤 8．強精強肝薬

問20 あなたは、この一年間で、平均すると鎮痛薬（頭痛薬、歯痛止め、生理痛止め、も含まれます）を

どのくらいの頻度で使用しましたか？（○は１つ）

1．一度も飲んでいない 5．月に数回程度、飲んだ（年間約25～51回)

2．この１年間で、数回飲んだ（年間5回以内） 6．週に1～2回程度、飲んでいる

3．2ヶ月に1回程度、飲んだ（年間約6～11回） 7．週に3～6回程度、飲んでいる

4．月に1～2回程度、飲んだ（年間約12～24回） 8．ほとんど毎日、飲んでいる

問21 この一年間で、鎮痛薬は、どこから入手しましたか？（○はいくつでもけっこうです）

1．入手していない 4．医院･病院から 7．愛人･恋人から

2．常備薬から 5．薬局・薬店から 8．その他 (具体的に: )

3．家族から 6．友人･知人から
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問22 鎮痛薬の、この一年間での使用理由は、以下のどれですか？（○はいくつでもけっこうです）

1．使っていない 5．生理痛 10．遊び（快感）目的で

2．頭痛 6．胃痛 11．その他 (具体的に: )

3．歯痛 7．肩こり

4．腰痛 8．その他の痛みのため

問23 鎮痛薬の中には、依存（やめようと思っても、簡単にはやめられなくなる状態）を作り得るものもあ

りますが、そのような鎮痛薬も含めて、鎮痛薬の使用についての、あなたの実情・心情は次の

どれに該当しますか？（○は1つ）

1．使う必要がないので、考えたことがない

2．必要な時には、心配せずに、使う

3．必要な時には、心配もあるが、どちらかというと使う

4．必要な時でも、心配だから、どちらかというと使わない

5．必要な時でも、心配だから、とにかく使わない

問24 あなたは、この一年間で、平均すると精神安定薬（抗不安薬）をどのくらいの頻度で使用しま

したか？（○は１つ）

1．一度も飲んでいない 5．月に数回程度、飲んだ(年間約25～51回)

2．この１年間で、数回飲んだ（年間5回以内） 6．週に1～2回程度、飲んでいる

3．2ヶ月に1回程度、飲んだ（年間約6～11回） 7．週に3～6回程度、飲んでいる

4．月に1～2回程度、飲んだ（年間約12～24回） 8．ほとんど毎日、飲んでいる

問25 この一年間に、精神安定薬（抗不安薬）は、どこから入手しましたか？

（○はいくつでもけっこうです）

1．入手していない 4．医院･病院から 7．愛人･恋人から

2．常備薬から 5．薬局・薬店から 8．その他 (具体的に: )

3．家族から 6．友人･知人から

問26 精神安定薬（抗不安薬）の、この一年間での使用理由は以下のどれですか？

（○はいくつでもけっこうです）

1．使っていない 4．ストレス軽減のため 7．その他 (具体的に: )

2．不眠改善のため 5．高血圧の治療のため

3．不安解消のため 6．遊び（快感）目的で

問27 精神安定薬（抗不安薬）の中には、依存を作り得るものもありますが、そのような精神安定薬

（抗不安薬）も含めて、精神安定薬（抗不安薬）の使用についての、あなたの実情・心情は、次

のどれに該当しますか？（○は1つ）

1．使う必要がないので、考えたことがない

2．必要な時には、心配せずに、使う

3．必要な時には、心配もあるが、どちらかというと使う

4．必要な時でも、心配だから、どちらかというと使わない

5．必要な時でも、心配だから、とにかく使わない
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問28 あなたは、この一年間で、平均すると睡眠薬をどのくらいの頻度で使用しましたか？（○は１つ）

1．一度も飲んでいない 5．月に数回程度、飲んだ（年間約25～51回）

2．この１年間で、数回飲んだ（年間5回以内） 6．週に1～2回程度、飲んでいる

3．2ヶ月に1回程度、飲んだ（年間約6～11回） 7．週に3～6回程度、飲んでいる

4．月に1～2回程度、飲んだ（年間約12～24回） 8．ほとんど毎日、飲んでいる

問29 この一年間に、睡眠薬はどこから入手しましたか？（○はいくつでもけっこうです）

1．入手していない 4．医院･病院から 7．愛人･恋人から

2．常備薬から 5．薬局・薬店から 8．その他(具体的に: )

3．家族から 6．友人･知人から

問30 睡眠薬の、この一年間での使用理由は以下のどれですか？（○はいくつでもけっこうです）

1．使っていない 4．ストレス軽減のため 7．その他（具体的に： ）

2．不眠改善のため 5．高血圧の治療のため

3．不安解消のため 6．遊び（快感）目的で

問31 睡眠薬の中には、依存を作り得るものもありますが、そのような睡眠薬も含めて、睡眠薬の使

用についての、あなたの実情・心情は、次のどれに該当しますか？（○は1つ）

1．使う必要がないので、考えたことがない

2．必要な時には、心配せずに、使う

3．必要な時には、心配もあるが、どちらかというと使う

4．必要な時でも、心配だから、どちらかというと使わない

5．必要な時でも、心配だから、とにかく使わない

【薬物乱用・依存についておたずねします。】

問32 以下の薬物は、すべて依存（止めようと思っても簡単には止められない状態）を作り得る薬物です。

あなたが聞いたことのある薬物があったら、○をつけて下さい。（○はいくつでもけっこうです）

1．大麻 7．LSD 13．スピード 19．コカイン

2．モルヒネ 8．有機溶剤 14．麻薬 20．クラック

3．マリファナ 10．アシッド 15．ヒロポン 21．覚せい剤

4．トルエン 11．シンナー 16．ヘロイン 22．エクスタシー

5．ハシッシ 12．エス 17．ＭＤＭＡ 23．シャブ

6. マジック･マッシュルーム 18. エックス 24. すべて知らない

問33 薬物乱用を繰り返すと、依存状態になることを知っていますか？（○は１つ）

1．知っている 2．知らない

問34 「シンナ－遊び」で死亡すること（急性中毒死）があるのを知っていますか？（○は１つ）
きゅうせいちゅうどくし

1．知っている 2．知らない

問35 「シンナ－遊び」を繰り返すと、何もないのに物が見えたり（幻視）、実際には何も聞こえない
げ ん し

のに、声が聞こえたり（幻 聴）、誰も何とも思っていないのに、人が自分の事を非難している
げんちょう

と思い込んだり（妄想）する状態（精 神 病 状 態）になることがあるのを知っていますか？
もうそう せいしんびょうじょうたい

（○は１つ）

1．知っている 2．知らない
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問36 「シンナ－遊び」の結果、幻視、幻 聴、妄想が出るようになってしまうと、それを治療して治
げ ん し げんちょう もうそう

っても、その後、疲れ・ストレス・飲酒などで、幻視、 幻 聴 、妄想が再び出現すること（フ
げ ん し げんちょう もうそう

ラッシュバック）があるのを知っていますか？（○は１つ）

1．知っている 2．知らない

問37 「シンナ－遊び」を繰り返すと、何事にも関心が持てなくなり、結果的に学校を欠席しがちに

なったり、どんな仕事に就いても、長続きしなくなること（無動機症候群）を知っていますか？
むどうきしょうこうぐん

（○は１つ）

1．知っている 2．知らない

問38 あなたは、国内で、自分の身近にいた、あるいは、身近にいる人の中で、「シンナー遊び」を一

回でも行ったことのある人を、これまでに何人知っていますか？

(身近でなくても、実際に目撃した場合は人数に含めてください。2.「いる」を選んだ場合は、( )内に、
その人数をお書き下さい。数人とか多数とかは書かないでください。）

1．いない（知らない） 2．いる →（ ）人

問39 あなたは、国内で、自分の身近にいた、あるいは、身近にいる人の中で、この一年間に「シン

ナー遊び」を一回でも行ったことのある人を、何人知っていますか？

(身近でなくても、実際に目撃した場合は人数に含めてください。2.「いる」を選んだ場合は、( )内に、
その人数をお書き下さい。数人とか多数とかは書かないでください。）

1．いない（知らない） 2．いる →（ ）人

問40 あなたは、これまでに、「シンナー遊び」に一回でも誘われたことがありますか？
（○は1.の場合は1つ、それ以外の場合には、1つまたは2つ）

1．ない 2．この1年間より前にあった 3．この1年間にあった

問41 あなたは、これまでに一回でも、「シンナ－遊び」を経験したことがありますか？
（○は1.の場合は1つ、それ以外の場合には、1つまたは2つ）

1．ない 2．この1年間より前にあった 3．この1年間にあった

問42 あなたは、大麻を吸っている人の数について、どのような印象をお持ちですか？（○は１つ）

（マリファナ、ハシッシもすべて大麻です）

1．以前より増えている 2．変わらない 3．以前より減っている 4.わからない

問43 あなたは大麻を吸うと、上記の問35～問37と同じ精 神 病 状 態、フラッシュバック、無動機症
せいしんびょうじょうたい むどうきしょう

候群になることがあるのを知っていますか？（○は１つ）
こうぐん

1．知っている 2．知らない

問44 あなたは、国内で、自分の身近にいた、あるいは、身近にいる人の中で、大麻を一回でも使っ

たことのある人を、これまでに何人知っていますか？

(身近でなくても、実際に目撃した場合は人数に含めてください。2.「いる」を選んだ場合は、( )内に、
その人数をお書き下さい。数人とか多数とかは書かないでください。）

1．いない（知らない） 2．いる →（ ）人

問45 あなたは、国内で、自分の身近にいた、あるいは、身近にいる人の中で、この一年間に大麻を

一回でも使ったことのある人を、何人知っていますか？

(身近でなくても、実際に目撃した場合は人数に含めてください。2.「いる」を選んだ場合は、( )内に、
その人数をお書き下さい。数人とか多数とかは書かないでください。）

1．いない（知らない） 2．いる →（ ）人
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問46 あなたは、これまでに、大麻使用に一回でも誘われたことがありますか？
（○は1.の場合は1つ、それ以外の場合には、1つまたは2つ）

1．ない 2．この1年間より前にあった 3．この1年間にあった

問47 あなたは､これまでに一回でも､大麻を吸ったことがありますか？
（○は1.の場合は1つ、それ以外の場合には、1つまたは2つ）

1．ない 2．この1年間より前にあった 3．この1年間にあった

問48 あなたは、覚せい剤を使っている人の数について、どのような印象をお持ちですか？（○は１つ）

（ヒロポン、シャブ、エス、スピードも覚せい剤です）

1．以前より増えている 2．変わらない 3．以前より減っている 4．わからない

問49 覚せい剤を使うと、上記の質問35と同じ精神病状態になりやすく、また質問36のようなフラッ

シュバックがあることを知っていますか？（○は１つ）

1．知っている 2．知らない

問50 あなたは、国内で、自分の身近にいた、あるいは、身近にいる人の中で、覚せい剤を一回でも

使ったことのある人を、これまでに何人知っていますか？

(身近でなくても、実際に目撃した場合は人数に含めてください。2.「いる」を選んだ場合は、( )内に、
その人数をお書き下さい。数人とか多数とかは書かないでください。）

1．いない（知らない） 2．いる →（ ）人

問51 あなたは、国内で、自分の身近にいた、あるいは、身近にいる人の中で、この一年間に覚せい

剤を一回でも使ったことのある人を、何人知っていますか？

(身近でなくても、実際に目撃した場合は人数に含めてください。2.「いる」を選んだ場合は、( )内に、
その人数をお書き下さい。数人とか多数とかは書かないでください。）

1．いない（知らない） 2．いる →（ ）人

問52 あなたは、これまでに、覚せい剤使用に一回でも誘われたことがありますか？
（○は1.の場合は1つ、それ以外の場合には、1つまたは2つ）

1．ない 2．この1年間より前にあった 3．この1年間にあった

問53 あなたは、これまでに一回でも、覚せい剤を使用したことがありますか？
（○は1.の場合は1つ、それ以外の場合には、1つまたは2つ）

1．ない 2．この1年間より前にあった 3．この1年間にあった

問54 あなたは､ヘロインを使用している人の数について､どのような印象をお持ちですか？（○は１つ）

1．以前より増えている 2．変わらない 3．以前より減っている 4．わからない

問55 あなたは、国内で、自分の身近にいた、あるいは、身近にいる人の中で、ヘロインを一回でも

使ったことのある人を、これまでに何人知っていますか？

(身近でなくても、実際に目撃した場合は人数に含めてください。2.「いる」を選んだ場合は、( )内に、
その人数をお書き下さい。数人とか多数とかは書かないでください。）

1．いない（知らない） 2．いる →（ ）人

問56 あなたは、国内で、自分の身近にいた、あるいは、身近にいる人の中で、この一年間にヘロイ

ンを一回でも使ったことのある人を、何人知っていますか？

(身近でなくても、実際に目撃した場合は人数に含めてください。2.「いる」を選んだ場合は、( )内に、
その人数をお書き下さい。数人とか多数とかは書かないでください。）

1．いない（知らない） 2．いる →（ ）人
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問57 あなたは、これまでに、ヘロイン使用に一回でも誘われたことがありますか？

（○は1.の場合は1つ、それ以外の場合には、1つまたは2つ）

1．ない 2．この1年間より前にあった 3．この1年間にあった

問58 あなたは、これまでに一回でも、ヘロインを使用したことがありますか？

（○は1.の場合は1つ、それ以外の場合には、1つまたは2つ）

1．ない 2．この1年間より前にあった 3．この1年間にあった

問59 あなたは､コカインを使用している人の数について､どのような印象をお持ちですか？（○は１つ）

(クラックもコカインです)

1．以前より増えている 2．変わらない 3．以前より減っている 4.わからない

問60 あなたは、国内で、自分の身近にいた、あるいは、身近にいる人の中で、コカインを一回でも

使ったことのある人を、これまでに何人知っていますか？

(身近でなくても、実際に目撃した場合は人数に含めてください。2.「いる」を選んだ場合は、( )内に、
その人数をお書き下さい。数人とか多数とかは書かないでください。）

1．いない（知らない） 2．いる →（ ）人

問61 あなたは、国内で、自分の身近にいた、あるいは、身近にいる人の中で、この一年間にコカイ

ンを一回でも使ったことのある人を、何人知っていますか？

(身近でなくても、実際に目撃した場合は人数に含めてください。2.「いる」を選んだ場合は、( )内に、
その人数をお書き下さい。数人とか多数とかは書かないでください。）

1．いない（知らない） 2．いる →（ ）人

問62 あなたは、これまでに、コカイン使用に一回でも誘われたことがありますか？

（○は1.の場合は1つ、それ以外の場合には、1つまたは2つ）

1．ない 2．この1年間より前にあった 3．この1年間にあった

問63 あなたは、これまでに一回でも、コカインを使用したことがありますか？

（○は1.の場合は1つ、それ以外の場合には、1つまたは2つ）

1．ない 2．この1年間より前にあった 3．この1年間にあった

問64 あなたは、ＭＤＭＡを使用している人の数について、どのような印象をお持ちですか？

(エクスタシー、エックスもＭＤＭＡです) （○は１つ）

1．以前より増えている 2．変わらない 3．以前より減っている 4．わからない

問65 あなたは、国内で、自分の身近にいた、あるいは、身近にいる人の中で、ＭＤＭＡを一回でも

使ったことのある人を、これまでに何人知っていますか？

(身近でなくても、実際に目撃した場合は人数に含めてください。2.「いる」を選んだ場合は、( )内に、
その人数をお書き下さい。数人とか多数とかは書かないでください。）

1．いない（知らない） 2．いる →（ ）人

問66 あなたは、国内で、自分の身近にいた、あるいは、身近にいる人の中で、この一年間にＭＤＭ

Ａを一回でも使ったことのある人を、何人知っていますか？

(身近でなくても、実際に目撃した場合は人数に含めてください。2.「いる」を選んだ場合は、( )内に、
その人数をお書き下さい。数人とか多数とかは書かないでください。）

1．いない（知らない） 2．いる →（ ）人
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問67 あなたは、これまでに、ＭＤＭＡ使用に一回でも誘われたことがありますか？

（○は1.の場合は1つ、それ以外の場合には、1つまたは2つ）

1．ない 2．この1年間より前にあった 3．この1年間にあった

問68 あなたは、これまでに一回でも、ＭＤＭＡを使ったことがありますか？

（○は1.の場合は1つ、それ以外の場合には、1つまたは2つ）

1．ない 2．この1年間より前にあった 3．この1年間にあった

問69 あなたが「シンナー遊び」のためにシンナーなどの有機溶剤を手に入れようとした場合、それ

はどの程度むずかしいことですか？（○は１つ）

1．絶対不可能だ 3．少々苦労するが、なんとか手に入る

2．ほとんど不可能だ 4．簡単に手に入る

問70 あなたが大麻を手に入れようとした場合、それはどの程度むずかしいですか？（○は１つ）

1．絶対不可能だ 3．少々苦労するが、なんとか手に入る

2．ほとんど不可能だ 4．簡単に手に入る

問71 あなたが覚せい剤を手に入れようとした場合、それはどの程度むずかしいですか？（○は１つ）

1．絶対不可能だ 3．少々苦労するが、なんとか手に入る

2．ほとんど不可能だ 4．簡単に手に入る

問72 あなたがヘロインを手に入れようとした場合、それはどの程度むずかしいですか？（○は１つ）

1．絶対不可能だ 3．少々苦労するが、なんとか手に入る

2．ほとんど不可能だ 4．簡単に手に入る

問73 あなたがコカインを手に入れようとした場合、それはどの程度むずかしいですか？（○は１つ）

1．絶対不可能だ 3．少々苦労するが、なんとか手に入る

2．ほとんど不可能だ 4．簡単に手に入る

問74 あなたがＭＤＭＡを手に入れようとした場合、それはどの程度むずかしいですか？（○は１つ）

1．絶対不可能だ 3．少々苦労するが、なんとか手に入る

2．ほとんど不可能だ 4．簡単に手に入る

問75 大麻を吸うことは法律で禁止されていますが、あなたは大麻を吸うことについて、どう思いま

すか？（○は１つ）

1．法律で云々言う以前に、そもそも、すべきではないと思う
うんぬん

2．法律で禁止されているから、すべきではないと思う

3．法律で禁止されてはいるが、少々ならかまわないと思う

4．法律で禁止されてはいるが、そもそも法律で決める必要はなく、個人の判断だと思う

5．大麻による害を知らないから、判断できない

問76 覚せい剤を使用することは法律で禁止されていますが、あなたは覚せい剤を使用することを、

どう思いますか？（○は１つ）

1．法律で云々言う以前に、そもそも、すべきではないと思う
うんぬん

2．法律で禁止されているから、すべきではないと思う

3．法律で禁止されてはいるが、少々ならかまわないと思う

4．法律で禁止されてはいるが、そもそも法律で決める必要はなく、個人の判断だと思う

5．覚せい剤による害を知らないから、判断できない
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問77 あなたは、マジック･マッシュルームが毒キノコであることを知っていましたか？（○は１つ）

1．知らなかった 2．知っていた

問78 あなたが、この一年間に受診したことがある診療科に○をして下さい。
（○はいくつでもけっこうです）

1．どこも受診していない 5．外科 10．泌尿器科 14．耳鼻咽喉科

2．内科 6．整形外科 11．産婦人科 15．心療内科

3．神経科･精神科 7．皮膚科 12．眼科 16．その他(具体的に: )

4．神経内科 8．脳神経外科 13．歯科

問79 あなたが、これまでに、何らかの薬物（医薬品も含めて）の使用が原因で受診したことがある

診療科に○をして下さい。

（○はいくつでもけっこうです）

1．どこも受診していない 5．外科 10．泌尿器科 14．耳鼻咽喉科

2．内科 6．整形外科 11．産婦人科 15．心療内科

3．神経科･精神科 7．皮膚科 12．眼科 16．その他(具体的に: )

4．神経内科 8．脳神経外科 13．歯科

問80 以下の薬物は、違法ドラッグ（いわゆる脱法ドラッグ）などとして、近年、若者間での乱用が

心配されている薬物です。あなたが聞いたことのある薬物があったら、○をつけて下さい。

（○はいくつでもけっこうです。ただし、下記で言うメチロンとは、解熱薬としての物ではありません。
また、下記の一部は既に麻薬に指定されております。）

1．ケタミン 11．MBZP 20．2C-T-2 29．5-MeO-DALT

2．メチロン 12．MIPT 21．2C-T-4 30．5-MeO-DET

3．ラッシュ 13．MMDA-2 22．2C-T-7 31．5-MeO-DIPT

4．AMT 14. PMMA 23．3CPP 32．5-MeO-DMT

5．BDB 15. TMA-2 24．4-AcO-DIPT 33．5-MeO-DPT

6. DIPT 16．TMA-6 25．4FMP 34．5-MeO-MIPT

7. DPT 17．2C-C 26．4MPP

8．HMDMA 18．2C-E 27．4-OH-DIPT

10．MBDB 19．2C-I 28．5-MeO-AMT 35. すべて知らない

ご協力ありがとうございました。

なお、この調査についての結果は、来年の7月頃に公表します。

結果をお知りになりたい方は、ハガキにあなた様の住所、氏名をご記入になり、下記の「結果請求

用紙」を点線に沿って切り取り、ハガキに貼付の上、2007年11月末日までに、下記住所（点線に沿っ

て切り取り、ハガキに添付して下さい）までご請求下さい。来年の7月頃に郵送させていただきます。

（結果は、調査対象全員について、統計的にまとめられたものであり、個人について論じたものでは

ありません。ただし、郵送の必要上、あなた様が本調査の対象の一人であったことが、当研究部には

わかりますが、当研究部では、あなた様ご自身の記載内容を特定することはできませんし、あなた様

が本調査の対象の一人であったことを漏らすことは、一切ありません。）

注：下記を切り取る際は、裏面の回答部分の番号が切り取られないよう、点線に沿ってお切り下さ

い。

結果請求用紙 結果請求先
住民調査07の 〒187-8553 東京都小平市小川東町4-1-1
結果を 国立精神･神経センター 精神保健研究所
請求します 薬物依存研究部 住民調査 担当者 宛 第7版-2007
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